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序章　ツンデレ悪役令嬢リーゼロッテと









　約一年前の春、私は、神々のお声と出会った。異界の神々、今では私の友となってくれた、【実況の遠えん藤どうくんと解説の小こ林ばやしさん】と称されるお二方のお声と。

　それまでどこかぎこちない関係になりつつあった私の婚約者リーゼロッテの内面と、このままでは彼女がやがて迎える【破滅】を知るという彼らは、私に助言を届け続けてくれた。

　彼らの知る未来では、古いにしえの魔女がリーゼロッテを弱らせ乗っ取り、フィーネを、この国を、この世界を滅ぼさんとしていたらしい。

　異界の神々に導かれた私は、リーゼロッテと心を通わせ、私の愛（なんて表現するのは、少し面はゆいのだけれども）に支えられたリーゼロッテは古の魔女の闇やみを打ち払い、魔女の本来の姿である、創世の女神リレナを復活させた。

　リレナは遠藤様と小林様の協力のもと、フィーネを手に入れるため暗躍していたという邪神クオンの封印に成功。

　誰だれ一人欠けることなく、後悔も悲嘆も無縁の、最高を越えた最高のハッピーエンドが、お二方のお導きのもと、成ったのだった。




　こうして迎えられた今日のよき日、リーゼロッテと私の、結婚式の当日。

　創世の女神リレナの助力により、久方ぶりの、いや、実際に顔を合わせたのはこれが初めてなのだけれども、気持ちとしては久方ぶりの友、遠藤様と小林様も駆けつけてくれた。

　本日の予定としては、午前に神殿での誓いの儀、昼休憩と神殿から王城までのパレードを挟んで、午後に王城でお披露目のための茶会と夜会となっている。

　その内の神殿での誓いの儀を先ほど終えた私たちは、これから城へと戻りがてら馬車でパレードを行う……、ところなのだが。

　急きゆう遽きよ、創世の女神リレナより、私とリーゼロッテの乗る馬車の後方にて花を撒まいたりしてこの結婚の祝福とついでに自身の復活のアピールをしたいとの申し出があり、警備等の調整のため、神殿の控室にて待機となっている。

　むしろぜひ同行していただきたかった異界の神々、遠藤様と小林様両名からは『自分たちはできるだけ目立たない形で城に行きたい』とのご要望を受け、そちらの別便の手配もしているので、もうしばらくはこのままだろう。

　そんな経緯で、私、リーゼロッテ、遠藤様、小林様の四名で、控室にて歓談をしている。そんな時。

「そういやちょっと気になったんだけどさ。さっき、外の歓声の中から、王太子殿下お誕生日おめでとうございますっての、聞こえなかったか？」

「えっ、もしかして、こっちだと、今日って四月七日なの!?」

　遠藤様がふいにそう切り出され、それを受けた小林様が、目を見開いて重ねて尋ねた。

　そのどちらの問いも、答えは是だ。

　お二方に熱い視線で問われた私は、私の誕生日の日付を当然のように知っていただいていたことに感動を覚えながら、しっかりとうなずく。

「ああ。王太子の結婚も、誕生日も、どうしても人を集めての式典になるものだから。どうせ近い時期にやるならばと、同じ日にしたんだ」

「ですので、今日はジークの一九歳の誕生日でもありますのよ。改めて、ジーク、お誕生日おめでとうございます」

「ありがとう」

　私の隣のリーゼロッテが、笑顔で告げてくれた祝いの言葉に、私も笑みを返した。

「そうなのか！　ジーク、誕生日もおめでとう！」

「おめでとー！　……え、でも、それってつまり、来年以降の結婚記念日もジークの誕生日と被かぶるってことだよね？　リゼたんと二人で祝うって感じじゃなくなっちゃうのは、なんか寂しくない？」

　次いで遠藤様と小林様も寿ことほいでくれたが、ふと小林様が続けた疑問に、私は固まる。

　……やってしまった、か？

　私の誕生日となると、例年式典だの舞踏会だのなんだのと、公的行事にされるものだ。

　リーゼロッテと二人で過ごす、というのは、難しいだろう。結婚記念日なのに。

「いいえ。民と臣下の負担を考えれば、これがベストだと思いますわ。私わたくしだって、王家の一員となるのですもの。一般的には家族で過ごすような日が、公の行事になると承知しております。むしろ、私たちのめでたい日を臣民もいっしょに祝ってくれるなんて、なんとしあわせなことでしょう」

　浅慮だったかと焦る私にふわりと微笑ほほえみながら、リーゼロッテはそう言い切ってくれた。

「ありがとう、リーゼ。君がそこまでの覚悟を持って私の隣に在ってくれることは、なによりの幸福だ」

「そ、そんな、……別に、これくらいは当然ですわ」

　私が微笑み返しながら感謝を告げると、リーゼロッテは頬ほおを赤く染め、ぷいと視線を逸そらせてしまった。

「はー。リゼたんってば、かわいいだけじゃなくて、かっこいいー！　いやほんと、ジークは良いお嫁さんをもらったねぇ」

「詩し帆ほ乃の、それなに目線？　母親？　親しん戚せき？　近所のおばちゃん？　……まあ、俺も、言ってる内容には同意するけど。良かったな、ジーク」

　感激したように小林様が、それに苦笑しながら遠藤様が、どちらもひどく温かいまなざしでくださった祝福の言葉に、私は少し照れくさい心ここ地ちで笑みを返す。

　すると小林様が、何かに気が付いたようにぽんと手を打った。

「あ。そういえば、リゼたん、去年のリゼたんの誕生日の時に、次のジークの誕生日は気合入れるみたいなこと、言ってたよね！　なるほど、最高にかわいい最高の誕生日プレゼントをもらったねー、ジーク」

　にやにやと意地の悪い笑顔でそう言った小林様に、こちらもにやりと笑って遠藤様が続く。

「ああ、確かに。こんなに美人で有能な奥さんもらえるなんて、もはや最高を越えてるかもしれない最高の誕生日プレゼントだな」

「なっ、そ、そんなことは……！　いえ、私は確かにジークのものになったわけですけれど、こんなのは一〇年以上前から決まっていたことで、その……！」

　神々からの誉め言葉のせいか、私のものになったという指摘のせいか、顔を真まっ赤かにしてうろたえるリーゼロッテの肩をそっと抱いてなだめながら、私は告げる。

「リーゼを妻にできたことはなによりの幸福だけど、彼女は誕生日プレゼントなんて枠に収まるような存在ではないし、一方的にもらいあげたとは思っていないよ」

「ジーク……」

　リーゼロッテは、感動したように瞳ひとみを潤ませ、そっと私の名を呼んだ。

　なんだか少し気恥ずかしくなった私は、けれどその恥ずかしさをぐっと堪こらえ、リーゼロッテの目を見つめ告げる。

「まあ、形としては、君に王家に入ってもらったのだけど。けれど、夫婦というのは、対外的にはともかくとして、家庭の中では対等であるべきだろう？　リーゼが私のものだというのなら、私だってリーゼのものだ。だから、もらった、なんて、思いあがったことは言わないさ」

「……なんか、良いな、こういう関係」

「あこがれちゃうねー……」

　しばし見つめ合っていた私とリーゼロッテの対面から、ほう、とため息交じりの遠藤様と小林様のお声が届いた。

　見つめ合い、甘い空気を醸しつつあった夫婦のやり取りを、うっかり意識の外にやってしまっていた神々に、ばっちり見られてしまった。それも、賞賛の言葉まで添えられて。

「なっ、そっ、みっ、……うううっ」

「あー！　そういえばリゼたん、ジークへの誕生日プレゼントって、結局なににしたの？」

「あ、俺もそれ気になる。いやー、俺らも、知ってたらなにか用意してきたんだけどなー」

　恥ずかしさのあまりだろう、言葉を詰まらせ今にも泣きだしそうなリーゼロッテに焦ったらしい小林様と遠藤様は、どこか白々しい調子で話題を切り替えた。

　リーゼロッテからのプレゼントを自慢したい気持ちになった私が、彼女に代わって答える。

「ポケットチーフに、リーゼロッテが刺し繍しゆうを入れてプレゼントしてくれたんだ。普段使いにできる物をとハンカチも同じようにしてくれて、ええと、このポケットチーフと夜会用のポケットチーフに、ハンカチが三枚だから……全部で五枚だね」

「うわあっ、綺き麗れい！　ええー、これ針と糸で手作業でってことだよね!?　職人!?　さすがリゼたん……！」

「マジで職人技じゃん……。こんなのが五枚？　有言実行の気合の入りようだな……」

　私が取り出し広げた繊細な刺繍の入ったポケットチーフを見つめ、小林様と遠藤様は、いたく感動したご様子だ。

　そうだろうそうだろう。

　私も、大変な物をもらってしまったなと思った。

「結婚式の用意もあったというのに、ここまでしてもらって……。『お返しに困ってしまう』のは、私こそだ。でも本当に嬉うれしいよ。ステキな贈り物をありがとうね、リーゼ」

　私が改めて礼を告げると、先のお二方の誉め言葉もあってだろう、リーゼロッテはひどく恐縮したように、真っ赤な顔でうつむいてしまう。

「べっ、べつに、そんな。この程度の刺繍、ただの淑女の嗜たしなみですし。それほどの手間は、かけておりませんもの……」

「嘘うそですね。リゼたんなら、制作に三ヶ月はかけているはずです」

「っ!?」

「あのリーフェンシュタールの中でも愛が重いの筆頭であるリーゼロッテが、愛いとしのジークに半端な物を渡すわけがないんだよな。リボンの時だって、何本練習していたことか……」

「っ!?　っ!?」

「リボンは図案が決まっていて、しかも既に自分のリボンの作成である程度慣れていたはずの上で、あれだけの制作期間ですからね。新たな図案で、それも五枚。リゼたんの誕生日直後から制作を続けていても、なにもふしぎではありません」

「～～～～～～っ!?」

　私にとっては、懐かしさすら覚える、すっかり慣れ親しんだ小林様の解説と遠藤様の実況だったのだが。

　そういえばこのモードのお二方の暴露を受けるのは初めてらしいリーゼロッテは、目を白黒させて、声なき声を漏らしながら、きょどきょどとお二方を見渡した。

「……か、神々は、全すべてをお見通しだと言うの……!?」

　あ。自爆した。

　震える声でそう呟つぶやいたリーゼロッテに、そんなことを思ってしまう私は、ひどい男だろうか。

　しかし、そうか。

　今回の誕生日プレゼントは、やはり制作にそこまで膨大な手間と時間をかけていたのか……。

　リーゼロッテの愛情の深さに感動を覚えると同時に、さすがに申し訳ないな……。

「リーゼ、本当にありがとう。でも、こういうのは、これっきりにしよう。今回は一生に一度の結婚の記念も兼ねてということでありがたく受け取るけど、君に負担をかけたくはないから。来年は、どこかで何かを買って来て、そのまま渡すとかにしようね」

　私の提案を受けたリーゼロッテは、なぜかショックを受けた様子で震えている。

「そ、そんな……、ジークヴァルト王太子殿下に相応ふさわしい品が、そこらに売っているわけなど……、……いえ、ちょっとした別荘などならば……？」

「うん、予算上限と購入する店の種別とエリアも決めようか。後で、しっかり話し合おうね」

「……かしこまりました。話し合い、ましょう」

　なんだか不満そうではあるものの、どうにかうなずいてくれたリーゼロッテに、ほっと息を吐いた。

　当該エリアに自分や親族の経営する店舗を出店させるなどして、とんでもない高級品や遠方の珍しい物や自分の手製の品を予算の範囲で購入したという事実を成立させるとかも禁止しておかないとな……。

　念のため、文官に抜け道がないかチェックしてもらって書面を作っておこう。

「ねー碧あお人とー、やっぱり私たちも、なにかジークにあげたいよねー、誕生日プレゼント」

「わかる。やりたい。っても、俺らこっちの現金とか持ってないし、そこらで何か買って来てそのまま渡すことすらできんけど」

　私が密ひそかになんだか珍妙な決意を固めている対面で、小林様と遠藤様はそう言ってため息を吐ついた。

　そんなお二方のご様子に、ふっと笑いが漏れる。

「小林さんと遠藤くんはこうして今日、駆けつけてくれたじゃないか。それがなによりのプレゼントで、これ以上など望まないよ。……まあ、わがままを言って良いのであれば、もう少しこうして、君たちとゆっくり話をする時間が欲しいけれど」

「ええー、そんなんで良いの？」

「もっとこう、神なら寵ちよう愛あい寄よ越こしてみろよとかじゃなきゃ、ワガママでもなんでもなくね？」

　小林様と遠藤様は困ったような表情でそう言うと、互いに目を合わせうなずき合う。

「正直、せめて寵愛くらいはあげたいよね。でも、あれどうやったら良いのかよくわかんなくない……？」

「それな。リレナにコツとか聞いてみるか……？」

「いやいや、そんな気づかいは不要だよ。そもそも、私の一族は既に神の声を聴くことのできる耳をいただいているから、重ねて寵愛をいただくのは難しいのかもしれないし」

「そういえば、歴代の王家の生まれの方に、創世の女神リレナ様以外のご寵愛を授けられた方は一人もおりませんわね。まあ、そもそも神の寵愛を授かった人物が、国の歴史全体でもそれほど多くはありませんが……」

　私のなんとなくの思い付きを、リーゼロッテが補足してくれた。

「ああー、だからジークとフィーネちゃんには、いくら祈っても寵愛がいかないのかな……？」

「正直、ジーク、リーゼロッテ、フィーネ、バルドゥールの四人に対してなら、同じくらいの思い入れがある気がするもんな。だからなんか、そういうシステム的な問題なのかも？」

　こてん、と、揃そろって首をかしげた小林様と遠藤様に、私は微笑ほほえんでうなずく。

「きっとそうだよ。二人が私たちの事を真に思ってくれていることは、よくわかっている。寵愛という形ではなかったけど、これまで私はどれほど助けられたことか。異なる世界に住む君たちの声を聴くことができただけでも奇跡だというのに、こうして交こう誼ぎを結ぶことまでできて……、本当に、しあわせだ」

「ふへっ、照れるー。やだー、そんなにかしこまらないでよー」

「そうそう、もっと気軽にこう、俺ら友だちだろ？　気にすんな！　くらいの。あ、ほら、なんなら俺らのこともファーストネームの呼び捨てで呼んでくれたら、もっと友だち感出るかも。俺、碧人」

「私は詩帆乃だよー。ほら、リゼたんもぜひ！」

　もじもじと、くすぐったさでも感じているかのようにしながら、小林様と遠藤様はそんなご提案をしてきた。

「えっと……、さすがにそこまで神々に気安く接するというのは……」

「恐縮してしまいますわ……」

　私とリーゼロッテは、やんわりと遠慮をしようとしたのだが。

　はた、となにかに気が付いたように、遠藤様がこちらに手のひらを向け、制止するような仕草を見せる。

「あ、でもちょっと待て。俺が呼び捨てにされるのは良いっつーか嬉しいけど、ジークが詩帆乃を呼び捨てにすんのはなんかヤダ。詩帆乃、元々まじこいプレイヤーだし。リーゼロッテとセットでだけど、ジーク推しだし」

「あはっ、嫉しつ妬とだー。碧人はなーんかまだ乙女ゲームに対する誤解がある気がするなあ……。まあでも、確かに、ふつーにどんな異性とだって恋人と仲良さそうにされたら複雑な気持ちになるのはわかる。でも裏を返せば、私がリゼたんのファンサをもらうことは、同性だからなんの問題もない！　さあリゼたん、詩帆乃って、呼んで！」

「まあそうなるか。ほらジーク、俺のことは碧人って呼んでくれ」

「えっと……、あ、……あお、と、様」

「し、しほ、……さ、さすがに神の御み名なを、気軽に呼ぶことなどできませんわ。もう少し、心の準備をする時間をくださいませ」

　神々に強く求められた私は、どうにか勇気を振り絞ったが敬称を付け足さずにはいられなかったし、リーゼロッテは途中で音を上げた。無理もない。

「二人ともまじめだなぁ。俺ら、そんな大層な存在じゃないって。詩帆乃なんてリーゼロッテに名前呼んでもらえたら、ファンサもらったってはしゃぐだけだよ。あ、ファンサわかんないか？　まあそれしたらファン、つまり詩帆乃が大喜びするんだって、わかってくれれば」

　遠藤様が苦笑しながらおっしゃったことに、リーゼロッテはぎこちなくうなずく。

「……喜んでいただけるということであれば……、……まあ、その、追々」

　それを聞いてきらきらと期待に瞳を輝かせている小林様から、なんとなく視線を逸そらせて、私は一つ咳せきばらいをする。

「んん、そう、それは追々ということで。話が逸れてしまったね。そう、私に何か誕生日の祝いをいただけるというのであれば、ぜひともこの後、うちの庭で行う私たちの茶会に参加して欲しい。この四人で、もっと話がしたいんだ」

　残念ながら、扉の外が騒がしくなってきた。この歓談の時間は、そろそろ終わる予感がする。

　だから切り出したこの提案に、小林様と遠藤様はぱっと嬉し気な笑顔を浮かべてくれた。

「もちろん参加するよ！　お庭でお茶会なんて楽しそう！　私、思い出話とかしたい！」

「この一年、色々あったもんなー。それに、割と久しぶりの再会だし、離れていた間のこととかも、話したいな」

　うん、うん、としっかりうなずいて了承してくれた二人に、私も笑顔を返す。

「よかった。それならば、パレードの後、茶会をしよう。ああ、リーゼロッテはドレスを変えるから、少し離れることになるかな」

「ああー、その豪華なドレスでお庭は難しいよねー。……え、ちなみに、着替える予定の服ってもう決まっているの……？」

　小林様が、ふとえらく真剣な表情に変わって尋ねた言葉に、私とリーゼロッテは首をかしげる。

　一応、今日の茶会用に私からリーゼロッテに贈ったドレスが、なくはないのだが。この訊きき方は、決まっていない方が良いのか……？

「ごめんな、二人とも。詩帆乃はリーゼロッテオタクなんだ……」

「あのね、もう決まってるんなら無視してくれていいんだけどね、リゼたんが学園に着て行ってたドレス、あれをどうにか一目見たいなっていうか、本物のリゼたんに会えたからには、あのゲームでよく見た衣装の本物も見たくなるファン心理というかで……。できれば見たい！　お願い！」

　遠藤様が何かを諦あきらめたような表情で呟いたのに重なる勢いで、小林様は早口にそうおっしゃった。

　ちら、とこちらに視線で伺いを立ててきたリーゼロッテに、私はうなずいてあげる。

「ええ。これから着る服は決まっておりませんでしたので、城に着きましたら、学園に通う際に着ているドレスに変えさせていただきますわ。あれならば、昼の庭にも合わないことはないでしょう」

　そう、それが正解だろう。

　はきゃー！　と、喜びと興奮をあらわにして飛び跳ねた小林様と、それを「良かったな」と呟きながら満足そうな優しいまなざしで見つめる遠藤様。

　リーゼロッテの今の返答でお二方がこれほど喜んでくれるのならば、たった今なかったことにされた私がリーゼロッテに贈った茶会用のドレスなんてものは、なんでもないのである。

　私もそう思うから、先ほどうなずいたわけで。

　……まあ、正直ちょっと、リーゼロッテに私よりも優先された小林様に、嫉妬を覚えないこともないのだけれど。ないがしろにされたという程ではないが、それに近い寂しさというか、切なさを感じているはいるのだけれど。

　今日、一応、私の誕生日なんだけどなぁ……。








第１章　お茶会を始めよう









　パレード後、たどり着いた王城、王族の居住する区画の庭先にて。私は、寄り添い座る遠えん藤どう様と小こ林ばやし様とティーテーブルを囲んでいる。

　ただ、『こっちでは神とか呼ばれてるけど、あちらの世界ではど庶民』と自己申告されたお二方は、城に入ってからはひどく緊張されていた。

『うちの庭って言われて、実際はこんな立派なお城の大庭園なんて、詐欺じゃん……』と弱々しく訴えておられたのには、申し訳ない気持ちになった。

　護衛や使用人たちにも落ち着かないご様子だったため、茶会の準備を整えてもらった後は全員下がらせて、しばし。

「ねえ、ジーク、結婚式の当日だってのに、本当に私たちとお茶してていいの……？」

　ようやく震えの止まった小林様が、それでもなお青白いお顔のまま、そっとそう尋ねてきた。その隣に座る遠藤様は、うんうんとうなずきながら、なぜか小声で告げる。

「今って、本来ジーク達の結婚式に来てくれた、他国の重鎮的な人らをもてなす時間なんだろ？　その公務？　に割り込むのはさすがに申し訳ない。俺らのことは良いから、やっぱりそっちに行った方が良いんじゃないか？」

　なぜか、というか、城の雰囲気にまだ萎い縮しゆくしてしまっているのかもしれない。揃って縮こまったまま『ねぇ？』と目を見合わせうなずいたお二人に、私はにっこりと笑みを返す。

「あちらの対応は両親がしておりますから、お気になさらず。それに、如何いかな貴族王族でも、神々より優先されることを望む者など、この世界にはおりません。私どもがお二方を放ってあちらに行くなど、あちらの者を恐縮させてしまいますよ」

「もうジーク、また敬語に戻ってるよー？」

　小林様が不服そうにおっしゃった言葉に申し訳ない気持ちにはなったものの、常の調子を少し取り戻してきたご様子に、私はそっと息を吐く。

「ああ、すまない」

「っつうか、ジークの両親イコール国王夫妻じゃん。そこに迷惑？　かけてるってのは、むしろ俺らが恐縮する……」

　私が頭を下げようとしたのを遮るように、遠藤様がぼそりと零こぼした。

「けれど、王太子である私が気を抜けば敬語になってしまうくらい、異界の神々という立場は高いんだ。しかも君たちは私たち夫婦の恩人で、君たちとこうして顔を合わせて話せるのは、今日限りかもしれないのだから。なによりも優先して当然だろう？」

　重ねた私の説得の言葉に、お二方は一応はうなずいてくれたものの、なおも表情は不安げなままだった。しかし。

「あちらの会場には、リレナ様が出てくれるそうです。各国の大使としても、この国に来ればいつでも会える王太子夫妻よりも、久方ぶりにこの世界に顕現された創世の女神様の方が、はるかに重要ですもの。女神様との茶会など、今日が私とジークの結婚式だったと忘れてしまう程の一大事。私どもがいないことに、皆様気が付きすらしないかもしれませんわ」

　私の背後から聞こえてきた凛りんとした声に、遠藤様と小林様は、パッと表情を明るくさせた。

「なるほど。それもそれでどうなんだって気もするけど、安心は安心だな！」

「リゼたん！　おきがえお疲れ様ー！」

　小林様が嬉うれしげに手を振る視線の先を振り返れば、庭での茶会のために着替えを終えてきた、我が愛いとしの……、もう、今日からは婚約者ではなく、妻の、リーゼロッテ。

「さっきのウェディングドレスもさいっこうに美しかったけど、その服だと正にリゼたんって感じで大好き！　まさか直接この目で見られる日が来るなんて……！」

　小林様が感激したようにそうおっしゃると、学園に着て行っていたドレスを纏まとったリーゼロッテは、頬ほおを染め、軽く頭を下げる。

「あ、ありがとう、ございます……」

　うん、かわいい。かわいい、の、だけど……。

　そっと私の隣に腰を下ろしたリーゼロッテを、私は複雑な気持ちで見てしまう。

　私の妻が、私が言えば『人前でなにを……！』とでも怒りそうな言葉を、素直に受け入れ愛らしく照れているのだから。

　このドレスに決まった時にも感じた切なさと嫉妬心が、再度燃え上がりそうだ。

「ジーク、顔顔。お前【ゲーム】だといつでも完かん璧ぺきな王子様スマイルだったくせに、俺らの声が届いてからは、だいぶ面白い顔しちゃうようになったよな……」

　遠藤様の呆あきれたような言葉に、私は慌てて手で頬を揉もんで、常の、【おうじさまらしい】笑顔に戻した。戻せた、と思う。たぶん。

　いや、私と遠藤様を置いてきゃっきゃとリーゼロッテを褒め称たたえ続ける小林様と、照れながらも嬉しげなリーゼロッテに表情が強こわ張ばりそうな気持ちではあるが、私は表情を律することに長たけているはずで。これまでそういった教育をしっかりと受けてきたわけで。うん。

　……まあ、リーゼロッテのかわいらしさに心を撃ち抜かれてからは、その衝撃で色々と崩れてしまった気が、しないでもないけれども。

「この方が生きてる！　って感じで私は良いと思うけどね。今のジークを知ってからは、ゲームの、特に初期、いかにも外向きって感じのジークは味気ないって思っちゃう。リゼたんだって誰だれにでも平等ーって感じの感情読み取れないアルカイックスマイルより、百面相のジークの方が好きだよね？」

　ふいにこちらの話題に入ってきた小林様に尋ねられたリーゼロッテは、びくりと震える。

「え!?　ええと、外向きに律した表情はジークの努力の賜たま物ものですから、尊敬に値するかと。ただ……、……その表情を私ならば崩せる、というのは、……すこし、嬉しい、かもしれません」

「リーゼ……！　そうだね。君への愛故に、私は表情を取り繕う余裕を失ってしまうのだもの。こんなにも私の心を動かす存在は君だけだよ、リーゼロッテ」

「も、もう！　そんなにでれでれとした表情をなさらないでくださいませ！　威厳を損なってしまいますわ！」

　頬を赤くしそっぽを向いたリーゼロッテに、私たちは揃そろって微笑ほほえんだ。

　ああ、まったくかわいらしい。

　二人きりのときには少し素直に甘えてくれるリーゼロッテもたまらなく愛らしいが、ツンな彼女もかわいくてかわいい。

　正式に侯爵家の娘から王太子妃となったのだし、私に対する敬語を人前で外してもいいのにそうはしない、不器用なほど生き真面目まじめなところも、やっぱりかわいい。

　そう、私はもちろん遠藤様と小林様、それとついでに創世の女神リレナも、リーゼロッテに敬語は不要と伝えたのだが、どうにもこの調子をリーゼロッテは貫いている。

　これに関し小林様は『リゼたんは、この感じがかわいいからなー。仕方ないか』とおっしゃった。その通りだ。

「ねぇジーク、夜には舞踏会って言ってたけど、その時には二人とも衣装を変えるの？」

　なんだか久しぶりな気がするツンなリーゼロッテをしみじみと堪能していた私の耳に、空気を切り替えるようにそう問うた小林様の声が届いた。

「ああ、夜会用の仕立ての物に着替えるよ。まあ私は男だしそれほど代わり映えしないけど……。リーゼロッテのドレスは、形から昼とは異なるね。夜会ではダンスを披露する場面があるから。それに、地の色は昼のウェディングドレスと同じ白だけど、夜のドレスには金の刺し繍しゆうが広く入っているんだ。ぐっと雰囲気が変わるはずだよ」

「ああ、ジークの色なんだね。うんうん、ラブラブだねぇ。しかも金ってことは、照明？　とかでキラキラする感じ？　綺き麗れいだろうなぁ。しかも二人のダンスなんて……、夜会も見たいなー。その時間まで、こっちにいられると良いんだけど……」

　私の返答を聞いて楽し気であったはずの小林様は、けれど最後は切なげな表情に変わりそう言った。その隣に座る遠藤様が、そっと彼女の肩を擦さする。

「俺らがこっちにいられるってのが、奇跡なんだから。無茶が利かなくなるタイムリミットがあるってのは、仕方ないだろ？　リレナには、こっちに連れて来てもらっただけじゃなく、俺らがジークたちとゆっくり話せるように気も使ってもらったみたいだしさ」

「うん、わかってる。リレナには感謝しかないよ。わかってはいるんだけど、欲は尽きないというか……。それに、願望を言葉にしたら叶かなったりするかもーなんて、期待しちゃうんだよね」

「まあ、確かに。なにせ、俺ら神様だしな！　さっきも桜生えたし、夜会もちらっとだけでも見られるかもな！」

「そうそう！　うなれ、私たちの神様パワー！　リレナだけの力じゃ足りなくても、なんとか夜会まで粘らせて！」

　おどけたようにそうまとめ、ふふふと笑い合う遠藤様と小林様に、私とリーゼロッテもつられて笑う。

「……なあ、ところで俺さっきから気になってたんだけど、リーゼロッテが手に持っているのって、まさか、あの、【リーゼロッテの手記】、か？」

　ともすればしんみりに戻ってしまいかねない空気を切り替えたい気持ちもあってだろう。遠藤様がふいにそう切り出した。

「え？　……あの、いえ、そんな正式な名が付いている物ではございませんが、これは確かに、私の日記帳ですわ。小林様が『思い出話でも』とおっしゃっていましたので、記憶をたどる手助けになるかと思い、持参いたしましたの」

　リーゼロッテがそう認めながら手に持っていた書物を机上に置くと、小林様が驚きよう愕がくに目を見開き、がたりと立ち上がり、ずいずいとリーゼロッテ、その手元の書物に寄って行く。

「ほわー!?　え、ちょっ、ほ、本物だぁあああ！　りりり、【リーゼロッテの手記】だ！　それも、最高を越えた最高のハッピーエンドを迎えたバージョンってことだよね!?　ひたすら悲しく重苦しい、読むと気分が沈むような、あっちの世界で公開されていた【リーゼロッテの手記】とは違って！　うわー、どれだけ変わっているのか見たいぃ！」

「お、落ち着け詩し帆ほ乃の、ステイステイ！　興奮はわかるけど、その勢いじゃリーゼロッテが怖いって！」

　興奮なさった様子の小林様を追いかけて、遠藤様も席を立ち上がりこちらへとやって来た。リーゼロッテは怖がっている、というよりは、呆ぼう然ぜんとした様子で、ぽつりと呟つぶやく。

「……まさか、あちらの世界で、私のこの日記帳が、公開されておりますの……？」

「そうなの！　ごめんねリゼたん、勝手に見ちゃって！　でもそれそのものじゃなくて全然バージョン違いのやつっていうか……、ああでも、私たちの声が届く前は共通かなー？」

「クオンとやらが、そちらに流出させたのですね……？　あの邪神……！　ああ、詩帆乃様に謝罪していただく筋などございませんわ」

　クオンに対しては心底忌々し気に吐き捨てた後、ふっと表情を和らげてリーゼロッテが小林様に告げると、小林様はまるで心臓を撃ち抜かれたかのように胸元を押さえのけぞる。

「はわっ！　名前呼びありがとうございます！　ファンサが手厚いさすがはリゼたん最高のツンデレ悪役令嬢。最高ついでに、今のその日記見せてくれたり、しない？」

「詩帆乃、どさくさにまぎれて図ずう々ずうしいことを言うなよ……」

「断られるだろうけど言うだけ言っとかないと、めちゃくちゃ後悔しそうだなって。迷惑とか恥とか考えてられないくらい、見たいんだもん」

「わからんでもない。正直俺も見たいし」

　立て板に水の如ごときやり取りを重ねた小林様と遠藤様に、リーゼロッテはうろたえる。

「へっ!?　え、ええっ!?　か、神々の、ご要望とありましても、これは人に見せるつもりで書いている物ではございませんでして……。ああ、でも、ある意味既に見られてしまっているのですね？」

　リーゼロッテの問いかけに、小林様は申し訳なさそうにうなずいた。

「うんごめん。どれくらい違うかはわかんないけど、【ゲーム】の【リーゼロッテの手記】なら、空で言えるくらい読み込んだ。……三月二六日。近日国の西方で大きな水害が発生するとの予言を、かの地で静養されてい」
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「間違いございませんわね。私の日記です。一言一句そのままかと。そうですか……。既に見られておりますのね……。それも、暗記されてしまう程に」

　小林様を遮ってそう言ったリーゼロッテの表情は、苦虫を噛かみ潰つぶしたようだ。それに焦ったらしい小林様は、早口に告げる。

「いやその、なんとかリゼたんを救う手立てはないものかなーって、思ったのもあって。二次創作するためにはやはり原本を読み込まないと始まらんというか」

「ごめん詩帆乃が何言ってんのかわかんないだろうけど、とにかく詩帆乃はリーゼロッテのことが好きで好きで大好きで、めちゃくちゃ心配してたししあわせを祈っていたってことだけわかってやってくれ。もう一つごめん、俺も【リーゼロッテの手記】は読んだ。よく考えたら人様の日記勝手に見るって、けっこうなプライバシーの侵害だよな……」

　遠藤様がまだ何か続けているままの小林様を背中に庇かばいながら割って入った。

「えっ、いえ、悪いのは邪神クオンですから。けれど、けれど……、恥ずかしいは恥ずかしいです、ね……」

　ぎこちなくそう返したリーゼロッテに、私からも伝える。

「小林様のリーゼロッテへの深い理解は、私のことも大いに手助けしてくれたんだ。本当に君のことを思って、君のことを深く知ってくれようとしたのだろう。それに、君の日記には、きっと古いにしえの魔女のことも出てきたはずだ。あらゆることを知り尽くした小林様の確かなご助言だったからこそ、私たちの今があるのだと思うよ」

「そう、そうですわよね。敵を知ることは、戦においては重要。その点からも、やはり謝罪は不要ですし、私も恥ずかしがっている場合ではないのでしょう。それに、確かにずいぶんご心配をおかけしてしまったようですし、なにより神々であればこの中身など見ようとなされば見通せるのでしょうし。そうですね、うん」

　どうにか気持ちの折り合いがついたらしいリーゼロッテはそこまで言うと、ひとつ深呼吸をしてから、まっすぐに小林様を見る。

「……詩帆乃様だけ、なら……、見てもかまいませんわ」

　恥ずかし気に頬を染めて、ツンとした表情でそう言って日記を差し出すリーゼロッテの、相手がなぜ私でないのか。

「リーゼロッテ、私は見てはいけない、のかい？」

「ダメに決まってんだろ、ジーク。詩帆乃はある意味他人だから見せても良いんだって。読む人間が日記に登場したら、良く書いてあっても悪く書いてあっても気まずさ極まりないだろ？　お前はリーゼロッテの婚約者なんだから、出てこないわけがない」

　私の質問に横から答えた遠藤様。なるほどとうなずいた私にぐっと顔を寄せた彼は、私にだけ聞こえる小さく低い声で続けた。

「……元のリーゼロッテの手記にも、いかにジークのことが好きか書いてあった。ましてお前と結婚決まった幸せ絶頂バージョンなんか、たぶんお前への愛の言葉で満ち満ちてるよ。そんなの、一生見せてもらえるわけないだろ？」

　……なるほど。小林様に嫉しつ妬とをする必要はないようだ。

「じゃあこのまま席順交代しよ！　そっちに日記の中身見えたら困るし！　私とリゼたん横並び、その対面に碧あお人ととジークが横並びで！」

　日記の受け渡しと密談で、気づけば男女に分かれるように立っていた私たちは、小林様のご提案に従って席を移動する。

「なんかごめんな。結婚式当日だってのに花嫁じゃなくて俺の隣とか……」

　私の隣に腰掛けた遠藤様が申し訳なさそうにそうおっしゃったのに、私は笑顔を返した。

「いや、かまわないよ。今日からはリーゼロッテもこの城で暮らすのだから。彼女を独占する機会は、今後いくらでもあるさ」

　そう、だから、この城にリーゼロッテの日記帳などという極めて私的な私物があったわけで。

「お。ずいぶん余裕出てきたな。うまくいってるようで何よりだ」

　遠藤様がそうにやりと笑って私の肩をつついたのを、私も心からの笑顔で受け止める。

　アルはともかくとして、私に対してここまで気安く友として接してくれる存在はそうはいない。

　得難き友、遠藤様の隣というのも、悪い席では決してない。

「お陰様で。……本当に、なにもかも碧人くんと小林さんのおかげだ。ありがとう」

「うっわまぶし。本職の王子様スマイルやべーな」

　私の感謝に対しぼそりと遠藤様が漏らした言葉に、私の笑顔は、苦笑に変わった。

　なんだかこう、変に友に褒められると、こそばゆい。

　しかしまあ、私はまごうことなき王子であるし。なにより、【おうじさま】らしくできているのなら、幼き日の私が報われるというものだ。気にしないことにしよう。

　私が気を取り直すとほぼ同時、遠藤様も気を取り直すように、こほりと一つ咳せきばらいをする。

「んん、すまん、変なこと言ったわ。まーな、ジークは素直過ぎて真面目まじめ過ぎて言葉を額面通りに受け止めるとこ、あったしな。リーゼロッテはまーわかりにくいし。んで、古の魔女の干渉だろ？　世界がお前たちの恋路を邪魔してたみたいなとこ、あったもんな」

「ほんとそれ。ジークも段々余裕出てきたけどさ、初期の頃ころ、だから去年の春か、私けっこうドキドキしてたもん。いけるか!?　大丈夫か!?　って」

　遠藤様がしみじみとおっしゃった言葉と、小林様がうんうんとうなずきながら続けたお言葉に、改めて頭が下がる。

　言い訳をさせてもらえば、私はリーゼロッテと自分が結婚するのは決まったことで、当然迎える未来だと信じていたのだ。

　今はすれ違っていても、結婚後、いっしょに暮らすようになり、隣で年月を重ねれば、いつかはきっと彼女も私を認めてくれるときが来るだろうと。

　有体に言えば油断をしていた。

　だからきっと、お二方が知る【ゲーム】の私は……。

「……古の魔女の、干渉。それが、春先から……？」

　神々への感謝と、ふがいない自分への後悔に沈みかけていた私の耳に、リーゼロッテが呆然と呟く言葉が届いた。

　それを聞いた遠藤様と小林様は一度アイコンタクトを交わし、そして意を決したようにうなずいた小林様が、おそらくは、わざとだろう。ひどく軽く聞こえる調子で、リーゼロッテに語り聞かせる。

「あー、そうそう。リゼたん、学園に入学してから特に、自分でもなんであんなことしちゃったんだろーとか、なんであんなこと言っちゃったんだろーみたいなこと、なかった？　それ全部、魔女の干渉の一部だから。リゼたんが悪いんじゃないって、ちゃんと言っておくね」

「え、ええ。ありがとう、ございます……？　ですが、学園に入学する前からも、ある程度はありましたわ。入学後は、ジークと接する機会も増えて更に、という気はしますが。これは私のどうしようもない性質で……」

「うん、まあ、そういうとこもあるんだけどね。リゼたん元々照れ屋さんだしね。理想が高くて責任感強いから、自分を責めがちだし。ただ、それをより悪い方向に導いたり、周囲の人──特にジークの言動を、より悪く印象付けたり……。ジークに嫌われた、とか思わなかった？　あと、リゼたんの魔法が捻ねじ曲げられたり、とか。された覚え、ない？」

「……！」

　リーゼロッテは、いや私も、驚愕に息をのんだ。

「では、五月の、あの中庭での水魔法は、もしや……」

　私がそっと問うと、遠藤様がしっかりとうなずき返してくれる。

「正解。ま、あの時言った焦りすぎてってのも、一因だったとは思うぜ？　ただなー、あんな盛大になったのは、たぶん魔女のせいじゃないかなって。魔法って、元々神様の力だったらしいじゃん。元祖の神様であるところのリレナ、そのなれの果てだった古の魔女からしたら、人の魔法をどうこうするのなんて余裕だっただろうし」

「手記見る限り、絶対魔女のせいでしょ。っても、リレナも嫉妬と絶望のあまり闇落ちして、しかも長年人の負の感情とかばっかりが入ってきたせいで性質が歪ゆがんでいたらしいから。突き詰めると誰だれが悪いかってはっきり言えるものでも……。あ。でもあれ。誰が良いかって話なら、そんなリレナも浄化してみせたリゼたん。リゼたんとジークの愛」

「違いねぇ」

　うんうんと真剣にうなずき合った小林様と遠藤様に割り込むように、リーゼロッテが声を張る。

「し、詩帆乃様、遠藤様。お戯たわむればかりおっしゃっていませんで、思い出話をするのでしょう!?　五月の中庭、水の魔法と言えば、あれですわね？　私がフィーネに水をかけて……」

「そうそう。それで、フィーネちゃんへのおわびを探しに、ジークとリゼたんが街でお買い物デートした日のこと！」

　恥ずかしさのあまりだろう、話題を変えようとしたリーゼロッテを遮って、小林様は実に良い笑顔で追い打ちをかけた。

　うん、あの日のことはリーゼロッテにとっては罪深い悪事だったのかもしれないけれど、小林様たちの、そして私の印象に残っているのは、かわいい君との、甘い思い出の方なんだよ。




　　　　────




　五月。花よりも草木の印象が増え、冬の名な残ごりの寒さを感じることはほとんどなくなってきたような頃。

　ある放課後、学園の図書館にでも行こうかと渡り廊下を歩いていた私の耳に突然飛び込んできたのは、ばっしゃーんとえらく勢いのいい、多量の水が打ち付けられた音だった。

「わきゃあっ!?」

　ほぼ同時に聞こえたのは、女性の悲鳴。

　いったいなにが……。

　悲鳴と水音の聞こえた方角を見れば、そこは中庭。

　魔法の杖つえを手に持ち、全身を水に濡ぬらして呆ぼう然ぜんとしているのは、私の友人の一人、フィーネ。

　その背後には、私の婚約者であるリーゼロッテが、同じく杖を手に持ち呆然とした表情で、しかしこちらは水に濡れているわけでもないのに濡れ鼠ねずみ状態のフィーネよりもよほど顔色を悪くして、立ちすくんでいた。

　そのわけのわからない光景に、私はしばし固まってしまっていたのだけれども。

「おい、いったい何の騒ぎだ!?」

　私の背後から猛然とした勢いで現場に駆け付けながらそう叫んだのは、バルドゥール・リーフェンシュタール。リーゼロッテのいとこであり、騎士見習いの男子生徒だ。

　いとこである彼の顔を見て常の調子を取り戻したのか、リーゼロッテはふんと背筋を伸ばして、いやに堂々と言う。

「私が、フィーネさんに水を浴びせたのよ」

「リーゼ、お前なんでそんなことを……！」

「ちょ、ちょっと……！」

　つかみかかる勢いで詰め寄ったバルドゥールと、怯ひるみもせずに睨にらみ返すリーゼロッテ。

　あまりに険悪な二人の様子に、思わず私は割って入った。

　非常に忠義心の強いリーフェンシュタールの二名は、ハッとした表情で私に礼をする。

「楽にしてくれ。ええと、どうしたの？　フィーネ嬢もリーゼロッテも杖を構えていた、ということは、模擬戦でもしていた、のかな？」

　私がそう尋ねると、バルドゥールは『試合の中でのことならば、事件ではないのか？』と一瞬怒気を散らした様子。だったのに。

「いいえ？　どうして私が、フィーネさんと模擬戦などしなければいけませんの？　審判もおりませんのに。フィーネさんが杖を構えていらっしゃるのは、単独で魔法の自主練習をなさっていたからですわ。そこに不意打ちで、私が魔法で水をかけてやりました」

「どうしてそんな卑劣な真ま似ねをした!!」

　さらりとそう言い切ったリーゼロッテに、バルドゥールはますます怒気をあらわにし、怒鳴りつけた、と言って良いだろう勢いで低い声を響かせた。

「あわ、あわわ、お、落ち着いてくださいバル先輩。きっとリーゼロッテ様にはなにか事情が……ックシュン！」

　あまりの剣幕におびえた様子のフィーネがとりなそうとするも、冷えから来たくしゃみで、まともにしゃべることはできないようだった。

　季節はまだ春。この時間帯には日も陰り、そこで全身に水をかぶれば、まあ当然だろう。

　フィーネはかたかたと、寒そうに震えてまでいる。

「ああ、すまないフィーネ嬢。貴女あなたの保護を、優先すべきだった」

　真しん摯しに詫わびて一度頭を下げたバルドゥールは、まとっていた自身のローブをばさりとフィーネにかけ着させた。

　いや、着て、と表現するのは適切ではないな。持ち主と借主の体格差もあって、包くるまれている、というか、もはや巻かれている、というか……。

　とにかく、少なくとも腕は動かせないだろう状態だ。

「わ、……え、なに、きゃああああああああああ!?」

　そしてそのままバルドゥールは、フィーネをさっと横抱きにしてしまった。その驚きで上がったのだろう悲鳴は、先ほどよりもよほど大きい。

「迷わずお姫様抱っこか、さすがだなバルドゥール！　その筋肉は伊達だてじゃない！」

「いやー、これはときめきますねー。全乙女あこがれのお姫様抱っこ……、いいなー！」

　その時、エンドー様とコバヤシ様のどこか楽し気な声が、響いた。

　神々は見ておられたようだ。

　フィーネの保護はバルドゥールが請け負ってくれるようだし、この事態の真実も、きっと神々ならご存知だろう。

　私はこの混乱の収束の予感に、ほっと息を吐いた。

　ところが。

「いや、え、ちょおおっ!?　なんで私、抱えられてるんですか!?　ローブ貸していただいたのはありがたいですけど、別に自分で歩けますからっ！」

　ほっと、どころではなく正に混乱の最中にあるらしいフィーネは、もぞもぞと暴れ、どうにかバルドゥールの腕の中から抜け出そうとしているようだ。

「しかし……」

　バルドゥールはそれだけ言うなり、いきなりフィーネのショートブーツを掴つかみ、抜き取り、じゃばり、とひっくり返した。

　靴をひっくり返して、じゃばり、なんて音がしたのは、その中にまで水が入っていたせいだ。

「……この靴で歩くつもりか？　かなり不快だと思うが。靴に目を瞑つぶっても、濡れた衣服は重いし、肌に貼り付く。歩きづらいだろう。俺が抱えて行った方が早い。歩いて風に当たれば、体温の低下も心配だ」

　淡々とそう言いながらもう片方の靴の水も捨てた彼は、特に無理をしている様子もない。フィーネくらいなら軽々運べるのだろう。

　いや、羞しゆう恥ち心しんはどこに行ったのだろうとは、少し思うけれど。

　まあ、救助活動だし……？　自分で歩くとなれば、今はフィーネを隙すき間まなく包んでいるローブも、多少は解ほどけてしまうだろうし……？

「いや、まあ、そうかも、です？　自分で歩き回ったら、あっちこっち濡らしちゃいそうな気もしますね……。確かにこの状態、あったかいですし。……いや、あったかいのはローブのおかげだけじゃなく、バル先輩の体温のおかげでもあるわけで。なんか、色々恥ずかしいからおろして欲しい、んですけど。皆さんにそこまでなんでもないような態度をとられると、まるで私が意識しすぎみたいな……？」

　今一つ腑ふに落おちない表情ながらそう呟くフィーネは、もうだいぶ丸め込まれつつある。

　……私も、正直フィーネの感覚の方が普通な気がするが……。

　けれど、神々は、以前この二人には親しくなって欲しいというようなことをおっしゃっていた。

　だから私は、先ほどからずっと、なにかおかしな点が？　とばかりに涼しい表情を作り沈黙を守り続けている。

　リーゼロッテはどういうつもりなのかわからないが、バルドゥールを止める様子はない。

「バルの意見の方が合理的じゃないかしら。というか、そんな問答をしている暇があったら、さっさと屋内にお行きになったらどう？」

　止めるどころか、そんな援護めいたことをさらりと言った。

　リーフェンシュタール家では、こうして人を運ぶことは至って普通の行為ということか……？

　コバヤシ様も『いいな』とおっしゃっていたし、私もリーゼロッテにこのくらいするべきだろうか……。

　……それには、もうちょっと、鍛えなければいけない、気がする。うん、がんばろう。

　いざというとき、リーゼロッテを抱えて軽々と歩けるくらいを目指し、鍛錬しておこう。

　そんな内心も、顔には出さない。

「うーん……、じゃあ、申し訳ないんですがバル先輩、このまま運んでもらえますか？」

「ああ、もちろんだ」

　とうとうこの場の四分の三の空気に流されたらしいフィーネがそう言うと、バルドゥールは満足そうにうなずいた。

　ようやく話がまとまったらしいところで、彼は私に振り返り頭を下げる。

「殿下、申し訳ございません。緊急事態ゆえ、略礼にて御前失礼いたします。おいリーゼ、詳しい事情は後で聞く。フィーネ嬢への謝罪の言葉でも考えておけ」

　後半はリーゼロッテに視線をやってそう言うと、バルドゥールはフィーネを抱きかかえたまま、くるりと踵きびすを返した。

「ふん、言い訳はしないわ。さっきのことは、さっき言ったことで全すべてよ。必要なのは、謝罪じゃなくて贖しよく罪ざいと賠償じゃないかしら」

　冷たくそう言い放ったリーゼロッテに、バルドゥールは怒りで顔を歪ませ振り返った。

　けれどその瞬間、彼の腕の中のフィーネが三度くしゃみを繰り返し、彼女の保護を優先させなければと思いなおしたらしい彼はぐっと堪こらえて歩みを進める。

「あ、待ってくださいバル先輩。そっちじゃなくて、一回教室に……」

「ここからなら寮の方が近い。荷物は、後で回収して届けよう。まずは着替えを優先しなければ」

「はい、あのだから、その着替えが、着替えの運動着が教室にありましてね？」

「……？　もう放課後だろう？　どうしてわざわざ、私服でなく学園の運動着など……？」

　フィーネとバルドゥールは、なんだか不可解なそんなやり取りをしながら、中庭を去って行った。

　彼女たちの会話にかぶさるように、常よりもひどく早口な、神々のお声が響く。

「さてジーク、リゼたんに何か言葉をかける前に、まず私たちの言葉を聞いてください。リゼたん、確かにフィーネちゃんに水をかけたはかけたんですけど、その前に、フィーネちゃんが炎の魔法のコントロールに失敗して、制服のスカートに火が燃え移ってしまったんです。リゼたんはそれを消そうとして……」

「相当慌てていたみたいで、ばっしゃーんと派手に水を呼び出していたな」

「慌てすぎて、燃えてた部分だけじゃなく、フィーネちゃんを全身濡れ鼠にさせてしまったことが、相当気まずいのでしょう。責められて当然だ、のような文言がリーゼロッテの手記にありましたから」

「で、むしろ罰を受けたいくらいの気持ちになって、さっきの悪役令嬢ムーブ、ってわけ」

　なるほど。我が婚約者殿は、善良と不器用が過ぎるな。

　早口の理由は事情を早期に伝えたかった故らしいコバヤシ様とエンドー様のお言葉に、私は一人うなずいた。

　言い終えた神々は、ふうと息を吐いて、今度はゆったりと続ける。

「消火活動だったとか、せめてあそこまでするつもりはなかったとだけでも、言えば良いのに……」

「言い訳はしないってのはかっこいいけど、責めた後で事実がわかったら、しんどいのはジークなのにな……」

「初見で『お姫様抱っこイベントだ、ドキッ！』ってしちゃったプレイヤーだってしんどかったよ……」

「ああ……。フィーネを炎から守ったリーゼロッテが責められ、挙げ句他人の恋路の踏み台とは、あまりにも不遇……！　ゲーム制作者は、リーゼロッテになんの恨みがあるんだ……！」

　私に聞かせるつもりはそれほどないのだろうぼそぼそとした声音で、コバヤシ様とエンドー様はそう呟つぶやいた。

　確かに。神々のお声がなければ辿たどっていたのだろう、【ゲーム】とやらの筋書きは、かなりつらい。お二方がいてくれてよかった。

「さて、リーゼロッテ」

　心配を隠し切れない表情でフィーネとバルドゥールの行った先を見つめていたリーゼロッテは、私がそう声をかけた瞬間、かわいそうなくらいにびくりと肩を震わせた。

「君が理由もなく、人を害するような人物でないことは、わかっているよ」

　できるだけ彼女を落ち着かせたくて、精一杯の微笑ほほえみと、できる限りの優し気な声を意識してかけたが、罪を償いたくて仕方がないらしいリーゼロッテは、硬い表情で首を振る。

「そ、んな、ことは……」

「あるだろう？　先程は言い争っている場合ではなかったから言わなかったけれど、フィーネ嬢の服の一部が焦げていたよね？　リーゼロッテは、彼女を守ろうとして、水の魔法を使った。そうだね？」

　神々に教えていただいたことを、さも最初から気が付いていたかのように語るのは、卑ひ怯きようなことだ。けれどここまで断言しなければ、リーゼロッテは観念しないだろう。

　そんな思いで私が念を押すと、リーゼロッテはしぶしぶという感じではあるものの、なんとかうなずいてくれた。

　対等に接しているバルドゥールと違って、仮にも王太子である私がこうまで圧をかけては、礼儀正しい彼女がそうそう否定できないというのも一因か。

「そう、です。ですが、ただ火を消すだけのことに、あれほどの水は必要ありませんでしたわ。……正当なる処罰を望みます」

　リーゼロッテは後悔のにじむ表情でそう言うと、まるで判決を待つ罪人のように、うなだれてしまった。まるで、というか、彼女の中ではそれが事実なのだろう。困った。

「まあ、このままじゃ気が済まないのは事実でしょうから、リゼたんにお詫びの品を用意してもらいましょう。ちなみに今一番フィーネちゃんが喜ぶのは、普段着にできるようなお洋服です！」

　……普段着？

　明るい声でコバヤシ様がおっしゃった言葉に、内心私は首をかしげる。

「さっき、バルと揉もめてましたよね。実はフィーネちゃん、学園の制服と運動着以外のお洋服、あんまり持ってないんです。で、昨日きのうまでの雨で洗濯が間に合わずとうとう私服が全滅して、今から着替えられるのはもう、運動着だけになっています」

　ああ、先ほどのやり取りは、そういうことか。

　確かにここ数日、雨が続いたな……。

「そこまで服を濡ぬらしてしまったことを気に病んでいるのなら、君からフィーネ嬢に新たな服を贈るというのは、どうだろう。わざわざ遠回りをしてまで運動着を取りに行ったということは、着替えに困っているのかもしれないよ」

　私がコバヤシ様のアドバイスをほとんどそのまま伝えると、リーゼロッテははっと顔を上げた。

「さすがは殿下、ご慧けい眼がんですわ。ええ、確かに。フィーネさんは学園に入学した当初のご様子からも、それほど潤沢に服を持っているというわけではない気がします。これから季節も変わりますものね。少なくとも、嫌がられる、ということはないでしょう。……けれど、私が彼女に与えた被害は、服だけではございません。半端な謝罪でも彼女の立場では赦ゆるさざるを得ないだろうと思うと、かえって……」

　元は消火活動だったのだし、むしろ何もなくとも赦される気がするのだけれど。

　リーゼロッテは、まだ気持ちの整理がつかないのかな。さてどうしたものか。

　生き真面目まじめすぎる彼女を説得するもう一押しに悩んでいると、天上より、苦笑交じりのコバヤシ様のお声が響く。

「ちなみに、このまま放っておくと、助けてくれた攻略対象者、今回の場合はバルが私服をプレゼントしてくれるんですが、ぶっちゃけバルはセンスがありません。フィーネちゃんがちっちゃいからって、いくらなんでもな子ども服とか平気でよこしますよ」

「それはキツい……！　いやまあ、バルがファッションに詳しいイメージとかないけど。逆にリーゼロッテなら、ばっちり良い感じの服を選べるだろうな」

　神々のお言葉を聞いた私は、今度はその方向で切り出してみることにする。

「……これは、推測、なのだけれども。先ほどのやり取りを聞いただけの私たちが気づいた、ということは、きっとバルドゥールも、フィーネ嬢が替えの服に困っていることは、もう気づいているだろうね。ということは、彼がフィーネ嬢に新しい服を贈るかも……」

「バルになど任せておけません！　アレは、フィーネさんとうちの妹たちとを、まとめて【小さい女の子】と括くくるような、極めて粗雑な愚か者です！　その上、季節・時流・場面を考慮し女性の服を適切に選ぶなどという高等技術の持ち合わせが、あの武骨な男にあるわけもなく……。サイズもセンスも壊滅的にしっちゃかめっちゃかな代物を、堂々と用意しかねませんわ！」

　ええ、そこまで……？

　いくら気心の知れたいとこ同士とはいえ、そこまで悪あし様ざまに言って良いのだろうかと心配になるくらい、激烈な反応をリーゼロッテは示した。

　いや、コバヤシ様のお言葉と合致していることから、それはただの事実なのかもしれないが。それにしたって。いくらなんでも。

　でもこれなら、リーゼロッテから服を贈ることには前向きになってくれたに違いない。

「えっと、その点君なら、良い物を用意できる、と思うのだけれども」

　私が気を取り直してそう言うと、リーゼロッテはこくりとうなずく。

「……そう、ですわね。少なくともアレに任せるよりはよほどマシです。うちにはフィーネさんの採寸データもございますし、これから街に行っていくつか既にできている物を見繕って……」

　なぜ。どうしてフィーネの採寸データなどというものが、リーフェンシュタール侯爵家に。

　思わず私はまじまじとリーゼロッテを見つめるも、考え込んでいる様子の彼女は、それに気づかないようだ。

「フィーネちゃんの制服は、リゼたんが用意したんですよ。それも、夏用冬用三着ずつ。その時のデータかと。さっき【入学当初のご様子】って言ってましたよね？　入学時、フィーネちゃんの予算的に、運動着しか手が届かなかったらしいんです。それを見かねたリゼたんが、自分のおさがり……、ということにして、制服をオーダーしてあげました」

「もう保護者じゃん。これで私服まで揃えたら、フィーネの衣食住のうち三分の一はリーゼロッテが養ってんじゃん」

　楽し気なコバヤシ様と、呆あきれたようなエンドー様のお言葉で、事情はわかったけれども。

　エンドー様が言う様に、それはもう、ただの同級生がしてやる親切の範はん疇ちゆうを軽々と越えている。

　リーゼロッテが面倒見が良いのは知っていたけれど……。

　さすがに、婚約者として、私以外にそこまで献身的になられると、面白くない、ような。

　そんなにフィーネのことばかり考えなくても良いじゃないか、なんて、ちょっと思ったり。

「私も同行しよう」

「……へ？」

　そんな気持ちのままについ言ってしまったことに、リーゼロッテは呆ほうけたように首をかしげた。

「これから街に、フィーネ嬢の服を探しに行くのだよね？　私も同行するよ。まあ私も、バルドゥールと同様女性の服のことを知っているとは言えないけれど……、荷物持ちと財布役くらいなら、私にだってできると思う」

「な、なにをおっしゃいますの殿下!?　こ、これは私の贖罪で、なにより、殿下のお手を煩わせるなど……！」

「君の気が済まないということなら、予算に関しては折半とかでも良いけれど……」

「なりません！　……だって、そんな、……ジークヴァルト殿下から、異性から服を贈るなど……、あらぬ誤解を受けたらどうしますの!?」

　ひどく強い調子で反発をしたリーゼロッテに、私は素直に謝罪する。

「ああ、すまない。そうか、そうなってしまうのか。軽率だったね。私はただ、リーゼロッテになにかしてあげたかったんだ」

「……えっ？　わ、私、ですか？　フィーネさんにではなく？」

「もちろん。その、私は先ほど、とっさに君を庇かばうことすらできなかっただろう？　だから、フィーネ嬢に対して、というよりは、君への償いとして、彼女への償いを手伝いたかったんだ。けれど確かに、私の立場で婚約者以外の異性に物を贈るなど、褒められる行為ではない。本当に……」

「あああ、頭を上げてくださいませ、殿下！　私も強く言い過ぎましたわ！」

　すまなかったと告げ、同時に深く頭を下げようとした、のだけれども。慌て震えるリーゼロッテの声によって、それは遮られた。

　そろりとその表情を窺うかがうと、彼女はもう、怒ってはいないようだ。

　私はホッと息を吐いて、改めて告げる。

「まあ、とにかく同行はさせて欲しい。このまま君だけに任せきりなどしたくはないし……、なにより、かわいい婚約者殿と、街歩きデートのチャンスだもの。絶対に同行するよ」

　そう言ってするりと、私はリーゼロッテの手を取った。

「な、で、な、なぁあ!?」

　うろたえているのは、【デート】という単語にか、私に手を取られたからか。とにかく動揺でうまく言葉を出せないらしい彼女に微笑んで、私はやや強引に歩みを進める。

「私と君が気軽に街を歩けるのなんて、きっと学園生のうちまでだよ。さあ行こう！」

「わ、わかりましたわ。わかりましたから、手、手を……！」

　リーゼロッテの心の中が、フィーネではなく、私のことでいっぱいだと良い。

　そう願う私が、彼女の手を放すなど、するはずもなかった。







　寮にいるだろうバルドゥールとフィーネに先ほどの事情と、リーゼロッテから私服をプレゼントしたいという旨とを伝言してから、私たちは街へと繰り出した。

　まあ、気軽になんて言ってはみたけれど、互いに立場が立場なので、護衛はしっかりとついているし、向かう店も、王城に出入りしている衣料品店なのだけれども。

　それでも、私もリーゼロッテも普段店に出向くことはめったにないから、なんだか新鮮な気持ちで街を歩く。

　繋つないだ手に関して、幾度か口論を交わしながら。

「殿下に手を引いていただくなど、畏おそれ多おおいことです。これから贖しよく罪ざいを行わなければならない罪人に対して、適切な行為ではございませんわ！」

「リゼたんにとって、ジークと手を繋ぐなんて、嬉うれしくて仕方ないご褒美みたいなものですからねー。まだ罪悪感があるうちは、この状態は受け入れ難いようです」

　幾度目かのリーゼロッテの抵抗の言葉に、コバヤシ様のそんなお声が重なった。

　褒美になるというなら、むしろ丁度いい。

　私は、リーゼロッテに微笑みを向ける。

「リーゼロッテは、罪人なんかじゃないよ。君の今日の行いは、むしろ褒められてしかるべきことだ」

「い、いえ、そんなことは……」

「あるよ。炎に包まれることに比べたら、水を浴びることなんて何でもない。リーゼロッテは、間違いなく、今日、良い事をしたんだよ。まあ、もっと上手にできたはずだという後悔が君の中にはあるのだろうけど……、それはこれからおわびの服を贈るのだし、なにより、次に活いかせば良いだけさ」

「殿下がそうまでおっしゃるならば、そう、かもしれません……？　で、でもそれにしたって、それほどの功徳は積んでおりませんわ！」

「いやいや。それほど、というのなら、婚約者と手を繋ぐだけのことなんて、それほど大したことではないでしょう？　エスコートやダンスのときは、当たり前に触れ合うというのに」

「で、ですがそういった場面では、互いに手袋をしてますもの。もし殿下の御お手てを私の汗で汚しなどすれば、私は私の首を掻かき切らねばなりません……！」

「うん、やめてね。汗くらい私もかくから。汚れってほどじゃないから。……初めてあった日は、素直に手を引かれてくれたのになぁ」

　あまりに食い下がるリーゼロッテに、私は思わず、ため息交じりにそうこぼしてしまった。

「……あの頃ころとは、なにもかもが違いますわ」

　ぷい、と、拗すねたように顔を逸そらせて言った彼女の横顔は、なるほどひどく美しい。

　子どもめいた仕草だからこそ、リーゼロッテのすっかり淑女らしく完成された美び貌ぼうの印象がまた際立って、軽く見み惚とれると同時に、焦る。

　この美しい人の手を軽率に握るなど、いくら婚約者といえどあまりに不ぶ躾しつけだったか……？

　私はただこうして彼女と歩いているだけで、なんだか足元がふわふわ感じるようにしあわせで、楽しくて、実に良い気分のまま、ここまで来たのだけれども。

　彼女はそうではなかった、から、ここまでの抵抗を……？

　幼い頃はまっすぐに私を慕ってくれていた気がする彼女も、この頃はずいぶん私との距離を取っているし……。

「いいんですよいいんですよデートなんですから！　手くらい繋いで行きましょう！」

「ジーク、そんな不安そうな顔しなくても、リーゼロッテはさっきから『しあわせ過ぎて無理。ときめき過ぎてしんどい』って意味のことしか言ってないから。嫌がられてないどころか、喜ばれてるから。ガンガンいこうぜ！　……小林さんもめっちゃ喜んでるから、そのまま頼む」

　……確かに。先ほど焦りのあまり漏れたのだろう功徳云うん々ぬんは、それほどまでに私と手を繋ぐことを喜んでくれていると解釈できるな。

　コバヤシ様の高揚された様子のお声と、エンドー様の冷静な助言に、私は納得感を覚えた。

　そもそもリーゼロッテは嫌ならば嫌とはっきり言えるし、私以外に対してはけっこう冷徹な態度をとることもある。つまり……。

「ねえリーゼロッテ、もしかして、今はあの頃と違い、私や私の手に、少しはドキドキしてくれている、ということ？」

　私がそう確認すると、リーゼロッテはかあっと赤面し、キツく声を張り上げる。

「そんなわけありませんわ！」

「つまり、少しどころじゃないってことだな。ドキドキしていないなら、ここまで抵抗しないし手汗なんか出ないだろ」

「はははっ、そうか！」

　すかさず重なったエンドー様のお声に、思わず声をあげて笑ってしまった私を、リーゼロッテは実に恨めし気に睨にらみ上げてくる。

　けれど、その頬ほおは赤く染まっているし、よくよく考えれば、言葉では抵抗を尽くされたけれど、これまで一度も、手を振り払おうとなどはしなかった。

　どうやら本当に、私と手を繋ぎ歩くことを、喜んでくれているのだろう。

「笑ってしまってごめんね、リーゼロッテ。君が、あまりにかわいくて。さあ、そろそろ店に着くよ。どうせなら、フィーネ嬢のだけでなく、君の服も見ようか？」

　私が上機嫌にそう提案したところ、からかい過ぎたらしく不機嫌な様子のリーゼロッテは、首を振る。

「いいえ、殿下。今日はフィーネさんの服を見に来たのです。運動着などというもので急場をしのいでいるだろう彼女を待たせて、そんな無駄なことをしている時間はありませんわ」

　ツンと言い切ったリーゼロッテに、ほんの少し残念な気持ちにはなった。

　けれど、彼女の言っていることは、至極正しい。今は、フィーネを優先すべきだろう。

　だから今回は素直に諦あきらめて、次の機会の約束を取り付けよう。

「うん、そうだね。君の服は、もっと時間のあるときに、またゆっくりと見に来ようか。その時は、他の店も見たいかな。いや君となら、ただ街を歩くだけでも楽しいか。……こうしてまた、手を繋いでいれば、ね」

「そ、そんな、そんなの、……今度こそ、私の心臓が持ちませんわ……」

「ジーク、そこで顔を覗のぞき込んでの近距離王子様スマイルは、もはやリーゼロッテが受け止めきれるトキメキの上限を、ぶっちぎりで突き抜けちゃってるんじゃないかな……」

「大丈夫、トキメキで人は死にません！　いいぞ、もっとやれ！」

　弱々しいリーゼロッテ、呆れたようなエンドー様、実に力強いコバヤシ様。

　三者三様の反応に再び漏れた私の笑い声は、ひどくすがすがしいものだった。




　　　　────




「あれはナイスフォローだったよジーク。あの後、フィーネちゃんに直接渡しに行けたのもよかったよねー。ジークが最後までちゃーんと付き添ってくれたおかげだよー」

　懐かしみながら改めてお褒めの言葉をくださった小林様に、私は少し面はゆい心ここ地ちで頬をかく。

「まあ、そうかな。実際フィーネ嬢に会ってみれば、彼女はまったく気にしていない、どころか、新しい服に恐縮しつつも大喜びしていたから。あの場で、リーゼロッテが悪いなんて最後まで信じていたのは、結局リーゼロッテだけだった、というわけで」

「……バルドゥールは、私に呆れた様子でしたわ」

　ぼそり、と、私の対面のリーゼロッテが、諦め悪くそんなことを言った。

　しかし。

「うん、リーゼの自分を追い込みすぎるところと不器用さ加減にね。水魔法の加減に失敗した件に対してではないよ。しかも魔法に関しては、結局君に取り憑ついていた古いにしえの魔女のせいだったのだから、君はまったく、悪くない」

　微笑みとともにそう返せば、とうとう反論の言葉がなくなったらしいリーゼロッテは、不ふ貞て腐くされたように視線を逸らす。

「それで、その後のやり直しのお忍び街歩きデートの話……、は、リゼたんが色々限界っぽいからやめておこっか！」

「そうだな詩帆乃。さすがにそれは野暮過ぎる。ああ、安心してくれ。まじこいを通して見てたからなんだろうけど、俺たち、そういうゲームのイベントからあまりに外れたときのことって、なんか見られなかったんだよ。だから、後日のデートに関してもなにも見てないから」

　そういえば、後日の街歩きのときは、リーゼロッテとともにいても、神々のお声は聞こえてこなかったな。

　つまり、私とリーゼロッテ、二人だけの思い出。

　これは、私の胸に大切にしまっておこう。

「そういえば碧人、あれって、どんな基準があったんだと思う？　なんかこう、イベントだぞって感じの、重要な場面しか見られなかったよね？　逆に私的にすごいふしぎだったのが、ゲームのマップ外でもフツーに見られたことなんだけど……。単純にまじこい基準ではなくない？」

　首をかしげる小林様に問われた遠藤様は、こちらも首をかしげて難しそうな表情で解を示していく。

「うーん、一応これかなって思う事はある。ほら、まじこいヒロインのフィーネと絡まないバルドゥールの行動なんかは、ほとんど見ることができなかっただろ？　でも、リーゼロッテは見られた。その違いはなにかって考えたら……、リーゼロッテの手記かなって」

「ああ……！　そっか、ファンディスク含め、【ゲーム】で触れられていた部分！　そこが私たちが口出しできた部分ってこと？」

「そ。フィーネ主軸のまじこい本編では語られていなくても、リーゼロッテの手記で言及されていた場面に関しては、干渉できた、気がするんだ。ジークとリーゼロッテ二人だけの場面なんか、本編では出てこなかったけど手記にはあったろ。あと古の魔女関連。魔女はまじこい本編内では最終決戦まで触れられなかったけど、手記にはめちゃくちゃ出てたじゃん」

「確かにー。さすが碧人、きっと正解！　……だから、もう前みたいに簡単にはこっちと繋がれなくなっちゃったのかーってなるから、納得と同時にちょっと寂しいけどね」

　しょんぼりとうなだれてしまった小林様に、遠藤様は焦った様子で励ましにかかる。

「ま、まあ、こんなのはただの推測だから！　そのルールの例外も、いくつかあったろ？　ゲームはあくまでとっかかり、っつーか、繋がりやすい部分になってた、くらいじゃないかなーなんて……」

「……うん。きっと、そうだよね。私たち、神様だし？　寵ちよう愛あいとか、奇跡的なの、けっこう起こしてきたし？　今後もまた異なる世界同士を繋げるとか、余裕だよね？」

　気を取り直したとみせて空元気なことがありありとわかる不安げな表情で、小林様は遠藤様に問うた。

「ヨユーに決まってる。……って言い続けてれば、本当になると思うし」

　そう言った遠藤様の弱気な様子にたまらない気持ちになった私は、彼の肩に手を添え、力強く断言する。

「ああ、私たちも信じるよ。今日だけではなく、きっとまた会えるさ。そのためにも、こちらの私たちは、これからもお二方のために祈りを捧ささげよう。女神リレナの復活には、民の信仰も寄与したそうだ。つまり、人の祈りは、神の力となる。それが満ちた時、道は開かれるのだろうから」

「リレナ様がそちらに向かう足がかりに、詩帆乃様たちに寵愛を捧げましたわね？　私は、詩帆乃様のご寵愛を賜っております。この繋がりも、道が通じる一助となるはずですわ」

　こちらも力強く続いてくれたリーゼロッテと目を見合わせ、微笑みを交わす。

　うん、大丈夫。私たちなら、きっと。

「そうか……！　そもそも、そのためにクオンはまじこいを作ったってリレナが言ってたな。ゲームで触れられていた場面っていうか、ゲームのプレイヤーたちがそこに思いをはせて、祈った部分に道があったって理屈か！　ならお互いにお互いのことを祈っていれば、きっとまた……！」

　遠藤様は感動したようにそう言って、小林様も、うんうんと嬉うれし気にうなずいている。

「うん。それならきっと、大丈夫だね！　またの再会を、楽しみにしているよ！　……さて、ちょっと安心したところで、次はなんの話をしようか？」

　今度はいつも通りの元気いっぱいな様子で、小林様はそう切り出した。








◆◆◆　晩秋の舞踏会までのお話









【五月／一学期】リーゼロッテの自宅反省会




「いくらなんでも無礼だったわ、リーゼロッテ・リーフェンシュタール!!」

　春のある日の夕刻。

　王都の一角にあるリーフェンシュタール邸にそんな少女の叫び声が響いた瞬間、その家に仕える者たちはみな「ああ、うちのお嬢様は今日もジークヴァルト殿下とうまくいかなかったのか」と思い至る。

　彼ら彼女らの仕える少女リーゼロッテは心根は優しいが、極めて不器用だ。

　しかも婚約者にして片恋の相手であるジークヴァルトに対してはその恋心を悟られまいとするせいか特に過剰にきつくあたってしまう。

　そして帰宅してから頭を抱え、叫ぶ。それが彼女のルーティンだった。

　そして一人の中年の侍女が他の一同の「これをどうにかできるのは、あなただけ」という期待の視線を受けながらリーゼロッテの部屋へ入っていくのも、いつものことだった。




　リーゼロッテの乳う母ばであったその侍女は、いつものようにベッドに突っ伏して泣いているリーゼロッテの髪に、ゆっくりと櫛くしを通していった。

　なだめるようなその動きにつられるように、リーゼロッテの呼吸が整っていく。やがて少し落ち着いたらしいリーゼロッテは顔を伏せたまま、ぽつりぽつりと語りだす。

「……私だってね、もう少し素直になりたいと思っているの。でもどうしてもあの方を前にすると、緊張して、好きという気持ちがあふれ出そうになって、どうしたらいいのかわからなくなって……」

　リーゼロッテの弱音を、侍女は口をはさむことなく丁寧に聴いている。

「今日なんて、あの方が私のことを『かわいい』とおっしゃってくださったのに、私は『ふざけないでください』と言って、逃げてしまって……」

　リーゼロッテの声は自己嫌悪のためか、次第に涙に濡ぬれていった。

　弱々しく震える声で、彼女は続ける。

「そしてその後廊下ですれ違った際に、あちらから声をかけてくださったの。けれど彼の笑顔があまりにもまぶしくて、その前の彼とのやりとりも思い出されて……、やっぱりどうしたらいいのかわからなくなった私は、挨あい拶さつすら返さずに、逃げてしまって……！」

　ことのあらましを吐き出したリーゼロッテは、再び激しく泣き出した。

「では、明日はきちんとご挨拶をなさいましょうね。大丈夫。殿下はお心の広い方ですから」

　侍女のやわらかな声に、リーゼロッテは首を振った。

「でも、でもさすがにもうダメよ……！　きっと嫌われてしまったわ……！」

「では惚ほれ直させればよいでしょう。お嬢様ほどの美しさ聡そう明めいさ気品があれば、本気を出せばどんな殿方だってきっと夢中にさせることができますよ」

「……親バカならぬ、乳母バカね」

　侍女の言葉に、リーゼロッテは苦笑しながらそう言った。

　そんな彼女の背中をぽんぽんと軽く叩たたき、侍女は立ち上がる。

「そんなことありませんよ。さあ、涙を拭ふいて、背筋を伸ばしてください。そうしたら、あなたは間違いなく世界一美しいお姫様です」

「……まあ、少なくともいつまでもめそめそと泣いているようでは、あの方にふさわしいとは、言えないわね」

　ようやく顔をあげたリーゼロッテの白目は真まっ赤かでまぶたははれぼったくなっていたが、涙はわずかににじむだけになっていた。

「ありがとう、ね」

　その顔のまま、けれど確かに微笑ほほえんで、リーゼロッテはそう言った。それを受けた侍女はぱちぱちと手を叩き、満面の笑みで口を開く。

「ああ、いい笑顔です。それをジークヴァルト殿下にも見せてやりましょう！　きっとイチコロですよ？」

「イチ、コロ……かはわからないけれど、笑顔は人間関係の基本、よね。私も殿下のようにいつも笑顔でいられればいいのだけれども」

「まあ、まずお嬢様はご挨拶だけでも殿下のような笑顔でできるよう、がんばってみましょうね」

「……が、がんばる、わ。いやその、あれほどにステキな笑顔は、きっと私には一生無理だけれども……」

「あら、そうでしょうか？　そういえば先ほど、笑顔があまりにもまぶしかった、とおっしゃっていましたね」

「そうなの。……そうなのよ！　今日も殿下はとってもステキな笑顔で、この上なくかっこよかったの。彼は私がどれほど失礼な態度を取っても優雅に余裕たっぷりに微笑んでおられてね、いつも私は私の未熟さを思い知ると同時に、惚れ直してしまうのよ……」

　ほう、と、夢見る少女そのものの表情で、リーゼロッテはため息を吐ついた。

「紳士的で偉ぶるところがなくて物腰やわらかで、私はそんなあの方の婚約者であることが本当にしあわせで……」

　勢いづいたリーゼロッテは、早口に続ける。

　リーゼロッテが立ち直るためには必ひつ須すだが、このジークヴァルト賛歌は一度始まると延々と終わらない。

　のろけまじりのこれを笑顔で聴き続けられる者は、リーゼロッテを敬愛する数多あまたの使用人たちの中でもこの侍女しかいない。そしてそれが先ほど一同の期待の視線を受けていた理由で、だから彼女の自宅反省会にはいつもこの侍女しか現れないという事実を、リーゼロッテだけが知らなかった。
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【七月／夏期休暇前】私の婚約者は、実はツンデレかわいい




　夏休みのある日、小こ林ばやし家リビングにて。

　いつもはどこまでも楽し気に笑いあっていることの多い小林詩し帆ほ乃のと遠えん藤どう碧あお人とが、どこか緊張した面持ちで話し合っていた。

「さて、あっちの乙女ゲーム世界もそろそろ夏休み……、ってことで、次に来るだろうあのイベントは、気をつけなきゃいけない、よね」

　少し憂ゆう鬱うつそうな詩帆乃に、碧人はうなずき返す。

「ああ、あの初見殺しのバトルイベントか。今のままだと、たぶんバルがパートナーになるよな？　そうすると……」

「うん、バルならかなりうまく立ち回らせないと……。もしこのイベントのパートナーがバルだとしても他の攻略対象者だとしても、ヒロインのフィーネちゃんも、そのパートナーも、下手へたしたら死ぬ可能性があるんだから」

　詩帆乃の言葉の後、しばし、沈黙が流れる。

　フィーネをはじめとする、乙女ゲーム【マジカルに恋して】、略称【まじこい】の登場人物たち。そう、ただの登場人物であったはずなのに、碧人の実況と詩帆乃の解説の声があちらに届き始めたのを境に、すっかり異世界に生きる友人としか思えなくなった彼女たちの、【死】の可能性。

　その重さに、この場の空気が押しつぶされたかのようだった。

「……いや、ダメだね。ジークが神様だって思ってくれてる私たちがこんなんじゃ、あっちまで不安にさせちゃう！」

　気合を入れるように頭を振って詩帆乃がそう言うと、碧人はうんうんとうなずいて、笑顔を作る。

「そうだよな。俺考えたんだけどさ、このイベント、要は回復魔法使える人間複数人がいれば余裕なんだろ？　ゲームではフィーネと攻略対象者の誰かの二人組で行く流れになってたけど、いっそその二人組って縛りを崩せばいいんじゃないのか？」

「あ、それいい！　リーゼロッテの手記見た感じ、リゼたんみんなでわいわいするのに憧あこがれてたみたいだし！　リゼたんも今いる攻略対象者も、みーんなで行かせればいいんだよ！」

「おー、楽しそうじゃん、それ」

　解決の糸口をつかみ、心からの笑顔でうなずきあった詩帆乃と碧人は、すっかりいつもの楽し気な雰囲気を取り戻しつつあった。

「よし、じゃあ今回はそういう方向で……、今日も元気に神様やっていきましょう、【実況の遠藤】くん！」

「そうだな、楽しみながらがんばろう、【解説の小林】さん」

　おどけたようにあちらの世界における自分たちの役割で呼びかけあった二人は、彼らの声を聞き彼らを【異界の神々】と崇あがめる王子、ジークヴァルトへと語りかけていく──。







　来週から、王立魔導学園は夏休みに入る。

　そのため、私たち学園生は、本日学園裏山の【大掃除】を行う予定だ。

　この【大掃除】とは、掃除と付くがいわゆる普通の清掃活動ではない。

　私たちの通う学園その裏手に位置する山、そこに潜む無数のモンスターを、私たち学園生全員で力を合わせ、狩りつくすことを指す。

　というのも、学園に通う生徒たちはすべて魔法が使えるが、この国に暮らす人々の大多数は使えない。

　となれば当然、学生とはいえ特別な力を持つ私たちは、その力を民を守るために使うべきだろう。また、私たちが魔法を学ぶ上でも、実戦は重要だ。

　そのためこの学園は、あえて魔が溜たまりモンスターが湧わいて出る山の前に建てられている。

　しかし、学園が長期休暇になると、モンスターに対応できる私たち学園生がごっそりと不在になってしまうため、休暇前には徹底的に山のモンスターを狩りつくしておく必要がある。

　その狩りが、いつしか伝統的に【大掃除】と呼ばれる学園の恒例行事となったというわけだ。

　そんな大掃除の直前。

　早朝から、校舎の裏手、裏山の手前の広場に学園生と教職員が集っていた。

　今日は日ひ頃ごろと違い皆一様に運動着を身に着けていることもあり、皆それぞれに常とは違う様子だ。

　これが初めての大掃除となる一年生たちは緊張した面持ちで。上級生や教職員たちはそんな彼らをほほえましく眺めたり、鼓舞したりしながら。各々装備や道具類を確認したり、軽い準備運動などをしたりしている。

　王太子であり最高学年の三年生に所属する私は、立場上表には出さないように気を張りつつも、一年生たちと同様に、いやもしかするとそれ以上に、緊張していた。

　というのも、この山は定期的に間引きをしているためにそれほど強いモンスターが出るわけではないはずなのだが、つい先日グリズリーが出たらしい。

　そのグリズリーはすぐに騎士見習いであるバルドゥール・リーフェンシュタールが討伐したそうなのだが、本来この山にいるはずはない強力なモンスターだ。

　その一頭限りの異常であったならいいのだが……。

「フィーネさん、あなた、思いあがっているのではなくて？」

　ふいに、どこまでも冷たく、苛いら立だちすら滲にじむような厳しいリーゼロッテの声が響き、私の思考を打ち切った。

　侯爵令嬢であり私の婚約者でもあるリーゼロッテは、この学園唯一の庶民であるフィーネをなにかと気にかけ、同じ一年生同士ながら時に指導のようなことまでしている。今日もそういったことだろうか……？

「も、申し訳ございません……」

　そう言って頭を下げたフィーネの顔面は蒼そう白はくで、わずかに震えている。

　あまりよくない雰囲気に私がそちらに駆け寄ろうとした瞬間、私よりも彼女たちに近い位置にいたバルドゥールが、フィーネをかばうかのように割って入っていくのが見えた。

「おいリーゼ、お前またフィーネ嬢をいじめているのか？」

「バル……！」

「あ、いや、そんな、あのっ」

　バルドゥールに問い詰められたリーゼロッテは憎々し気に彼を睨にらみ、フィーネは睨み合いを始めてしまったリーフェンシュタールのいとこ同士をオロオロと眺めている。

「いじめだなんて心外ね。私は事実を述べただけ。フィーネさんはね、この山で単独行動をしようとしていたの。いかに実力者とはいえ、思いあがっているとしか表現できないのではなくて？」

　リーゼロッテがふん、と強気にそう言い放つと、バルドゥールは重いため息を返した。

「それにしたって、言い方というものがあるだろう。こんな衆目の前でさらし者にするように叱責するなど……」

「あ、いや、その、確かにリーゼロッテ様のおっしゃる通り、一人でなんて無謀かな、とは、私もちょっと思ってまして。ただその、いっしょに行ってくれる人が思いつかなかっただけっていうかその、ほら、私って浮いているじゃないですか……！」

　バルドゥールがリーゼロッテを窘たしなめようとしたのを、フィーネがわたわたと遮った。

　彼はふむ、とひとつうなずき、リーゼロッテからフィーネに視線を移す。

「なるほど。そういったことであれば、俺がフィーネ嬢に同行しよう」

「やっ、それはちょっと気まずいというか、その……」

　バルドゥールの申し出に、フィーネは視線を逸そらせてなにやらごにょごにょと言っていたが、声が小さすぎてよく聞こえない。

「バル一人増えたところでなんだというの？　先日この山の異常と出会ったのは他でもないあなたたちだというのに、たった二人で他にもなにがあるかわからない山に挑むだなんて、愚かとしか言いようがないわ」

「先日の異常であるグリズリーには、俺とフィーネ嬢だけで十分対処できた。俺たちなら、まずどんな敵も敵ではない」

「まあまあ随分と大きく出たこと！　それこそが油断、慢心、思い上がりというものではないかしら!?」

　当事者のはずのフィーネを置き去りにするかのように、リーゼロッテとバルドゥールの口論は激化していく。

　次第に険を増していく声音とぶつかり合う視線に、もはやフィーネは涙目だ。

　しかし、私もバルドゥールとフィーネが組んで行動するのであればまず問題ないのではないかと思うのだが、どうしてリーゼロッテはあんなに険しい顔を……？

「リーゼ、お前さっきからいやにつっかかってくるが、いったいなにが気に食わないんだ？　言いがかりのようなことまで言って……。ジークヴァルト殿下に友人として認められているフィーネ嬢に、嫉しつ妬とでもしているのか？」

　呆あきれたようにバルドゥールが言うと、リーゼロッテの怒りが更に一段増した。ような気がする。

　キッと吊つり上がった瞳ひとみでバルドゥールを見上げるリーゼロッテは、一転して静かな声音で、淡々と告げる。

「バルはどうしても私がフィーネさんをいじめているということにしたいようね。私は事実、あなたたちの実力不足と思い上がりを憂えているだけよ。ああ、そうね、この大掃除でのモンスターの討伐数で、勝負いたしましょうか？　私と、あなたたちで。あなたたちの実力が劣っているという証左、叩たたきつけてさしあげますわ」

　うん、ダメだな。

　さすがにリーゼロッテでも二対一というのは不利だ。

　というか、リーゼロッテこそ先日グリズリーが出たばかりの危険かもしれない山に単身挑むことになってしまっているのは、どう考えても冷静じゃない。

　バルドゥールがフィーネに同行する方向で丸く収まるかと思った場は、もはや見守ってはいられないほどにめちゃくちゃだ。

　バルドゥールとリーゼロッテは、普段は兄きよう妹だいのように仲が良いのに……。

　私が意を決して騒ぎの中心に割って入ろうと歩みを進め始めたその時、天より、【神の声】が響く。

「ジーク、すぐに止めてください。このまま山に入って今回のボスモンスターと出会ってしまうと、バルとフィーネちゃんじゃ敗北バッドエンドの可能性があります。それにリゼたんだって危険です。できるだけ複数人で動いて欲しいです」

　!?

　聴こえたコバヤシ様のお言葉に、血の気が引く。

　一部言葉の意味はわからなかったが、バルドゥールとフィーネで挑んで、敗北しかねないモンスター、だと……!?

「みんな、待ってくれ！」

「ジ、ジークヴァルト殿下……」

「えっ、あっ、……殿下!?」

　反射的に叫び三人の間に割って入った私に、リーゼロッテはなぜか顔色を悪くして私の名を呼び頭を下げ、バルドゥールは黙礼、フィーネは一拍遅れて二人に続いた。

「急に割り込んでごめんね、みんな。頭は上げて。先ほど、この山に非常に対処の難しいモンスターが出現するとの神託が下った。できるだけ複数人で動くべきとのことだ」

「ええっ!?」

　私が取り急ぎ要点だけを伝えると、三人の顔色が変わった。

　フィーネがわかりやすくうろたえている背後で、リーゼロッテとバルドゥールはアイコンタクトを交わしうなずきあい、引き締まった表情で私を見つめる。

　先程までの諍いさかいなどなかったかのような通じ合いっぷりに、なんだか複雑な気分だ。

「これからその山に向かうと、バジリスクが出ます。出現位置は一応後で伝えますが、そこに行かずともあちらからフィーネちゃんを狙ねらってくるはずです。バジリスクから麻ま痺ひか石化を食らうと動けなくなってしまうので、それを解除できるよう回復魔法が使える人員が複数人いると安心かと。できればアル含め、みんなで行ってください」

「バルは近距離攻撃特化だからなー。二人で行ってたら、フィーネが動けなくなった時点で詰みだ」

　なるほど。相手がバジリスクとあっては、いかにバルドゥールとフィーネであっても、苦戦を強いられるだろう。

　回復魔法含めなんでもバランスよく使えるリーゼロッテや私が、いっしょにいた方がいい。アルがいればなお安心だ。

　エンドー様とコバヤシ様のお言葉にこっそりとうなずき返してから、声を張る。

「神々より、本日フィーネ嬢の前にバジリスクが出現するとの予言がされた！　この場の全員、それから神官アルトゥル・リヒターで対処せよとのことだ」

「なっ……、バジリスクですか!?」

「この山に、そんな恐ろしいモンスターが出現するなんて……」

　私の言葉を聞いたバルドゥールとリーゼロッテは顔色を悪くさせたが、残る一人、つまりフイーネだけは、いまひとつピンと来ていない様子だ。

「バジリスクって……、あの、すごいでっかいくせに食べられるところが少しもないっていう蛇、ですよね……？」

　きょとんとした表情で首をかしげたフィーネのあまりの危機感の欠如に、力が抜ける。

　なんと説明したものか……。

「た、食べる食べないの問題じゃありませんわよ！　バジリスクはその身に多種の毒を宿しておりますのよ？　視線で人を石化させるとも聞きます。もし麻痺毒や石化で身動きが取れなくなったときに回復してくれる仲間がおらねば、むしろこちらが丸のみにされてしまいますわ！」

「ひええっ。あ、毒持ちだから食べられないし危険なんですね!?」

　ぴしゃりとリーゼロッテが叱りつけると、ようやく危機感を抱いたらしいフィーネがぶるりと身を震わせた。

　リーゼロッテはふんとひとつ息を吐いてから、不機嫌な表情で続ける。

「そうよ。バルとあなただけでは、まず対処できなかったでしょうね。あなたが回復役に徹して後方にいればいいけれど、もしあなたが前に出ていて麻痺などすれば、バルでは治せないもの」

「そう、ですね。私たぶん、後ろで大人しくなんて、できないと思います……」

「だいたいあなた、ヒーラーの割に魔法杖づえの扱いが得意ではなかったと記憶しているのだけれど？」

「一応練習してはいるんですけど、今のところ一メートル以上離れると、どうにも……」

「話にならないわね。一度きちんと、杖の扱いに長たけた人物の指導を受けるか、そういった人物をよく観察して、手本とするべきよ」

「わかり、ました……」

「その点もバルではダメね。リーフェンシュタールの剣は、特殊なものだもの。だいたい、バジリスクのことは知らなかったとしても、先日グリズリーが出たばかりの山なんて、警戒してしかるべきでしょう！」

「はい……」

　次第にヒートアップしていくリーゼロッテと、それに比例するかのようにしょぼしょぼと頭が下がっていくフィーネ。

　そこに、バルドゥールが険しい表情で割り込んでいく。

「おいリーゼ、そのくらいにしておけ。言っていることは正しいにしても、どうしてお前はそう、フィーネ嬢に対してあたりがキツいんだ」

「私は、誰かが言わなければならないことを言っているだけよ。あなたのように無責任に甘やかすことが、フィーネさんのためになるとは思わないけれど？」

　バチリ、と。バルドゥールとリーゼロッテの視線のぶつかり合いの中心に、火花が散ったかのようだ。

　どうして先ほどから、この二人はぶつかり合っているんだ？

　バルドゥールは『ジークヴァルト殿下に友人として認められているフィーネ嬢に、嫉妬』と言ったが、それが兄妹のように育ったいとことの衝突の原因になるとは思えないが……。

「バルはフィーネちゃんに嫉妬って言ってましたけど、これむしろ、クーデレなバルに嫉妬してるんですよね」

「要するに最初のは『私はフィーネさんをとても心配している。私もフィーネさんといっしょに行きたい』だし、さっきのはそれプラス『私は杖の扱いが得意だから、バルじゃなくて私を頼るべき』ってことだと思うぞ」

「リーゼロッテの手記を見る限り、そんな感じですね。『せっかくの課外授業、お友達と仲良く行動している周囲がうらやましくて仕方なかった』みたいなことが書いてあったので。で、そんなことは素直に言えないリゼたんは、どこまでも愚直に愛を貫けるバルに嫉妬してるのもあって、ツン全開になってしまっているというわけです」

　聞こえてきた神々のお言葉に、吹き出さなかった私は、えらいと思う。

　なるほど、そういうことか。

　まったく我が婚約者殿は、不器用すぎてかわいくて困るな。

「はいはい、リーゼロッテもバルドゥールも落ち着いて。フィーネ嬢が困っているよ」

「……っ！　申し訳ございません、殿下」

「申し訳ありません、お見苦しいところをお見せしました」

　なおも激論を交わしていたリーゼロッテとバルドゥールは、私の言葉に慌てて頭を下げた。

　フィーネがほっと息を吐いているのを確認した私は、続ける。

「なんだかさっきの二人は、我が子の教育方針でぶつかる両親のようだったよ。二人ともフィーネ嬢のことを心配しているという部分は共通しているのだから、そう熱くならないで、ね？」

　私が思わずくすくすと笑いながらそう言うと、リーゼロッテは赤面し、バルドゥールははたとなにかに気づいたように止まった。

　それからちらとリーゼロッテを見た彼は、今までの彼女の言葉の裏を察したようで、呆れたようなため息を吐つく。

「なっ、なによバル。別に私は、フィーネさんのことを心配してなんか……！」

「いや、もういい。わかった。すっかり忘れていたが、お前の言動が殊更キツくなるのは、いつだって照れているときだったな」

　リーゼロッテはなおもかみつこうと頑張っていたものの、私の言葉で今やすっかり状況を把握できたらしいバルドゥールは呆れたようにそう返した。

「ふふ、それじゃあ、アルも誘って、みんなで仲良く行こうか。バジリスクは難敵ではあるが、回復役が複数人いればそう怖い相手ではない。この【大掃除】には学園生同士、連携して動くことを学びながら親交を深めるという意義もあるんだから、仲良く楽しく、ね？」

　先ほど聞いた、『せっかくの課外授業、お友達と仲良く行動している周囲がうらやましくて仕方なかった』。

　コバヤシ様が暴露してくださったリーゼロッテの思いを聞いて思い出したこの【大掃除】の意義を言葉にしたら、予想通り、リーゼロッテの表情が一気に明るくなる。

「し、しかたありませんわね。殿下がそうまでおっしゃるのであれば……」

「こんな風に面倒なやつで申し訳ないが、こんなでも実力は確かで杖の扱いにも長けている。山で戦う際には、フィーネ嬢はリーゼの側そばにいるといい」

　彼女の言葉を遮りそう言ったバルドゥールをリーゼロッテは睨にらんだが、先ほどまでの険悪なものとは全く違う拗すねたようなものだったし、彼の提案を否定はしない。

「表面はツンだが、どこか嬉うれし気な表情は隠しきれてないぞ、リーゼロッテ！」

「フィーネちゃんもそういうことだってわかってほっとして笑顔が戻ってますし、この感じならみんな仲良く行けそうですね」

　エンドー様とコバヤシ様のおっしゃる通りだろう。

　リーゼロッテは優秀で、自分にも他人にも厳しい。

　孤高というイメージを持たれがちで、さらにそこに本人の照れ隠しが混じると、かわいそうなくらい周囲に誤解されてしまう。

　彼女のことをよく知るバルドゥールですら、嫉妬によるいじめでもしているのではないかと勘繰ったほどだ。

　お友達、すなわちフィーネ嬢と仲良く、というのは、本来かなり難しかった。けれど、だからこそ憧あこがれで、今それが叶かないそうなことが、嬉しくて仕方ないのだろう。

「……～～～～っ！　フィーネさん、勝負よ！」

　ほっこりとした気持ちで私が、いやたぶん他のみんなも、見守っていたリーゼロッテが、突然、その空気に耐えきれないとばかりにそう叫んだ。

「へっ、しょ、勝負ですか!?」

「おいリーゼ、なにを……」

　いきなり振られたフィーネは驚き戸惑い、バルドゥールはいぶかし気な表情だ。

　そんな二人をキッと睨みつけ、リーゼロッテは続ける。

「フィーネさん、バジリスクに関しては共闘いたしますが、それ以外の討伐数で勝負いたしましょう。もしあなたが勝てば我が家のアフタヌーンティーにご招待いたしますが、もしあなたが負ければ、我が家で茶会のマナー指導実践を受けていただきますわっ！」

　……。

　…………？

　それはつまり、どちらでも同じことでは……？

　照れ隠しでか違う言い回しになっているが、どちらもお茶会の誘い、だよな……？

「リーゼロッテ様のおうちで、お茶！　お、お菓子は付きますか!?」

　フィーネは気づいているのかいないのか、興奮した様子で、キラキラと輝く瞳ひとみで、リーゼロッテに詰め寄った。

「あたりまえでしょう。リーフェンシュタール侯爵家を侮らないで欲しいものだわ」

「おいリーゼ、いくつか日持ちするものも用意して、気に入れば持ち帰らせてやれ」

「バルに言われるまでもなくてよ。当然、各種潤沢に用意させていただきます」

　瞬間、リーゼロッテとバルドゥールのそんなやり取りを聞いたフィーネの瞳に、炎が宿る。

「甘味、甘味、貴重な甘味、高級品……！　貴族様のおうちの、おいしいお菓子、お土産付きっ……！」

　そう呟つぶやいた後キリッと表情を引き締めたフィーネは、ぴしりと背筋を伸ばし、堂々と告げる。

「こうしちゃいられませんね。さっさとリヒター先輩見つけて呼んできて、とっととバジリスク退治しちゃいましょう！　それから、残りのザコ敵の討伐数で、リーゼロッテ様と勝負ですっ！」

「あ、待てフィーネ嬢！　俺もいっしょに行く！」

　言うなり猛然と駆け出したフィーネの背中を追いかけ、バルドゥールも駆け出した。

　……早いな。フィーネの方は、身体強化まで使っていそうだ。

　駆けて行った二人を呆ぼう然ぜんと眺めていると、ふいに私のすぐ隣から、呆あきれたようなため息が聞こえる。

「はあ、まったく、あの子ったら……」

　そう言いながら仕方ないとばかりの柔らかな笑みを浮かべたリーゼロッテは、次いでキリッと表情を引き締め、私にぴしりと頭を下げる。

「ご助力感謝いたします、殿下。それから、私の力不足について謝罪させていただきたく……」

「ま、待ってリーゼロッテ、頭を上げて？　感謝は十分伝わったし、謝罪なんて必要ないから」

　急にかしこまってしまった婚約者に慌てた私がそう言うと、リーゼロッテは謝罪の言葉を飲み込み、そろりと視線を上げる。

「……けれど、殿下を煩わせてしまうなど……」

「んー、ジークの登場で空気が変わったのは事実です。それもあって一見北風と太陽っぽいですが、むしろ飴あめと鞭むち、あ、いや順番的に鞭と飴になるのかな？　まあとにかく、リゼたんはジークの方が優れていて自分はダメだと思っているのでしょうが、実際には二人が揃そろうと効果的なのではないでしょうか」

　リーゼロッテの自戒にかぶせる様に、コバヤシ様のお言葉が響いた。

「え？　私はむしろ、その人のために憎まれ役に回ってでもきちんと言うべきことを言えるリーゼロッテのことを、尊敬しているのだけれど……」

「……えっ？」

　思わず出てしまった私の言葉に、リーゼロッテは虚を突つかれたかのように硬直した。

　どうやら本当に彼女は私の方が優れているなどと思ってくれているらしい。

「リーゼロッテ、私はただバルドゥールたちが気づくきっかけを与えただけで、君がずっと真心を込めて説得していたから、二人はわかってくれたのだと思うよ。私の助言は、神々のご神託があってのものだし……、……!?」

　むしろ私こそリーゼロッテや神々に頼ってばかりで情けない、そう続けようとした瞬間にほろりと流れたリーゼロッテの涙に、私は絶句してしまった。

「……あ、も、申し訳ございません、殿下。いやですわ、人前で、こんな、みっともない」

　リーゼロッテは涙を流し続けながらも、人前で弱さを見せることを恥と感じているのか焦ったように涙を拭ぬぐおうとする。

「ああリーゼロッテ、そんなにこすっては赤くなってしまうから……」

　私は懐からハンカチを取り出し、そっと彼女の目元をぬぐった。

「あ、ありがとう、ございます……」

　ど、どうしたらいいのだろう。

　なぜリーゼロッテがいきなり泣いたのか。

　私がなにか悪いことをしてしまったのだろうか。

　ハンカチで顔を覆ってしまった彼女をどうすればいいのか。

　少しもわからない私は、うろたえ身動きがとれなくなってしまう。

「嬉し泣きっぽいし、頭でも撫なでとけば？」

　その時軽く聞こえてきたエンドー様のお言葉に、反射的に飛びついた。

　うつむいたリーゼロッテの髪に触れて撫で始めてしまってから、これでいいのだろうかと考える。

「……っ！　…………っ!!」

　よく考えれば、人目を気にするリーゼロッテは振り払いそうだな。

　そんな私の予想に反して、おとなしく私に頭を撫でられるままの彼女は、ふるふると震え、ますます顔を隠してしまった。押し殺したような嗚お咽えつが、かすかに響く。

　ええと、これは……。

「リゼたんは誤解されがちな子なので、今みたいに自分のことを理解されたり優しくされたりするのに弱いんですよ」

「あー、逆ハールートのとき、ちょっろかったな。手記での孤立ぶりから考えれば理解できなくもないんだけど、それにしたって驚くくらいあっという間にフィーネになついて……」

「あはは、リゼたんわかりづらい上にスペック高すぎて隙がないからねー。孤立しがちで寂しい思いしがちなんだよね。本当は、こんなにかわいくていい子なのに……」

　聞こえてきたコバヤシ様とエンドー様のそんなやりとりに、これまでのことがカチカチッと繋つながった。

　そう、確かにリーゼロッテは誤解されやすい。

　バルドゥールが誤解していたように、フィーネへの忠告や指導を、第三者にいじめととらえられてしまうこともあるようだ。

　故に、私が三人の間に割って入ったときには、バルドゥールと同じような誤解に基づき責められるとでも思い顔色を悪くしたのだろう。

　誤解が解けた今気が緩んだのもあって、嬉し涙に繋がったに違いない。

　なんていじらしいのか。

　一度知れば、リーゼロッテはこんなにもかわいい。コバヤシ様がいい子というのもうなずける。

　それこそ幼い子どもをほめるときのような気持ちが、リーゼロッテを撫でる手に籠こもる。

　まあ問題は、一度知れば、の部分なのであろうな……。

　神々のお声が聞こえてくる前の私は、自分にも他人にも厳しい彼女に対し萎い縮しゆくしていた部分があり、彼女のことを、まったく理解できていなかった。

　となれば、神々のお声を聴くことができる私こそが、世にリーゼロッテの愛らしさを伝えていく使命を担っている……？

「どうすれば、リーゼロッテの愛らしさを皆にもわかってもらうことができるのだろうか……」

「……はっ!?　な、なにをおっしゃっておりますの、殿下!?」

　知らずぽつりと口にしてしまった独り言に、リーゼロッテが顔を上げ叫んだ。

　良かった。涙は止まったみたいだ。

　ようやく見えた目元はほんのりと赤いが、それ以上に頬ほおやら耳やらが真まっ赤かなので、痛々しい印象はない。

「ジークは、今の感じでリゼたんを愛めでててくれればいいんですよ！　リゼたんはジークに弱くて、すーぐかわいくなっちゃいますからね！　このかわいいを一度見た人間が、その後もリゼたんをおっかないと思い続けるなんてありません！」

「だな。理解者が一人いれば、そうやって段々誤解されることも減っていくはずだ。ほんの小さなきっかけで、きっとリーゼロッテの良さは伝わる。さっき、バルもフィーネもそうだったろ？」

『自分は愛らしくなどない。未来の王太子妃として、周囲に侮られるわけにはいかない』といったようなことを一生懸命主張しているリーゼロッテの声をかき消す勢いで、コバヤシ様とエンドー様のお声が響いた。

　そういえば、以前にもそんなようなことを神々はおっしゃっていたな。

　この場の他の学園生たちの顔色を観察してみれば、ぶしつけにこちらを観察している者はおらず各々準備を進めているのだが、なんとなく空気が緩い。こう、生暖かいというか、ほっこりしているというか……。

　漏れ聞こえた範囲で、リーゼロッテの愛らしさを察した者が多くいるのかもしれない。

　少なくとも、リーゼロッテが最初にフィーネを叱りつけた時のように、リーゼロッテを恐れ萎縮している人物はいなそうだ。

「殿下、聞いておられますの!?」

　そう言って私を睨むリーゼロッテは、本人としては先ほどフィーネやバルドゥールを叱りつけていた時と同様に凛りんと厳しく詰め寄っているつもりなのだろうが、明らかに照れているのだとわかってしまうその表情と顔色が、かわいらしくて仕方がない。

「はー！　リゼたんってばかわいさの天才！」

「普段のツンがキツいからこそ、デレたときとか実はデレだってわかったときの破壊力が増すってことだろうな」

　コバヤシ様の興奮したような賛辞に、冷静なエンドー様のお声が続いた。

　おっしゃる通りだ。

　今日も私の婚約者は、実にツンデレかわいい。

　このわかりづらいかわいらしさを私だけで独占するのも悪くはない、とは、一瞬だけ思ったものの。

　しかし彼女が周囲に誤解され孤立するなんてことがあってはならないと思いなおした私は、これからも彼女のかわいさをどんどん引き出していこうという決意を、新たにした。







【七月／夏期休暇前】暑い日の一幕




　明日から夏期休暇のため領地に帰るリーゼロッテが、挨あい拶さつをと城に来てくれている。

　ところが彼女の前の来客が予想外に長引いてしまい、彼女を待たせてしまうことになった私は、かなり焦りながら早足に歩いていた。

　リーゼロッテはこの辺り、王族の住まう区画の庭園を散策して時間を潰つぶしていると聞いたのだが……。

「それにしても……、今日は暑いわね……」

　ふう、と、軽いため息に乗って、彼女のそんな独り言めいた声が響いた。

　ああ、そちらにいたのか。

　ただそれだけの考えでそちらに視線をやった瞬間、どきりとする。

　汗で張り付きでもしたのか、リーゼロッテがその豊かな金の髪を、手でまとめて持ち上げていた。

　日ひ頃ごろはきちんと揃えた髪で隠されている彼女の白い首筋が、無防備に晒さらされている。

「……綺き麗れいだ」

　ぽつり、と、そんな言葉が私の口から出てしまった瞬間、リーゼロッテは驚きよう愕がくに目を見開き、こちらを振り向いた。

　彼女は焦った様子で髪を手で整えながら、私に詰め寄る。

「で、殿下!?　まさか、今の、み、見ましたの!?」

「ご、ごめん。ええと、その、リーゼロッテは首筋も綺麗だから、アップスタイルも似合うよね……？」

　どぎまぎとそう言ってしまってから、これは私自身かなり混乱しているなと、どこか他人ひと事ごとのように考える。

　見てはいけないものを見てしまった気分だ。

「～～～～っ！　殿下っ!!」

　私の失言を受け、真っ赤な顔でそう叫んだリーゼロッテは、私との距離をツカツカと詰め、私への叱責を続ける。

「王城で、人目がないだろうと気を抜いてしまった私が悪いのは、重々承知しております！　けれど、殿下ともあろうお方が、覗のぞきのような真ま似ねとは！　あげく開き直ったようなその言い様は、どうかと思います!!」

「うん、ごめん。そもそも私が君を暑い中待たせたのが悪い。本当にごめんね」

「淑女の失態を、ことさらに指摘するのはどうかと思いますわ！　さりげなく私に気づかせるとか、紳士的に見て見ぬふりをするとか、他にやりようがありましたでしょう!?」

　私の謝罪を流す勢いで涙目で続ける彼女を、どうなだめたものかと苦慮する私の耳に、神々の声が届く。

「リーゼロッテ、ジークへの叱責が止まらない！　だが怒りというよりは、羞しゆう恥ちのあまり雄弁になっているような表情だ！」

「ジークが変に誉めたので、照れているのもあるでしょう。そこに油断して髪を雑に扱ってたところを見られてしまった羞恥が重なって、わけがわからなくなっていると思われます」

「あー、首がどうのより、油断してたってのが嫌なのか」

「おそらく。リゼたんは今、好きな人には常に完かん璧ぺきな自分を見せたい乙女心ゆえに、半泣きなんでしょう」

「え、でも、私はリーゼロッテがここで気を抜いてくれていて、嬉うれしいんだけどな……？」

　私が神々のお言葉に思わずそんな声を漏らすと、ぴたり、と、リーゼロッテが止まった。

「ええと……、リーゼロッテはいずれここに住むんだから、君がここを自邸と思ってくつろいでくれたら、私は嬉しく思う」

　無言で硬直してしまったリーゼロッテに少し戸惑いながら、私は自分の率直な気持ちを、言葉にしていく。

「それに、リーゼロッテは私にくらい、油断したところを見せてくれたらいいよ。だって、いつか私たちはともに日常を過ごす、家族になるんだから。婚約者同士って……、そういうことでしょう？」

「もはや実質プロポーズな言葉に、王子様スマイルのコンボが決まったー!!」

「さすがはジーク、リゼたんノックアウト寸前です！」

　神々のお言葉はよくわからないが、とにかくリーゼロッテは私を怒る気はもうないらしい。

　私は真っ赤になってうつむいた彼女の手を、そっと引く。

「さ、ここは日差しも強い。中に入ってくつろごうか」

　私の言葉にぎこちなくうなずいたリーゼロッテを連れ、屋内に戻る。

　ここが当たり前の日常を過ごす、くつろげる場所になる日が、この愛らしい人に、早く訪れるといいなと思いながら。







【七月／夏期休暇中】リーゼロッテ、ジークへのプレゼントに苦心する




　夏季休暇が始まって数日が経過したその日、リーフェンシュタール城の日当たりのいい談話室で、リーゼロッテは一心不乱に手を動かしていた。

「うえぇ!?　姉さま、またリボン作ってるの!?」

　そこを偶然通りかかったリーゼロッテの妹アデリナがそう叫んだ。

　共にいた彼女の双子の片割れであるカトリナも、リーゼロッテの手元を覗き込んで、引きつった笑みを浮かべている。

　それというのも、姉が似たようなリボンに似たような刺し繍しゆうをする場面を、この双子はこの数日だけでもはや何度目かわからないほどに目撃しているからだ。

「もうそれで何本目よ？　もはや怨おん念ねんこもってそうでこわいよ……」

　カトリナが顔を青くしてそう尋ねたが、リーゼロッテは力強く首を振った。

「わかっていないわね。殿下は王族、それもいずれはこの国の王となることが定められているお方よ。故に、日々触れているものは国で一番と言えるものばかりで、当然その審美眼も別格なの。生半可なものは渡せないわ。侯爵家の面子メンツだってあるし、それでなくとも殿下ほど秀麗な方が持つ品として」

「あーはいはいジークヴァルト殿下がすごいのは知ってる知ってる」

　勢いと熱を増す姉の言葉を、カトリナは遮った。

「聞き流そうとするんじゃありません。つまり、これはいわばこの家の矜きよう持じをかけた戦いということなのよ!?」

　リーゼロッテは憤慨したようにそう叫んだが、双子はそろってゆるゆると首を振り、冷めた目をして反論する。

「いやー……、婚約者の手製品に、フツー誰だれもそんなこと期待しないと思う……」

「なんならちょっと粗がある方がかわいげがあるものなんじゃないかな……」

「……ま、まあ、殿下はたいへんお心の広い方でもありますから、多少つたなくとも気にせず受け取ってくださるでしょう」

　双子の冷え切った言葉に、リーゼロッテは気まずげにその事実を一いつ旦たん認めた。

「けれど！　これは殿下のご愛用の魔法杖づえのグリップを飾る予定なのよ！　かの方の身の回りを飾る一流の品々の中に中途半端な品質のものを紛れ込ませては、その違和感を誰かに見み咎とがめられるに決まっているわ！」

「えー、殿下に対してそんな失礼ぶっこくやついるの？」

「つか、普通に殿下『実は婚約者の手製なんだ』とかのろけそう。そしたらうんざりして黙るんじゃないかな、その誰か」

「殿下にいらぬ恥をかかせることになるでしょう！」

　どこまでも熱いリーゼロッテと、冷め切った双子がそんなやり取りをしていると、一人のメイドが談話室へとやってきて、声をかける。

「リーゼロッテお嬢様、商人が到着いたしました」

「あら、早いわね。じゃあ応接室に通しておいてちょうだい。すぐ行くわ！」

　リーゼロッテの指示を受けたメイドは、頭を下げて出て行った。

「だからこれはやはりこの家をあげて取り組むべき重大任務なの。アデリナ、カトリナ、わかったわね？」

　リーゼロッテは針と糸を簡単に片付けながら双子を睨にらみ、そう言った。

「いや姉さまが惚ほれた男にいいかっこしたいってだけでしょ。スケールムダに大きくしないで」

「つかちょっと待って。まさかだけどその商人ってこのリボン関係……？」

　アデリナが切り捨て、カトリナが尋ねた。

　リーゼロッテは妹の疑問に軽くうなずいて返す。

「ええそうよ。今日は貝紫染めの布をいくつか……」

「リボンごときにいくら使うの!?　バカじゃないの!?」

「重い重い重い！　愛が重いよ姉さま!!」

　希少価値が高く高価なその布についてリーゼロッテが言及した瞬間、双子は叫んだ。叫ばれた彼女は不服そうな表情で反論する。

「重いことのなにが悪いの。それに、これに関してはすべてこの前私が盗賊の討伐をして得た賞金で賄っているから、なんの問題もないわ」

「隣の領地まで姉さま自ら出張ってなんでかと思ったらそのためかー！」

「盗賊討伐から殿下のためってことじゃん！　姉さまさすがに重過ぎるよ！」

「う、うるさいわね！　仕方ないでしょう納得いくものができなかったんだから！　ああもう、お待たせしているんだから、私は行くわよ！」

　双子にとことんまで否定されたリーゼロッテは、悔しそうにそう言い捨てて部屋を出て行った。

　姉が去っていった談話室で、双子は零こぼす。

「……まったく、そんなに好きなら、ただ一言『好きです』って言ったらいいのにね」

「ほんと。あんな偏執的にリボンのクオリティあげるより先に、やるべきことがあるよね」

　双子はふうとため息をひとつ吐つくと、ちらりとアイコンタクトをする。

「まあでも、できれば殿下には姉さまのああいう不器用なかわいさをわかってもらいたいけどね！」

「素直じゃない姉さまがそもそも悪いけど、でもそれを見抜けるくらいの男じゃないとうちの姉さまはやれないよね！」

　なんだかんだ言いながら姉のことが大好きな妹たちは、そう言って笑いあった。

　彼女たちが姉とその婚約者の関係が劇的にいい方向に変化しているという事実を知るのは、もう少し先のこと──。







【八月／夏期休暇中】リーフェンシュタール家の令嬢は




　夏季休暇、リーフェンシュタール城を訪れて二日目の午後。

　リーゼロッテとフィーネとともに、今まさに花の盛りを迎えているというとある花畑へと散策に出かけようと馬車に乗り込もうとしていた、その時──、

「フィーネちゃーん、西の平原に黒金軍鶏しやもが出たってー！」

「フィーネちゃんの魔法の練習がてら、さくっと倒しに行こー！」

　アデリナ嬢とカトリナ嬢が元気いっぱいにそう言いながら、こちらへと駆け寄ってきた。

　その後ろから歩いてきているツェツィーリエ嬢含め、三人はこれから冒険にでも向かうかのような装いだ。

「黒金軍鶏って……、あ、あの、お肉が伝説級に美味おいしいという……!?」

　フィーネはぐるりと三人を振り向き、早くもそちらに合流しそうになりながら、そう漏らした。

　黒金軍鶏は確かに肉が美味しいらしいのだが、それよりも重要なのは、非常に好戦的で嘴くちばしも爪も鋭く、なかなか手ごわい魔物であるということではないだろうか……。

　まあ、リーフェンシュタール家の令嬢三人とフィーネがいれば、なにも心配はないとは思うが。

「こ、こらあなたたち、殿下の御前でそのような……！」

　リーゼロッテがそうとがめようとした瞬間、フィーネがはっと気が付き、私を見上げた。が、その瞬間、彼女が慌てて唾つばを飲み込んだのと、すっかり目が輝いているのを見てしまった私は、思わず笑ってしまう。

「ふふ、フィーネ嬢はもうすっかり、花畑よりも西の平原に行きたいようだね。私はかまわないから、行ってきたらどうかな」

「殿下、お姉様、すみませーん！　フィーネちゃん、借ります！」

「大切なお客様に最高の夕飯を用意するためってことで、許してくださーい！」

　私の言葉とほぼ同時にそう言った双子に手を引かれたフィーネは、軽く私に頭を下げながら、それでも楽しそうに駆け出す。

「申し訳ありません殿下！　美味しいお肉、とってきます！」

　双子に一拍遅れてこちらに到着したツェツィーリエ嬢は、深々と私に頭を下げてから、ちらりとリーゼロッテを見上げ、告げる。

「私たちにはただ美味しい獲物でも、魔法が使えない民にとっては危険な魔物。早めの討伐が必要……、ということで、許して、姉様」

「確かに、民を守るのは貴族の責務ね。西の平原は商人をはじめとする人の往来もかなりあるから、できるだけ早く動いた方が良いのも事実。……いいでしょう。気をつけていってらっしゃい。ただし、後できちんと殿下への非礼は謝罪をするよう、アデリナとカトリナにも伝えなさい」

　ため息交じりのリーゼロッテの言葉にしっかりとうなずいたツェツィーリエ嬢は、彼女の三人の姉の背を追いかけ、駆けて行った。

「妹たちが大変な無礼をしまして、申し訳ございませんでした、殿下」

　そう言って深々と頭を下げたリーゼロッテに、私は慌てて声をかける。

「いや、謝罪なんていらないから、リーゼロッテ。顔をあげて？　私も、早く討伐した方がいいと思うし。それに、妹さんたち含め、そうかしこまる必要もない。私は今はプライベートで、いわばただ君の婚約者として、ここにきているのだから」

「そ、そうは申しましても、妹たちすらも御せないというのは、私の力不足です。……今も妹たちが連れて行ったのはフィーネだけでしたし、私は口うるさいばかりで、あの子たちには嫌われているのでしょう……」

「いや、妹たちって、姉とは違う方向に素直じゃないだけで、リーゼロッテのこと大好きだろ」

「ええ。それはもう、私たち乙女ゲープレイヤーの心を抉えぐるぐらいに……。だから、さっきのは、だーい好きな姉様が、愛する婚約者と二人っきりでデートを楽しめるようにっていう気づかいですね！」

　少し赤い顔で妹さんたちの非礼（？）とそれを止められなかった自身を詫わび続けているリーゼロッテの言葉に重なるように、エンドー様とコバヤシ様のお言葉が響いた。

　なるほど、そういうことか。

「妹さんたちは、私たちに気を使ってくれたんじゃないかな？」

　私がくすりと笑いながらそう言うと、リーゼロッテの謝罪が、ようやく止まった。

　いぶかし気に首をかしげる彼女の手を取って、続ける。

「婚約者同士、たまには二人きりでデートというのも、いいでしょう？　彼女たちもそう思って、フィーネ嬢だけを連れて行ったんじゃないかな？」

「な、な、……な!?」

　瞬時に赤面し絶句したリーゼロッテを励ますかのように、神々のお声が響く。

「おっとリーゼロッテ、オーバーヒート！　くらりと体勢を崩しかけたのは、夏の日差しのせいか、それよりもなお眩まぶしいジークの笑顔のせいか！」

「がんばれリゼたん、ツンは堪こらえて！　妹ちゃんたちが作ってくれたチャンス、恥ずかしがらずにものにしてー！」

　聞こえるわけもない神々のお声に応じるように、リーゼロッテはぐ、と踏みとどまって、私の手を、しっかりと握り返してきた。

「で、殿下の護衛とおもてなしは、妹たちの分まで、私が責任を持ってさせていただきますわ！」

　一応前向きな言葉ではあるものの、これをデートとは素直に認めてくれなかった彼女に、思わず笑いがこみ上げてくる。

　まったく、リーフェンシュタール家の令嬢は、揃そろいも揃って、素直じゃないらしい。

　まあ、その筆頭であるリーゼロッテが、かわいらしくてたまらないのだけれども。

「実に頼もしいね、ありがとう。それじゃ、行こうか」

　くすくすと笑いながらそう言った私を、リーゼロッテは『意地が悪い』と言いたいような表情で睨んでいる。

　けれどその手は、馬車に乗り込む間だけでなく、馬車の中でもずっと、離れることはなかった。







【八月／夏期休暇最終日】手紙と笑顔と甘い言葉




　夏休み最終日、夕方から夜へと変わるその時間帯。

　私は執務室で、この夏視察した各地の報告を、書面にまとめていた。

　ふいに窓の外から吹いた涼しい風に視線をやると、どこかまだ明るい紫の宵よい闇やみが広がっている。

　私の婚約者であるリーゼロッテの瞳ひとみを思わせるその色に、彼女は今なにをしているだろうかと考えた、その時。

「ジークヴァルト殿下、リーフェンシュタール家より、リーゼロッテ様のお手紙を届けに来た方がいらっしゃっています」

　そんな風に侍従に呼びかけられ、私は首をかしげた。

　手紙を受け取った報告ではなく、現在手紙を持ってきている者がいる段階で私に声をかけるなど、珍しいことだ。

『いつもの通り丁重に受け取っておいてくれ』そう指示を出そうとしたところ──、

「ジーク聞こえるか？　手紙だけじゃなくて、リーゼロッテ自身もここに来ているんだ！」

「先ほどリゼたんは、『明日になれば学園で会えるので』と自分が来ていることを秘密にしておくようお願いしていました。けど、ジークの部屋にともった明かりを見上げて満足げに微笑ほほえんでいるリゼたんがめっちゃいじらしくてかわいいので、さっさと外に出て来てください！」

「……！」

　響いたエンドー様とコバヤシ様のお声に、彼女を見守る神々も連れてきたらしいリーゼロッテの来訪を知った。

「あー……、明日から学園も始まるし、夏の間続いた文通は、きっとこれで最後だろう。せっかくだから、自分で受け取りに行こうかな」

　私がそう言って立ち上がると、侍従は実にうれし気に頭を下げる。

　リーゼロッテに口止めはされたものの、彼としても、せっかくここまで来てくれた彼女をそのまま帰すことには、抵抗があったのだろう。







「で、殿下!?　自ら外にまで足を運ばれるなんて、な、なにを考えていますの!?」

　私の姿を認めるなり、リーゼロッテは私をなじるような口調でそう言った。

「それ言うなら、侯爵令嬢自ら手紙を運ぶのだっておかしいだろ」

「『運よく会えたらいい。それは無理でも少しでも近くに行きたい。あの窓のむこうに確かにあの人がいるとわかるだけで、なんだかしあわせだから……』ってことでしょうねぇ。いやー実に恋する乙女ですね！」

　冷静なエンドー様の指摘と、ハイテンションなコバヤシ様のお声を聴いていた私は、ひるむことなく彼女に笑顔を返す。

「また学園で会うようになったら、もう手紙のやりとりはしないでしょう？　そう思ったらなんだか感慨深くて、つい、ね。リーゼロッテもそう思ったから、こうして自分で届けてくれたのでしょう？　それとも、私に会いに来てくれた、とか？」

「そ、それは……、その……」

　リーゼロッテは顔を赤くして視線を泳がせ、明らかに困った様子だ。あまりからかうのもよくないか。

「なんにせよ、出て来てよかったよ。リーゼロッテの手紙がもらえただけじゃなくて、君に会うことまでできたのだから。ねえどうせなら、少し私の息抜きに付き合っていってくれないかな」

　私がそう言って彼女を屋内にエスコートするつもりで手を差し出すと、リーゼロッテは逆に、私から一歩離れて後ずさってしまった。

「し、執務の邪魔をするつもりはなかったのです……！　殿下がお忙しいことは重々承知しておりまして、その、私のことなどお構いなくと言いますかっ……！」

「邪魔になんかならないよ。この夏だって、君から来る手紙をはげみに乗りきったのだもの。リーゼロッテと少し話ができたら、私はこの後、すごくがんばれると思う。だからむしろ、私を助けると思って、ね？」

「リゼたんは手記でもそうでしたが、文章だと割とデレるんですよねー。じっくり落ち着いて向き合える分、素直になれるようです」

「今みたいにジークが王子様スマイルと甘い言葉で畳みかけてヘロッヘロにさせても、もうわけわかんなくなって素直に従うみたいだけどな」

　コバヤシ様のおっしゃる通り、リーゼロッテの手紙は私を気遣う言葉が多く使われ、彼女の愛情が感じられるような温かなものだ。

　そして今確かに、エンドー様のお言葉のように、リーゼロッテは素直に私の手をとってくれている。

　なるほど。リーゼロッテを素直にさせたければ、手紙と、笑顔と、甘い言葉か。

「で、殿下、私今なんだか嫌な予感がしたのですが、なにか変なことを考えませんでしたか!?」

　ふいにそんなことを尋ねてきた、実に勘の良い婚約者殿に対して、私はやっぱり、笑顔を返した。







【一〇月／二学期】二人きりのときは、多少甘えてくれるようになったよ




「おめでとう！　リーゼロッテは　ツンデレから　ツンギレに　しんかした！」

　そう高らかにおっしゃったのは、異界の神、エンドー様だった。

　世界を滅ぼさんとする古いにしえの魔女との決戦の日と目される晩秋の感謝祭まで一ヶ月と少しの、秋のある日。

　少なくとも感謝祭までには、私の婚約者であるリーゼロッテの心を支える存在が必要であった。それがなければ、リーゼロッテは古の魔女にその身を乗っ取られ、破滅を迎える可能性が高いと、神々より伝達されていた。

　リーゼロッテの心を支える存在、その役目は、私こそが担いたい。他の誰だれにも、愛する彼女の隣は譲りたくない。

　リーゼロッテへの想おもいを自覚した私、彼女の婚約者であるジークヴァルト・フィッツェンハーゲンは、そう決意し、ここ最近、彼女との距離を少しでも詰めようと努力していた。……のだが。

　王太子という立場から、誰に対しても平等に、己の心の内は表に出さずに、と、徹底して生きてきた自分のその努力は、リーゼロッテからすれば、どこか不自然に見えたらしい。

　素直には受け止めてもらえず、照れられ、逃げられ、拒絶され……。

　昨日きのう思わず友人たちに泣きついたところ、『逃げ場がなくなるまで追い詰めたらいい』『がんばれジーク！』と鼓舞された私は、どうにか彼女を追いかけて追い詰めよう。と、決意したはずだった。のに。

　今日になって、なぜか逆に、『私は、あなた様をお慕いしておりますので、【古の魔女】ごときには負けませんから』とのリーゼロッテからの告白を受けることとなったのだった。

　けれど、神々がおっしゃるところの『ツンギレに　しんか』して正面から気持ちを言葉にしてくれたリーゼロッテのおかげで、私も私自身のみっともない部分までの本心を彼女に伝えることができ、私たちの想おもいは通じ合ったのだから、まあ、よかったのだろう。

　神々、主には解説担当のコバヤシ様が大はしゃぎする声が天上から高らかに降り注ぐほどの、幸福に満ちた日。

　予想外ではあったし、リーゼロッテが恥ずかしさから顔を見ないで欲しいと言い出ししばらく私の顔が固定されるといった若干のごたごたもあったが、それも彼女がかわいかったので、全部含めて、今日は良い日だ。

　気候もそれを祝福してくれていると感じるほどうららかな、ちょうど過ごしやすい陽気の秋の昼下がり。

　めでたく両想いとなった私たちは、離れがたい気持ちもあって、ゆっくりと王城の庭園を散策することにした。

　秋の薔薇ばらが見ごろを迎えている区画を、二人、並んで歩く。

「リーゼロッテ……、リーゼ、寒くはない？」

　とうとう、想いが通じ合った。

　その証あかしとも言うべき、先ほど互いに許し合ったばかりの、愛称呼び。

　まだ少しくすぐったいような心ここ地ちを覚えるリーゼ呼びを浮かれた気持ちで囁ささやき尋ねれば、私のすぐ隣を歩いていたリーゼロッテも、照れたように微笑んでくれる。

「ええ、ジークヴァルト殿下。寒くはありませんわ」

「……私のことも、ジークと呼んで欲しいと言ったのに。言葉だって、もっと対等な感じでかまわないのに」

　私が軽く拗すねてそう言うと、リーゼロッテはうっと気まずげに視線を泳がせる。

「そ、それは……、ここは王族のためのプライベートな区画とはいえ、王城ですし。……その……、ま、まだこの状況に慣れておりませんのに、この上あなた様との距離を更に詰めるようなこと、できるわけがないじゃないですの……」

　後半にぼそぼそと付け足してくれた言葉が、彼女の素直な本音なのだろう。

　これまでならば、おそらくは前半の建前だけでぴしゃりとはねのけられていた。

　そんな彼女の変化に嬉うれしくなった私は、にっこりと微笑んで彼女に告げる。

「そうか。なら、それはまあ追々でかまわないよ。……ああ、風が出てきたな。本当に寒くはないかい、リーゼ？　寒ければ、この庭の見えるサンルームに移動しても良いけど……」

「いいえ、殿下。今日は日差しが暖かく、しっかりと外がい套とうも着てきたので、むしろ少し暑いくらいですわ。風も心地よいです。せっかくのこれほどの薔薇ですもの、香りも堪能できるこちらの方が……。……！　いえ、寒いですわね」

「へ」

　私の提案をやんわりと断っていたはずのリーゼロッテが、突然何かに気が付いたかと思うと、えらく真剣な表情でいきなり意見を翻したので、間抜けな声が漏れてしまった。

　ええと、さっきまで少し暑いって言ってなかった……？

「ああ、寒いというのは言い過ぎでしたわ。外套を着ていますもの。庭を歩くこと自体は、なんの問題もございません。ただ、そう。……少し、指先が冷える気がしますの」

　そう言って差し出された彼女の手は、秋とはいえまだそこまで冷え込みが厳しくなってきたわけではないこの頃ころの気候のせいか、手袋には覆われていない。それは私もそうなのだけれど。

　……少し離れたところに控えているはずの侍従を呼んで、リーゼロッテの手袋を用意してもらった方が良いのだろうか？

「ジーク、なんか的外れなこと考えてそうな仕草してるけど、これ明らかに『冷えるから手を繋つないで欲しいなー、チラッチラッ』ってことだろ」

　呆あきれたようなエンドー様のお声が響き、私は思わず硬直した。

　……確かに。リーゼロッテは不自然に私に手を差し出してちらちらとこちらを見上げているが。

　ええと、そういう……？

「右手！　右手が特に冷えていますわ！　……さ、先ほど思ったのですけれど、殿下は私よりも、少し体温が高い気がしますわ。やはり手も、そう、なのではと思うのですが、その……、……っ！」

　そういうことらしい。

　様子を窺うかがううちにあまりにわかりやすい追撃をしてきたリーゼロッテの右手を、私はそっと握り、歩みを再開する。

　リーゼロッテから、拒絶の言葉はなかった。

　それどころか、彼女は嬉しげ……、というか、によによとでも言おうか、嬉しさをどうにか堪こらえるような笑みを浮かべているので、エンドー様のおっしゃった通りらしい。

　更にはいつもはツンとしている彼女が、そっと私との距離を詰め、甘えるように私の肩に頭をこてんと預けるような仕草までしている。

　……っ！　かわいいっ！　かわいいかわいいかわいいっ！

　リーゼロッテが、かわいい!!

　我が婚約者殿は、かわいいの化身だった……！

　でもこれで何らかのリアクションを起こすと、リーゼロッテが照れて逃げる予感がひしひしとする!!

　気難しい子猫がようやく素直に甘えてくれたかのようなシチュエーションに、私は非常に身もだえしたくなった。

　が、そこらの子猫よりも気難しいリーゼロッテの前で身もだえなんぞすれば逃げられるに決まっているので、私は努めて表情を作り、奇声を発しそうな唇をぎゅっと引き結び、ただただ、歩く。

　……ん？　ここ、さっきも通ったか？　私はどこを案内して、どこをまだ見せていない？　よくわからなくなってきた。まあ良い。歩こう。

　リーゼロッテも気恥ずかしいのか、私と同じくなにも言わずただ前を見て歩き続けているので、庭に、妙な沈黙が充満している。

「しっかし、ジークって割と鈍感じゃね？　さっきのリーゼロッテ、だいぶわかりやすかったろ。ゲームでこじれるのって、魔女だけのせいじゃない気がしてきたんだけど」
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　いや。完全な沈黙ではなかった。

　この場では私にだけ聞こえる神々のお声が、場に流れている。

　エンドー様の呆れたようなお声を受けて、コバヤシ様の苦笑が聞こえてくる。

「うーん、ジークの場合は、鈍感っていうより、ちょっと臆おく病びようなんだと思うよ。察しは良すぎるくらいの時、あるし。私たちの言葉とか、かなり早い段階で理解して動いてくれるじゃん。っていうのも、……ツンはねぇ、もろ刃の剣なんだよ」

「あー。そっか。リーゼロッテとの付き合い＝ツンされ続けてきた期間だもんな。リーゼロッテもやっちまったって後悔してるだろうけど、やっちまったって思うってことは、まず相手を傷つけたってことだもんな。小さい頃からずっとツン対応されてりゃ、多少臆病にもなるわな」

　自覚はなかったが、私がなかなかリーゼロッテに想いを上手うまく伝えることができなかったのは、もしかして、そういうことなのだろうか。

　神々の雑談めいたやりとりに、ふとそんな気づきを得る。

　そうだ。思えば今回のことも、私から、ただ素直に好きだと言えば良かったはずだ。

　贈り物を贈ったり接する機会を増やしたり、そんな小手先の好感度稼ぎのようなことではなく、ただまっすぐに、想いを伝えれば良かった。

　結局先にリーゼロッテがそうしてくれて初めて動けた自分がただただ情けない、と思っていたが……。

　いや、原因を彼女に押し付ける気はない。彼女のツンのせいというよりは、私の生来の物だろう。

　けれど、ああ、私は臆病だったのか、というのは、ひどく腑ふに落ちた。

　神々に勇気をもらわねば、きっとここまで彼女との距離を詰めることも、リーゼロッテのかわいさを知ることすらできなかった。

　そうしたら私は、古いにしえの魔女に彼女を奪われ……。

「私に迫っていた、闇やみ。まとわりついてきた、声。……つまりは、【古の魔女】、のことなのですけれど……」

　私がぞっと恐怖を感じた瞬間、リーゼロッテが、正にその古の魔女の話題を、切り出してきた。

　……さて、どう答えたものか。

　彼女を狙ねらう敵が、あの強大な闇、幾度もこの世界を滅ぼさんとしてきた巨悪、古の魔女であることは、リーゼロッテにはこれまで伝えてこなかった。

　彼女が敵の正体を知ることで恐怖に囚とらわれたりすれば、それは古の魔女打倒に必要とされる、リーゼロッテの精神の安定を脅かすかもしれないからと。

　どうやら、彼女は自力でその正体を突き止め、そしてはねのけて見せた、ということらしい。

　けれど、これから先魔女がしようとしている事、リーゼロッテの体を乗っ取ろうとしている事や、神々の先見によれば、実際に乗っ取られてしまう可能性すらもあった事まで、言っても良いのかとなると……。

「ふふふ、そんなに難しいお顔をなさらないでくださいませ。大丈夫です。私に迫る敵がどれほど強大であろうとも、私は、それを打倒して見せますとも。……こうして、あなた様の隣にいると、なににだって勝てると確信できますの。あなた様とこうして触れている場所から、力が満ちてくる心地がしますの」

　知らず険しい表情で考え込んでしまっていたらしい私に対し、どこまでも穏やかな声で、リーゼロッテは告げた。

　声は穏やかであったが、顔は伏せてしまっているし、彼女の耳は赤く染まっている。恥ずかしさを堪えて、といったところだろう。

　そんな彼女と繋いだ手、確かなぬくもりに、なるほど、私も、確かに落ち着くような気持ちを覚える。

　……まあ、相手は愛する人なので、胸の高鳴りとか多幸感とか動揺とか羞しゆう恥ちとかが込み上げて来るのを無視すれば、という条件は付くが。

　私が感じているのと同じものを、落ち着けるためにだろうか。

　幾度か深呼吸を繰り返してから、リーゼロッテは続ける。

「ジークヴァルト殿下は、私にとっての、光そのもの。そんな存在の隣に在ることを許されて、どうして闇など恐れましょうか。どうか、あなた様の知るすべてを、私にも教えてくださいませ。そうして、あなただけで立ち向かおうとするのではなく、あなたの背負う物の半分だけでも、私に預けてください。私は、一方的に守られるなど我慢なりません。……それに、私どもは、婚約者同士なのですから」

　覚悟を固めた様子のリーゼロッテの言葉に、神々からのアドバイスを受け取る前に、私はうなずいた。

「ありがとう。そうだね。いつか夫婦となる私たちは、いわば運命共同体だ。そしてすまない。私と対等であろうと、同じ目線で歩もうとしてくれる君のことを、どれほどありがたく思っているか、失念していた気がするよ」

　私も一つ深呼吸をしてから、改めて告げる。

「……ただ、これからする話を聞けば、君は恐怖を感じるかもしれない。でもそれで、私や周囲との距離を取ることはしないと、約束して欲しいんだ。私だって、君の苦しみの半分だけでも、共に背負いたい。互いが互いを支え合える関係でありたいと、私は思っているのだから」

　私の言葉を聞いたリーゼロッテは、どこか呆あつ気けにとられたような表情で、私を見上げた。

「……謝罪をしなくてはならないのは、私のようですわ。思いあがっておりました。私こそが、ジークヴァルト殿下を支えるのだと。……支え合う。それは、ステキなことですわね。ああ、やはり殿下は、私にとっての、光そのものですわ。いつでも、進むべき道を照らしてくださいます……！」

　そう語ったリーゼロッテのあまりに感動したかのような声音に、私は頬ほおをかく。

「いや、その、そこまで大したことは言っていないと思うのだけど……」

「いいえ。ますます心が軽くなり、更に安心いたしましたもの。たとえこれから私が揺らいでも、殿下が支えてくださるのでしょう？　……さあ、聞かせてくださいませ」

　にこりと、心底嬉しそうにそう告げたリーゼロッテに、私は観念することにした。

　彼女を東あずま屋やへとエスコートし、そこのベンチに並んで腰掛ける。

　そうしてじっくりと話ができる状態で、今までの事とこれからの事を、古の魔女の恐ろしい企たくらみを、彼女に明かしていった。







　やはり、恐ろしいよな。

　春から今まで、それほどの敵につけ狙われ、己おのが身がおぞましい計略の渦中にあるなどというのは。

　全すべての事情を聴き終えたリーゼロッテは、かわいそうなほどに震えている。当然だろう。

「……叩たたきのめしましょう。完膚なきまでに」

　!?

　ところが、話を聞き終えた彼女が静かに告げたのは、いやに好戦的なセリフだった。

「え、えっと、リーゼ、それはどういう……？　……あ」

「リーゼロッテ、完全に目が据わっているな」

「いやー、リゼたん、ぶっちぶちにブチギレてますねぇ！　ま、昨晩も古の魔女にキレてツンギレに進化したくらいなので、これは当然の反応かと！」

　エンドー様とコバヤシ様のお言葉を待つまでもなく、リーゼロッテの表情を窺ったその瞬間、私もその事実に気が付いた。

　リーゼロッテが、怒っている。

　それはもう、それなりに長い付き合いの私が、彼女がこんなにも怒っているのを見るのは初めてだと断言できるほどに。

　彼女の震えは、恐怖によるものではなく、怒りによるものだったらしい。

「ふ、ふふふ……。上等じゃありませんの。フィーネを殺すために、私を乗っ取ろうとした？　私の肉体を手に入れるために、ジークヴァルト殿下が私を見放したと、思いこませようとした？　私の家族も恋も肉体も、世界に至るまで全てを奪おうとするだなんて、随分とまあ、ふざけたことを……。……良い度胸ねぇ、古の魔女!!」

　リーゼロッテがそう吼ほえた、瞬間。

　ふっ、と。

　その場に当たり前のように在ったことに、拭ぬぐわれて初めて気が付いた嫌な気配が、打ち払われたような気がした。

「そのような卑劣な相手に、私は負けませんわ！　負けてなどやるもんですか！　徹底的に打ちのめしましょう、ジークヴァルト殿下！　ええ、殿下の治世を彩る輝かしい偉業の数々の一つに、古の魔女討伐を加えましょうとも！」

　力強くそう宣言したリーゼロッテを、さすがに私は、なだめにかかる。

「うん、今の王は父だから。私、まだ世を治めていないから。めったなことを言わないようにね、リーゼ。あとなんか、私の知らない私の偉業とやらは、リーゼの中では既に予定されているものなのかな……？」

「予定？　既に確定した未来ですわ」

「う、ううーん。ちょっと一回冷静になろうね、リーゼ。はい深呼吸。すってー……、はいてー……」

　よくわからないことを当然のような顔で言い張ったリーゼロッテは、そこまで言ってようやく私の指示に従い深呼吸をし、ようやく、ようやくいつも通りのフラットな表情の彼女に戻ってくれた。

「申し訳ございません、殿下。少々取り乱しましたわ。けれど、ええ、確かに以前の私であれば、狙われているのは自分なのだからと一人この国から出奔するか、この身を利用されるくらいならばと自害でもしたかもしれませんが、今は違います。立ち向かいますわ。私は、ジークヴァルト殿下とともに、古の魔女と戦う決意を固めました」

　そう、幾分冷静な声音で宣言したリーゼロッテの目は、まだ若干据わっているような気はしたけれど、とにかく恐怖に囚われてはいないし、意見も前向きなものだ。

　良かった。……良かった、んだよな？　まだ、若干錯乱している？

「……本当に、今の私は、何者にも、負ける気がしないのです。古の魔女ごとき、殿下と私のこれからにどう利用してやろうかと、考えるだけですわ」

　胸を張って、にっこりと笑んで。そう断言したリーゼロッテの瞳ひとみに迷いはなく、その表情は非常に精神的に安定しているように見える。

　うん、本当に良かった。

　少しほっとした私は、笑顔でうなずく。

「実に頼もしいね、リーゼ。そうだな、いつか、ああ、以前に君が古いにしえの魔女のせいで気絶をした日の事だ。君は言っていたね。恐ろしいのは、私が離れてしまうことだけだと。つまり、それはあり得ないことだと、理解してくれたと思って良いのかな」

「……そう、ですわ。まあ、その、その日の以前は色々と恐ろしかったような気もしないでもないですけれど、私はあの日に乗り越えて、それが力となってくれて、今日、ですもの。ですから私には、もう恐こわいものなど、なにもないのです」

　恥ずかしさのあまりか、ごにょごにょと小さな声で早口になにかを言ったリーゼロッテの言葉のすべては、聞き取れなかったけれど。

『恐いものなど、なにもない』の部分は、はっきりと聞こえた。

「その学園でリゼたんが気絶からのお姫様抱っこ帰宅の日にも言いましたけど、リぜたんはあなたさえ傍そばにいれば、絶対に古の魔女なんかに負けません！」

「愛し合う二人なら、絶対に乗り越えられる。古の魔女、ボコボコにしてやろうぜ！」

　そして、天上より響いたコバヤシ様とエンドー様の、実に力強いお言葉。

　うん、大丈夫だ。私たちは、古の魔女にだって勝てるだろう。

「ようやくリゼたんのきゃわわなデレが見られるようになったってのに、二人のいちゃらぶを邪魔しようだなんて、世界がゆるしても私がゆるさない……！」

「あれ。さりげに小林さんもキレてた。……なんか、過剰戦力で蹂じゆう躙りんされそうだな、古の魔女」

　続けてコバヤシ様はなにやら怒りに燃えて静かに決意を表明し、エンドー様は若干それに困惑しているご様子だ。

　……まあ、でもそれも確かに。

　コバヤシ様のお言葉は、なんとなくの理解しかできなかったが。

　ようやく多少素直に甘えてくれるようになったはずのリーゼロッテとの甘ずっぱい時間が、古の魔女のせいで変な空気に変わってしまったのは、事実だ。

　これは、八つ当たりというものになるのかもしれないが、古の魔女への敵意が、また一つ増えた。

　もちろん、愛いとしいリーゼロッテを害そうとしたことも、更にはこの国や世界のすべてまで手にかけようと目もく論ろんだことも、どちらか一つだって万死に値するのだけれども。

「……色々と落ち着いたら、リーゼとゆっくり、二人の時間を楽しめるかな」

「えっ、ええ!?　な、なにをおっしゃいますの、殿下。国と世界の危機の前で、そんな危機感のないことを……！　……いえ、その、別に、いやというわけでは、ないですけれども」

　私がぽつりと呟つぶやいたことに、リーゼロッテは瞬時に赤面し反発し、けれど最後は、少しだけ甘えたような声音で、ぽそりと付け足してくれた。

　そう、ようやくのデレだ。

　うん、かわいい。もっとこのリーゼロッテと、いちゃらぶ（？）したい。

　いや単語の意味はわからなかったけど、響きと状況からおそらく、甘い時間を過ごすことを指すのだろう。いちゃらぶ。したい。

　そのためにも、古の魔女は、速やかに、完膚なきまでのご退場を願おう。

　私はそう、決意を新たにした。







【一〇月／二学期】五歳の彼女は、ツンデレではなくて




　王太子ジークヴァルト・フィッツェンハーゲンである私と、私の婚約者である侯爵令嬢リーゼロッテ。

　私たちはまだ互いに学園生の身ではあるが、規模の大きな夜会などには、その立場ゆえに、揃そろって参加しなければならないこともある。

　とはいえ、やはりしょせんはまだ学園生なので、参加する以上のことは、それほど求められてはいないのだけれども。

　私たちは、秋も半ばの今日も、そんな、ただそこにいることが仕事のような、退屈な夜会に参加している。

　けれど、先日【リーゼ】と想おもいを告げあったばかりの私は、ただ美しく着飾った彼女が私の隣にいるという事実だけで、内心ひどく浮かれていた。

　ふと、挨あい拶さつに来る人々の波が途切れた。その瞬間、リーゼロッテは急に拗すねたような表情に変わり、小さな声で私をなじる。

「ジークヴァルト殿下、殿下が王太子として、皆に好かれようと努力なさっていることは、たいへん素晴らしいと思っております。けれどさすがに、女性をあのようにたぶらかすような行いまでなさるのは、いかがなものかと」

　固い声音でそう告げられたが、私はなんのことやら、さっぱり意味がわからない。

「ええと、私には、心当たりがないのだけれど……。たぶらかしていた、かな？」

　私が首をかしげると、リーゼロッテはひどく真剣な表情で、しっかりとうなずいた。

「ええ。今日の殿下は、笑顔があまりに眩まぶし過ぎます。年若い女性が、あの距離で、殿下にあれほどまでに美しく微笑ほほえまれなどすれば、皆、恋に落ちてしまうに決まってますでしょう」

　決まっていないと思う。

　困惑する私を置き去りにするように、よくわからないことを言い切ったリーゼロッテは、イライラとしたような表情で、ぶつくさと続ける。

「まったく、殿下には、ご自分がどれほど整った顔をなさっているか、もっと自覚していただきませんと。だいたい、この場の主役は……」

「要するにこれ、割とただの嫉しつ妬とだし、かなりジークのことを褒めているな」

「リゼたん自身が、ジークの笑顔に一々惚ほれ直しちゃっているからこそ、こんなことを言っているってことですからね！」

　リーゼロッテの説教（？）は続いていたが、それに被かぶせるように響いた異界の神々、エンドー様とコバヤシ様のお声に、ああそういうことかと納得がいった。

　私はくすりと笑って、彼女の手を握る。

「不安にさせて、すまなかった。けれどそれなら、私の婚約者であるリーゼが、こうして、私に寄り添っていてくれたら、良いんじゃないかな？」

　私の突然の言動に言葉を途切れさせ、首をわずかにかしげているリーゼロッテに、私は告げる。

「そうすれば、私の笑顔は君の美しさによって引き出されたものだと、みんながわかってくれるはずでしょう？」

「正にその王子様スマイルを、リーゼロッテの真正面、至近距離で炸さく裂れつさせたー！　弱点技が、急所に当たったかのようだ！」

「添えられた言葉も、大変糖度の高いものでした。素晴らしいですね。リゼたんは真まっ赤かでへろへろになっていますが、おかげで不安や嫉妬なんて、どこかにふっとんでしまったことでしょう」

　神々の言葉の通り、リーゼロッテは赤面し、ふるふると震えている。

「しかしこれ、わざとなのか……？　ジークが王子様過ぎてこわい……」

　ぽそりと漏らされたエンドー様のお言葉に、コバヤシ様が笑う気配がした。

「ふふふ、正真正銘の王子様ですからねー。ただ、ジークは、常にこういう言動をしています。完かん璧ぺき王太子ムーブがもはや染みついているというか、天然な部分もあると思いますよ」

　お二方の言葉に、若干のいたたまれなさを覚えた私は、頬ほおをかいた。

　今日私がリーゼロッテに苦言を呈されるほどにへらへらと笑ってしまっていたらしいのは、真実リーゼロッテがあまりに美しかったからだ。

　だから、たぶん、わざとではないと思う。

　そもそも、私が【おうじさま】らしくあろうと、言葉遣い、笑い方、人との接し方、ちょっとした所作までに気を使うようになったのも、元を辿たどれば、リーゼロッテのためであるし。

　私はあの日、五歳の彼女に出会った日のことを、思い返す。







　私はこのフィッツェンハーゲン王国の当時は王太子だった父の子で、しかも長らく唯一の子であったので、かなり甘やかされて育ったように思う。

　彼女と出会った当初、七歳だった私は、実は全然王子様らしくもなければ、やたらのんびりぼんやりとした、甘ったれた子どもだったと記憶している。

　そんな私の刺激になればと紹介されたのが、もうその頃ころには既に聡そう明めいで如才ない子だと知られていた【リーフェンシュタール侯爵家のリーゼロッテ嬢】だった。

　両親曰いわく、しっかり者かつ年下の彼女と交流することで、私が少しは焦るかと思ったそうだ。

　いかめしく厳しい騎士である彼女の父との面識が先にあった私は、実際の彼女に会う前に、『こわい子だったらどうしよう。年下の女の子に叱しかられたりするのは嫌だな』などと考えていた記憶がある。

　実際に会ってみれば、ひどくかわいらしい女の子だったのだけれども。

　子どもだというのに歩き方からぴしりと美しく、きっちりと肩口で揃えられた金の髪、生き真面目まじめそうな雰囲気と相まって、作り物めいたほど美しい少女は、私の顔を見るなりどこか呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「……おうじさま」

　そう言ったきり見開かれたままの紫水晶の瞳は、けれど私に見とれているかのようにきらきらと輝いていて、とっさに『彼女の期待を裏切りたくない』と考えた私は、その瞬間から、【おうじさま】であろうと決めた。

「そんなにかたくならないで。ねぇ、二人であそぼうよ」

　私なりの精一杯の【おうじさま】らしさで、私がそう言って彼女に手を差し出すのを、母がほほえまし気に笑って見ていたのを、はっきりと覚えている。

「あっちにね、ことりがよく来る木が、あるんだよ」

　そう言って彼女の手を引けば、リーゼロッテはこくりとうなずきついてきた。

　しばらく歩いて、幾分か緊張が解けてきたらしい彼女は、ふいに、ぽつりと口を開く。

「……さっきは、きちんとあいさつできなくて、ごめんなさい」

　リーゼロッテはしょんぼりとそう言ったが、型通りの挨拶を完璧にこなされていたら、彼女をここまでかわいいとは思わなかったかもしれない。

「ううん、あやまらないで。気にしてないから」

　だから私は心の底からそう言ったのだけれども、むしろますます申し訳なさそうな表情に変わった彼女は、ぽつぽつと語る。

「わたし、ふだんは、ちゃんとしているんです。妹たちのめんどうだって、ちゃんと見られるんです。でも、でんかがあまりにかっこよくて、びっくりしちゃって……」

　ぽぽぽと頬を染めながら言われた言葉にくすぐったさを覚えた私は、にやにやとだらしのない笑みを浮かべそうになったのを取り繕って、人が私に望むと教えられていた【品のある】笑い方への軟着陸を試みる。

「ふふふ、ありがとう。そう言ってくれて、うれしいよ」

　試みはどうやら成功だったらしく、ますます頬を薔薇ばら色いろに染めた彼女は、瞳ひとみをうるませはにかんで、感激したようにうなずいてくれた。

　ますますの気分のよさと、少しの気恥ずかしさを覚えた私は、きゅっと彼女の手を握りなおして、王城の庭の、色々なところを、次々に紹介した。

　木、花、実、鳥、蝶ちよう……。彼女の気を少しでも引きたくて、私が知る限りの【すてきなもの】を、あれこれと見せて回った。

　その度に尊敬するようなまなざしが強くなっていく気がして、私はもっと、お兄ちゃんぶりたいと思ったのだろう。

　次に会うまでに、もっと、彼女に教えられることを増やしたいと思った。もっと、【おうじさま】らしいふるまいができるようになりたいと思った。彼女が気に入ってくれたらしい笑顔を、常に心がけるようになった。

　それまで漫然と受けていた王子教育に、私が身を入れるようになった転機は、間違いなくあの日だっただろう。







「だからまあ、やっぱり、私のこの笑顔は、リーゼロッテのためのものだと思うんだよね」

　ほぼ無意識にそう言葉にしてしまってから、彼女と繋つないでいた手を動揺のあまりかぎゅうっと握り返されて、自分の言った言葉が、なかなか気恥ずかしいものであったと気づく。

「え、えっ!?　なにをおっしゃっていますの!?」

　ところが、リーゼロッテが真っ赤な顔でうろたえているのを見て、ふしぎと余裕のできた私は、笑顔でうぬぼれた言葉を口にしてみる。

「だってほら、リーゼは、私の笑顔が好きでしょう？　だから私は、いつも笑っているんだよ」

「殿下、あまり私をからかわないでください！　好きかどうかなんて、……こ、こんなところでそんなこと、言えるわけが、ないでしょう!!」

　リーゼロッテは険しい表情で私を睨にらみ、小さな声で叱った。

　確かに、今は近くに人がおらず、にぎやかに盛り上がる会場の隅で、私たちは特に注目されてはいないように思えても、やはり、夜会の最中だ。誰だれが聞き耳をたてているかわからない。

　けれど、今の言葉は。

「つまり、こんなところじゃなければ、言えるってことだな」

「リゼたん、ジークの笑顔がだーい好きってことは、否定してませんからね！　実際リーゼロッテの手記でも、ジークの笑顔は、え、そんなに褒め言葉のバリエーションある？　ってくらい、褒めちぎられていました。二人きりのときに、きっちり言わせたらいいと思います！」

　私の考えと似た神々のお声に、深くうなずく。

　五歳の、どこまでも素直な好意を示してくれた、幼い彼女もかわいかったけれど。

　今の、照れ屋でツンデレな彼女も、やっぱりかわいい。

　私は心からの笑顔を、今日も彼女に贈る。








第２章　神々の悩みと疑問









　あれこれと話を続け、思い出話もほとんど語り尽くした。

　お二方の声との出会いの直後から、古いにしえの魔女との戦い、のはずが創世の女神の土下座で終わったあの晩秋の舞踏会の日。そして、お二方とのしばしの別れの日となった、王城での感謝祭までのことまで。

「いやー、とにかく色々あったねぇ」

　しみじみと感慨深げに小こ林ばやし様が締めくくった言葉に、遠えん藤どう様も私もリーゼロッテも、しっかりとうなずく。

　本当に、色々あった。

　そして迎えられた今日の、なんとめでたいことか。

「あー、そんでその後、俺らがこっちのこと見られなくなってから今日までは、どうだったんだ？　なにか大きな変化とかあったか？」

　しんみりとした空気を切り替えるように、遠藤様がそう切り出された。

「ああそうだな……、ええと、まずあったのは、フィーネ嬢とバルドゥールが正式に婚約をした、かな。晩秋の舞踏会の直後だね」

「ああそれ聞いた！　リゼたん、いやリゼたん人形？　いややっぱリゼたんか！　に！」

　少しは驚いてくれるかなと期待しての私の言葉に、なぜか小林様は、嬉うれし気にそんな言葉を返した。

　リーゼロッテの、人形……？

「意外と早かったよな。あの二人……、っつうか、主にフィーネか。けっこう複雑っぽいっつーかトラウマあるらしいから、もっと時間かかってもふしぎじゃなかったけど」

　一瞬引っ掛かりを覚えたものの、そこを尋ねる前に、遠藤様が、新たな疑問をもたらしてくる。

「フィーネに、トラウマ、ですか……？」

　私と同じ部分に疑問を覚えたらしいリーゼロッテが、これはたぶん妹を思う姉の立場からだろう、えらく真剣な空気でそう尋ねた。

「……ねー碧あお人と、言って良いのかな、これ」

「この二人になら良いだろ？　っつーか、むしろ知っておいてもらった方が良いと思う」

「あーそうかも。こっちで全部を知っているのはリレナだけらしいけど、割とあの女神ポンコツだし、悩んでるって言ってたもんね……」

　ちら、ちら、とアイコンタクトを交わしながら遠藤様とそんなやりとりを交わした小林様は、意を決したように口を開く。

「その、リレナに教えてもらったんだけど、トラウマっていうのは、フィーネちゃんの、エーファとしての人生に関連しているの」

　この世界の人類の始まりの女性、エーファ。

　フィーネがその生まれ変わりだというのは、あの舞踏会の日に聞いた。

「エーファって、横恋慕してきた邪神クオンに、旦だん那な、人類最初の男アーダムを目の前で殺されてるらしいんだよ。そんでしかも、その殺された旦那アーダムの生まれ変わりが、バルドゥール」

「そんな……」

「バルドゥールが……」

　ぽんぽんぽんと軽い調子で遠藤様が続けた暴露は、リーゼロッテと私に、なかなかの衝撃をもたらした。

　そんな二人が再び巡り合い愛し合っているというのは、実に運命的で感動的な話であるが、二人の前世に起こったことは、とんでもない悲劇だ。

　愛する者を遺のこして殺された者も、愛する者に目の前で死なれた者も、どれほどの傷を心や魂に負ってしまったのだろうか……。

　息をのみなにも言えなくなってしまった私たちに、気まずげな表情で小林様は続ける。

「リレナが言うには、フィーネちゃんがあそこまで強くなったのも、強さを求めるのも、そのトラウマのせいなんだって。まあ、あんまり最初から強いとゲーム性を損なっちゃうってのと、『こんなかわいい女の子なんだから、まあこんな程度でしょ』ってクオンのナメた判断から、ゲームでのフィーネちゃんの初期能力はかなり低めに設定されてたそうなんだけど……」

「そんなカミサマもびっくりなカンスト状態にまで実際のフィーネが強くなっていたのは、『今度こそあの人を守りたい。死なせたくない。再び巡り合えたら、その時は絶対に共に生き延びてみせる』ってエーファの願いの発露、らしい。……ゴリラとか言って悪かったなって、この話聞いて思った」

　小林様のお言葉を引き継いだ遠藤様は、非常に申し訳なさそうな表情でそうおっしゃった。

　小林様は「ね」と遠藤様と弱々しく微笑ほほえみ合うと、軽く咳せきばらいをする。

「まあ、とにかく。そんなことになるくらい、フィーネちゃんはエーファの影響を受けているらしいの。だからもしかしたら、誰かを愛することに、怯おびえがあるかもって、リレナが心配してたんだよね。しかも、アーダムの生まれ変わりのバルは、特に大事だからこそ、距離を取りたくなっちゃうかもって」

「……最愛を、目の前で殺されたのですものね。それは、愛すること自体を臆おくするようになってしまうかもしれません。クオンの嫉しつ妬とによりアーダムは殺されたのですから、自分が愛さなければこの人は死ななかったのにという後悔も、あるのでしょう……」

　深い同情を示したリーゼロッテに、私もうなずく。

　なるほど。

　あからさまに相思相愛であり、家庭の事情からももっと早くに婚約をしてもよかったあの二人がしばらくもだもだとしていたのは、そういった理由もあるのか。

　はあ、と一つため息を吐ついて、小林様は続ける。

「だからね、このことはトラウマを刺激しないように二人には言わない方が良い、のか、こわがってるっぽいけどもうクオンは封印したから大丈夫だよって教えてあげた方が良い、のか。リレナは迷っているらしいんだ。愛する夫を目の前で殺された記憶なんて、忘れているなら忘れたままの方がしあわせだろうから、そういう意味でも下手へたに記憶を刺激しても良くないかな、ってさ」

「そもそも単純に、前世あなたたちは夫婦でした！　ってのだけでも、半端な間柄で教えられたら割と気まずいけどな！」

　遠藤様が明るく付け足した事も、まあ事実だ。

　今となっては婚約をしたので、その点はおそらく大丈夫なのだろうが。

「……まあ、とりあえず、なにかきっかけ、というか、フィーネ嬢かバルドゥールから疑問を呈されるようなことでもなければ、わざわざ言わなくても良い、のではないかと思う。つらい記憶を呼び起こさせるようなことは、やはり……」

「……今はバルドゥールが隣にいるのですから、たとえ思い出しても平気、のような気もしますが。きっと、たぶん、二人ならば乗り越えられるでしょう。けれどもまあ、わざわざ挑むようなことをしなくても、とは、私も思います。いざ結婚するという時にフィーネが不安を感じているようならば、原因を開示して、乗り越えられるよう促す方が良い、でしょうか……？」

　もにょもにょと、どうにも歯切れ悪く私見を述べた私とリーゼロッテの結論は、結局は同じものだった。

　現状維持。わざわざ蛇が出るかもしれない藪やぶをつつく必要はない。

　今もフィーネの誰かを愛することに対する怯えがよほどのものであれば、邪神は封じたのだからと励ます必要があっただろうが、そこまでではないようだし。

「そっか。別にわざわざそんなこと言わなくても、無事に婚約までは行きついたんだもんね！　とりあえず今は、黙秘継続！」

　ぱっと明るい表情に変わった小林様はそう言うと、憂いは晴れたのでさあ次の話、とでも言うように、傍らのリーゼロッテにぐいぐいと迫る。

「ねー、リゼたん、前にちょっとだけ聞いたけど、二人が婚約決めたときはどんな感じだったかとか、もっと具体的に知っているの？」

　問われたリーゼロッテは、記憶を探るように上空を見つめながら、そっと口を開く。

「ええ、フィーネからもバルドゥールからも、それぞれ報告を受けました。なんでもその日は、二人で観劇に出かけたのだそうですわ。少し格式高い、貴族の社交場にもなっている劇場へ。そこで……」




　　　　────




「バル先輩、私、王城での感謝祭の前に、ちょっとは貴族的な雰囲気を味わっておいた方が良い気がしてきました……」

「それなら、俺と二人で劇場にでも行こうか？　開演前に居合わせた者と談笑をする場面があるが、あくまでもメインは観劇になる。正装の必要はあるが、それで踊れとは言われない。多少は気楽だろう？　なにより……、デートとしても定番だ」

「……私らが普段頻繁にしている学園の裏山での鍛錬＆肉狩りデートと比較すると、落差で目め眩まいを起こしそうですね……」

　そんなやり取りがあった翌日の夕刻。

　フィーネはバルドゥールのエスコートを受けて、劇場に足を運んでいた。

　演目は、今若い女性に人気だという恋愛劇。そのため、幾人か挨あい拶さつを交わした相手は、学園で見知った顔が多かった。

　それでも緊張を強くにじませているフィーネの様子に、バルドゥールは少し早めに歓談を切り上げると、彼女を席へと導いた。

　リーフェンシュタール侯爵家で押さえたボックスのソファに並んで腰掛け、数瞬。

「……正直、意外だった」

　ぽつり、とバルドゥールが発した言葉に、フィーネは、はて？　と首をかしげる。

「意外、ですか？　あ、私、なんか間違えちゃいましたか？」

「いや、逆だ。何の間違いもなかった。むしろ予想をはるかに超えてきちんとできていた」

　真顔でそう返したバルドゥールに、フィーネは呆あきれたようなため息を返した。

「それを意外って言うのは、私に失礼じゃないですか？　これでも妖よう精せい姫に育てられたし、リーゼロッテお姉様に再確認していただいているので。お姫様ごっこモードに切り替えれば、それなりにやれるんですよ」

「ああ、いや、そこらへんは元々、それほど心配していない。フィーネは体幹がしっかりしているから、どんな令嬢よりもきれいな礼をすると知っていたしな」

　きりりとそうのたまったバルドゥールに頭痛でも覚えたか、フィーネは額に手を当てる。

「ちょいちょい誉め言葉が脳筋なんだよなぁ……。失礼。つい思ったままを。えーと、じゃあ、何が意外だったんです？」

「会話の中身だな。今回の演目でオマージュされている古典劇のことまで、よくああもすらすらと正確に出るなと感心した。フォローしようと意気込んで来たのに、正直、肩透かしを食らった気分だ。さっきの調子なら、演劇好きの者たちのサロンに入っても良いんじゃないか？　あれだけ話せるならば、一目置かれるだろうな」

「ああ……、小さい頃ころの寝る前の読み聞かせとか、お人形遊びのシナリオとかが、まんまお貴族様の教養の範囲の物語だったみたいで……。気づけば古いお話はだいたい知っていた……、んですけど。いや本を持ち出せたわけでもなく、空でこんだけのことを覚えていて私に教え込んだママ、けっこうバケモノじゃない？　って思うんですよね……」

「それは……、すさまじいな」

　バルドゥールは、ほう、と感心のため息を吐ついた。

「しかし、サロンですか。……そういうのも良いかもしれませんね」

　フィーネが微笑みとともにそう言ったことに、バルドゥールは目を見開く。

「……俺が一番意外だと思ったのは、そこだ。フィーネは、そういういかにも貴族めいたことは、嫌いなのかと思っていた。貴族らしくできない、のではなく、したくない、のではと。けれど先ほどの貴女あなたは、実に完かん璧ぺきな貴族令嬢だった。しかもそれが無理をしている風でもなく、どこか楽し気でもあって、意外だな、と。今日のフィーネは、変に前向きというか……。そもそも、貴族的な場を自ら望んだことからして、初めてのことでは……？」
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「あー、バレました？　そう、ちょっと、心境の変化、というか……。いい加減、腹くくろうかなーって。それで、腹くくった後はどんな感じの生活になるかなーってのを、今日は確認しに来ました。まあ、短時間なら大丈夫そうです。本当は、強めのモンスターとかガンガン狩って武功で存在感を示したいですけど。侯爵夫人はそれだけじゃダメってのはわかりますし、社交とかもがんばっていこうかな、なんて」

「それ、は……」

　もしや。いやまさか。そんな期待に揺れる深い藍あい色いろの瞳ひとみの視線の先。

　父譲りの空色の瞳の少女は、美しく微笑む。

「そういうことです。私は、もう、この王都から逃げるには、お姉様とか、バル先輩とか、色々な人のことを好きになりすぎてしまいました。……だから私はもう、バル先輩と結婚して、侯爵夫人になることに決めました」

　ざわめく劇場の中、役者の声のように際立って澄んで響いたフィーネの言葉。

　どこに行こうともついて行くと決めた相手が、自分の元へ根を下ろしてくれるという宣言。それは望外の喜びで。

　思わず立ち上がろうとしたバルドゥールの前で、けれど少女は、こてりと首をかしげる。

「あ、でもその前に何年かは、王家に仕えてお姉様の護衛をしたいなって、考えているんですけど。その場合、まずはお父様にくっついて色々教わったらいいんですかね？　騎士団の入団試験って正規の騎士を五、六人ぶちのめしたらいいんでしたっけ？」

　湧わき上がった喜びに水を差されるようなことを問われたバルドゥールは、しおしおと腰をソファに戻し、けれども真剣に考えているらしい表情で、きちんと答えていく。

「……まあ、それで、騎士団に入団するだけなら可能だが。王太子妃の護衛を担える近この衛え部隊に行くには、更にコネと実績で推薦を受けてから、筆記と面接試験だな。コネ、は、まあリーゼロッテと殿下がどうとでもしてくれるだろう。実績、に関しては、学園でこれだけ同年代の中で突出していれば、と思うが、若干座学が足をひっぱりそうだな……。卒業までに、もう少しがんばれば、くらいか」

「……色々めんどくさそうですね。まあでも、これ以外の貴族として箔はくが付くような実績を積む方法……、商売とか？　領地経営とか？　社交とか？　に比べたら、全然マシです。なにより、ここまで私を救い上げてくれたお姉様のお傍そばにいるためなら、どんなことだってしましょう」

「そうか……、この時期に決意を固めたのも、リーゼロッテが王太子妃となる時期が明確になって、では自分はどうするかと考えたというわけか。……リーゼロッテの傍か。俺の隣、ではないんだな」

　むん、と気合を入れたフィーネの隣、バルドゥールはぼそぼそと呟つぶやいて哀愁を漂わせている。

　そのとても大きいはずなのに今は妙に小さく見える背中を励ますようにぱしぱしと叩たたいて、フィーネは笑う。

「やだ、そんな落ち込まないでくださいよ。だってバル先輩は、私がどこに行こうと隣にいるって、誓ってくれたじゃないですか。バル先輩はもう固定と思っているからこそ、他をどうしたいか考えたんですよ。貴族としての箔を付けたいのは、私がリーフェンシュタール侯爵夫人になることを、あなたの妻になることを、誰だれにも文句なんて言わせないためですし」

「そうか……。叔父おじ上は、フィーネを女侯爵としても良いと思っているようだが、侯爵夫人で良いのか？」

「いやー、当主そのものは、さすがにそれ用の教育を受けて育ってきたバル先輩にお任せしたいです。……というか、その方がバル先輩はしあわせだろうなって思いもあって侯爵家に残るって決めたんですから。どうせならバル先輩にとってもより良い選択をしたい、かな、なんて……」

「フィーネ……」

　感動したようにうっとりと名を呼んできたバルドゥールから視線を逸そらせ、フィーネは続ける。

「かわいがってくれたブルーノお父様のために、お父様の跡、自分で継ぎたかったんでしょう？　そのために、ずっと努力をしてきたのでしょう？　私はそこまでじゃないので、そこは当然と思ってください」

「ああ。ありがとう、フィーネ。侯爵家に残る決意をしてくれて。俺の求婚を、最高の形で受け止めてくれて。本当に、感謝している」

　バルドゥールはしっかりとフィーネの手を握りしめ、神に祈るかのような熱と感情をにじませそう言った。

　恥ずかしくなったフィーネはちょびっとだけソファの上を後ずさり、もぞっと手を動かしてみようと挑んだものの、彼の手の熱さと力強さに抵抗する気力をそがれ、ただ苦笑する。

「……まあとにかく、私は腹をくくりました！　なってやろうじゃんリーフェンシュタールの当主夫人って感じです！　それがたぶん、お姉様と、バル先輩と、ママと、お父様と、妹ちゃんたちと、学園のみんなと、私の大好きな人たちみーんなといっしょにいられて、みんなでしあわせになれる道だと思うので！　……ってわけでバル先輩。リーフェンシュタールの次期当主として育てられたバル先輩、これから指導とかなんかこう、よろしくお願いしますね！」

「ああ、なんだってしよう。貴女の苦労が、少しでも減るように。貴女がしてくれた決意を、後悔させないように。貴女がこの道を選んでよかったと思うことが、少しでも増えるように。俺は俺の愛と献身を、いや、俺の持てるすべてを、生涯貴女に捧ささげよう」

「いや、うん、そこまで重くよろしくされても、それはそれでちょっと困るんですけど……」

　あまりの真剣さに若干引いた様子のフィーネがそう言ったのを、聞いていたのかいなかったのか。

　その後も、舞台に上がる役者よりもよほど大仰なフィーネへの称賛と愛の言葉を上演直前まで延々と語り続けたバルドゥールの口は、割と雑な感じに、フィーネによって塞ふさがれたのだった。
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「そっかー。バルとの愛だけで乗り越えた感じじゃないのは、残念だけど……。まあでも、そんなに前世のトラウマが響いているわけでもなさそう……？」

　聞き終えた小林様は、悩まし気にむむむとうなった。

　その傍らのリーゼロッテは、ふうとひとつため息を吐つく。

「まあ、フィーネのエーファとしての過去を聞いた今では、無意識の部分で前世の件が引っ掛かっていて、わざとバルドゥールよりも私のことを優先して見せているような気が、しなくもないですわね。バルドゥールが最愛だと素直にあけすけにすると、何か悪いことが起こるような気がしているのかもしれません」

「それじゃあ……」

　やはり、その恐れは邪神クオンが与えたもので、クオンが封印された今、恐れ続ける必要はないと告げた方が良いのか。

　そう問おうとした私を、リーゼロッテは実に力強い笑みで制する。

「けれどその程度なら、バルドゥールが押し切りますから、特に問題はないかと。リーフェンシュタールの恋を諦あきらめさせるには、お前など眼中に無いと最初からはっきり告げるか、いっそ殺してやるしかありませんわ。一度でも隙を感じたなら永久に希望を抱き、たとえ心変わりをされようと変わる心ならば取り戻すこともできると決して諦めず、生涯唯一を追いかけ愛を捧げ情を請い続ける。それが、我が一族ですもの」

「やべーなリーフェンシュタール……」

　遠藤様は、頬ほおを引ひき攣つらせてそう呟いた。

　つまりはリーゼロッテもそのくらい強く私を愛してくれているという意味だよなぁ、なんて、嬉うれしくなってしまっている私も、割と同類なのかもしれない。

　王家にリーフェンシュタールの子が嫁ぐのは、私たちの代が初めてというわけではないし、私にもその性質が多少は受け継がれているのかもしれない。

　話が逸れてしまうので、こんなことは言わないけれど。

「まあ、とにかく、現状維持で、ということで。エーファとアーダムのことは、まだフィーネ嬢たちには言わないでおこうか」

　私が微笑ほほえんでそうまとめると、リーゼロッテも淑やかにうなずき同意する。

「そうですわね。それでよろしいかと。さて、晩秋の舞踏会から今までで他に大きな変化というと……、やはり、レオン・シャッヘ伯爵でしょうか」

「へー、レオン先生も、なにか……、え、レオン・シャッヘ伯爵!?　レオン先生伯爵位継いだの!?　その変化は大きすぎないっ!?」

　急に眼めを見開き動揺をあらわにした小林様に、戸惑いを覚えた私は尋ねる。

「それは、それほど驚くようなことなのか？」

「あったり前じゃん！　いやだって、レオン先生めっちゃ実家と険悪で、父と継まま母ははとは殺すか殺されるかってくらい殺伐とした関係で、だから実家を思い起こさせるシャッヘの名で呼ぶと大人げなく無視するってくらいなんだから！　なのにどうして、レオン先生がシャッヘ伯爵!?」

　驚きもあらわに取り乱す小林様にくすりと笑って、リーゼロッテはその疑問に答えていく。

「その先代伯爵夫妻が、揃そろって貴族籍のはく奪の後に投獄されてしまいましたの。後継に指名されていた弟君はまだ幼いため、一番血統の近いレオン・シャッヘ教諭が伯爵位を継承したのです」

　小さなお声で「ええー……」と呟き呆ぼう然ぜんとしている小林様に、今度は私が、王家に伝えられていることを説明していく。

「ただ、弟君を養子にして成人後は爵位を譲ると宣言しているから、暫定の当主、といったところかな。領地の経営こそ無難にしているものの、社交などはあまり積極的にしてはいないようだ。シャッヘ伯爵となった自負が、あるのかないのか……。今もなお、シャッヘの名で呼ぶと、聞こえなかったフリをされるしね」

「ああー、両親がいなくなっても、実家嫌いはまだ継続なんだ。そもそも、レオン先生、貴族クソクラエみたいなとこあるからなぁ……。いやーそれにしてもびっくり。ゲームだとレオン先生の実家めちゃくちゃ曲くせ者もので、そう簡単にどうにかなっちゃうイメージなかったんだけどなぁ……」

　呆然としたままそう呟いた小林様に、今度はこちらが少し驚かされた。

「そう、なのか？　この数ヶ月で禁止薬物の輸入・使用・密売に脱税と、これでもかと次々に種々の罪が詳つまびらかになり、現在はむしろ、これだけ確たる証拠証言証人があちこちからぼろぼろと出てくる程度のやり口で、今までどうやれていたのだろうと、ふしぎなくらいなのだが……」

　私が視線で同意を促した先、リーゼロッテも困惑した表情でうなずく。

「ええ、ジークの言った通りです。同じ派閥のはずの他家も、一切庇かばわない有様でして……、やり口の粗末さはもちろん、あまりの追い込まれぶりに、少し哀れに感じるほどですわ。まあ罪は罪ですから、同情の余地など実際にはないのですけれど」

「そこまでなのか……」

「いったいなにが起きたんだろう……？」

　ぽつりと呟いた遠藤様と小林様は、まだ信じられないような表情だ。

　遠藤様は眉み間けんにしわを寄せ、疑問を言葉にしていく。

「俺が疑問なのは、レオンの実家云うん々ぬんもだけど、レオンが暫定とはいえ、爵位継いだことなんだよな。ゲームだと、っつーか詩し帆ほ乃のが前言ってた限りだと、レオンって、すっげーめんどくさがりじゃなかったか？　伯爵位とかさっさと捨てて、自分は無関係だってスタンス貫くイメージ」

「そうなんだよねぇ。ただゲーム知識から考えると、その前、晩秋の魔女戦の時から変だなーって話なんだけど。ほら、あの、【カールヒェンさん】来たじゃん」

　小林様のお言葉に、私たち一同はその疑問の解を知る者を探るように、視線を交わし合う。

　仮面をつけた正義の魔導師、カールヒェンさん。つまり、あのあからさまにレオン先生だった彼。

　レオン先生については、事前に小林様たちが『本当は使えれば使いたいけど、たぶん無理。無理だけど本当は使いたいから、ダメ元で一応訊きくね。レオン先生の弱みとか知らない？』とおっしゃっていたが結局弱みなどは誰も知らず、決戦への参加要請を断念した。はずだった。

　けれどなぜか、当日あの場に来てくれた。

　神託を受けた私たちは、諦めていたというのに。

「……別に、誰も声かけなかった、よな？」

　遠藤様がそろりと尋ねてきたことに、私はしっかりとうなずく。

　あの後気になって、フィーネにも確認した。

　特段泣き落としなどはしなかったそうだ。私も王家の権力で脅したりはしていない。

「……古いにしえの魔女は、闇やみそのものだった。もしかすると、闇の魔法に精通している彼には、なにか感じ取れた、とか……？」

「魔女、あの時にはもう、最さい後ごっ屁ぺだったのに？」

　私の推測に、遠藤様はすかさず反論された。

　そう、そうなんだよな。

　古の魔女はあの段階で、わずかな残ざん滓しを残して、リーゼロッテに浄化されていた。

　巨悪の気配を感じ取っていてもたってもいられず、というわけはない。

「失礼ながら、レオン・シャッヘ教諭は、面倒ごとの気配など感じ取れば、逆に全力で逃げるタイプかと……」

「わかるー。レオン先生、実力は隠して波風を立てずにってのを、ずっと続けるはずなんだよね。ずっと続けてきたわけだし。どういうモチベーションであそこにいたのか、超謎」

　リーゼロッテにすかさず同意した小林様は、うーん？　と首をかしげた。

　遠藤様も、私も、リーゼロッテも、続いて首をひねる。

「【ゲーム】だと、ヒロインに恋をして、覚悟を固めたんだろ？　それと似たような感じのなにかが起きたとか？」

　遠藤様に尋ねられた小林様は、眉間にしわを寄せうむむとうなる。

「確かに、魔女戦にはそうすれば参戦してくれるはずだし、弟さんが継ぐまでの間に実家をクリーンに改善しつつ弟に恩売って良好な関係にってのは、レオンルートのベストエンドだよ。でも、レオン先生がベストエンドに行きついてくれるのには、もっと時間がかかるはずなんだよね」

「あ、そうなんだ。まあ、この状況に挑む覚悟なんて、そんなすぐできるもんじゃないか」

「うん。ゲームだと、フィーネちゃんの学園卒業後なんだ。両親は投獄されたらしいけど、今後も代官とか使用人とか利害関係者との諍いさかいは生じるはずだし、自分が両親の犯罪行為とは無関係だって示し続けるのも大変だし、世間の目も厳しいだろうし。ここから先だって大変でしょ。そもそも、フィーネちゃんは、バルとくっついたじゃん？」

「そうなんだよな。しかも魔女が土下座で終わったから、ゲームと違って実績を積んだのは聖女のリーゼロッテだけっていう」

「そうそれ。ゲームのレオンルートなら、フィーネちゃんが魔女を打倒した救国の乙女で、レオン先生はそのパートナー。だから、世間の目は良い感じに覆すことができたけど……」

「ちょ、ちょっとお待ちくださいませ！」

　私は、知らないことも多く、なにより神々の会話に口を挟むなどいかがなものかと思いただ傾聴していた。

　おそらくは同じ考えであったリーゼロッテは、けれど今のはさすがに聞き捨てならなかったらしく、そう割って入った。

「ん、リゼたん、どうしたの？」

　小林様は軽い調子でそう尋ねたが、リーゼロッテは顔色悪く、ほんの少し震えながら、恐る恐る問う。

「救国の乙女とそのパートナー……、つ、つまり、私は、本来はフィーネの、そして彼女の愛する者の得るべきだった実績と名誉を、横取りしてしまったということ、ですわよね？」

「いや、魔女が復活してたら犠牲出てたかもしれねーんだし、リーゼロッテはより良いことをしてくれただけだろ？　奪ったもなにもないんじゃ……。なあ詩帆乃？」

　遠藤様の確認を受けた小林様は、力強くうなずいて見せる。

「そうだよリゼたん！　リゼたんが成し遂げたのは、古の魔女の討伐じゃなくて浄化と女神リレナ様の復活だったから、聖女として認められたんだよ。それはリゼたんにしかできなかった偉業なんだから、後ろめたく感じる必要なんかちっともない。ゲームの救国の乙女って別に誰だれが認めた称号でもなくて、ただの二つ名みたいなもんだったし。それにフィーネちゃんって、別に現状でも十分過ぎると思ってそうじゃない？」

「……十分過ぎる、ですか？」

　リーゼロッテは、ふしぎそうに小首をかしげた。

　小林様は、にこりと笑って続ける。

「だってフィーネちゃん、神の声聞こえるじゃん。それって、けっこうな権威じゃないの？　しかもあんなに強くて、王太子夫妻の覚えもめでたく、侯爵夫人に内定してる。更に世間に注目されそうな救国の乙女の二つ名なんて、かえって無い方が平和じゃない？　今からあげるって言っても、断固拒否されるくらいだと思う」

「……確かに。もしそんな二つ名など付けば、今でさえ戸惑っているフィーネが、泣き言を言う姿がありありと目に浮かびますわ」

「だろ。んで、じゃあフィーネのパートナーになったバルドゥールは？　って考えても、救国の乙女の騎士にこそならなかったけど、あいつ一応俺の、異界の神の寵ちよう愛あいを受けた騎士じゃん。それじゃ足りない？」

「……十二分ですわね。たった一度のどんな戦功より、神より授けられし寵愛というのは、はるかに重く扱われますもの」

　小林様と遠藤様のお言葉で、リーゼロッテは目からうろこが落ちたような表情をした。

　すっかり落ち着いた様子の彼女に微笑んで、小林様は話を戻す。

「うん、じゃあ、気にしないってことで。レオン先生の話だったよね。救国の乙女パワーなしに、しかもこんなに早く伯爵位を継いでいるってのは、どんな強引なことをしたんだろう？　ってのと、どうしてそこまで強引なことをする決意を？　てのが、ふしぎじゃない？」

「フィーネ関係なしに、いつかは家との決着はこうするってのが、レオンの運命だったとか……？　あるいは、なんかお粗末だったらしいし、勝手に先代伯爵夫妻が滅びの運命をたどって、レオンがまあそれならって出張ってきた、とか？　どうせなら良い感じに弟育てるかー、みたいな」

　小林様と遠藤様は「うーん？」と、結局はっきりとこうなのだろうとはわからなかったご様子で、首をかしげあった。

　神々であるお二人でさえ知らないことなのだから、その真相は当人のみぞ知るところなのだろう。

　晩秋の感謝祭での古の魔女戦のことも、伯爵位を継ぐにあたってのことも。








◇◇◇　妖よう精せい姫の仲間、あるいは代理もしくは弟子ないしは……？









　晩秋の感謝祭の夜。

　決戦の地である学園の裏庭を囲む森の中を、二人の人影が実に静かに移動していた。

　やがて古の魔女の出現予定地点からはまだかなり離れた位置で、そのうちのひょろりとした影が、ぴたりと歩みを止めた。

　それにつられるように足を止め、ふしぎそうに首をかしげた小柄な方の影エリーザベトに、ひょろりとした影、レオンはきっぱりと宣言する。

「神様とやらがご指名なのは、僕でしょう？　ですから、この先は僕だけで行ってきますよ。師匠はここで、僕の退路の確保をしておいてください」

　エリーザベトは、決戦への参加要請をした段階で、自分もレオンといっしょに戦場に行くつもりでいた。

　それなのに、直前になってそんなことを言われ、狼ろう狽ばいをあらわにして彼に縋すがりつく。

「な、なんで？　そりゃ、私は別に呼ばれてないけど、フィーネちゃんは、私の娘は、あそこにいるのよ？　私だって……」

「師匠ができる程度のこと、全部僕にできるんですよ。あなたの娘さんと、まあ教え子たちくらいは、きちんと護まもります。それよりも、僕は確実に現場から撤退したい。そちらを手伝ってくれた方が、ありがたいです。その分の力を温存して、ここにいてください」

　きっぱりと、堂々と。そう断言したレオンの言葉に、エリーザベトはうつむく。

「そりゃ、私は、レオンくんにとっくに追い抜かれた師匠で、いわば下位互換、だけど……」

「……初恋の妖精姫に、かっこつけたいんですよ」

　その悲し気な表情に、思わず、といった調子で、レオンはぽつりとそう漏らした。

「……はつ、こい」

　ぽかんとした表情でそう呟つぶやいた妖精姫エリーザベトに、妖精姫譲りの美しい笑みを張り付けた顔面を寄せ、レオンは囁ささやく。

「ええ。僕の初恋の相手は、あなたです、妖精姫。あの日あなたにいただいたビスケットは、人生で一番おいしい食べ物でした。しかもあなたは僕に、希望と生き方を示してくれた。恋に落ちて、当然でしょう？　初恋、だったんです」

「え、いや、でもそれ、今関係なくない？」

　じり、とエリーザベトは一歩後ずさったのに、レオンは更に一歩、距離を詰める。

　両者の歩幅の違い故か二人の間隔は更に狭く、吐息がかかるほど。

「関係ありますよ。初恋の相手の願いだから叶かなえるし、初恋の相手には良い所を見せたいから一人で頑張らせて欲しいし、初恋の相手だから……、安全なところで、待っていて欲しいんです」

「は、初恋初恋言い過ぎじゃないかなぁっ!?　言っとくけど、私、アウグスト以外、恋愛的な意味では好きにならないからね!?」

　エリーザベトが思わず叫ぶと、レオンはぱっと身を引き、距離を開けた。

　くすくすと笑いながら、彼はうなずく。

「ええ、重々承知しています。うぬぼれないでくださいよ、師匠。別に僕は、初恋だったとしか言っていません。一五年くらい、前の話です」

　今もなお恋が続いているとまでは言われていないから、振ることはできない。

　交際を求められてもいないから、拒否のしようがない。

　確かにそうだと思い知らされたエリーザベトは、深く、重い、ため息を吐き出す。

「そうかも、だけどさぁ。……ああ、もう、わかったよ。ここで待ってる。レオンくんにお任せする。降参するから、趣味の悪いからかい方するの、やめてくれる？」

「おや残念。では、ここまでにしておきましょうか。……今度こそ、行ってきますね」

　くすりと笑って、くるりと身を翻して。

　一人決戦の地へと歩みを進める弟子に、師は声を張る。

「フィーネちゃんのことも、心配だけど。でもレオンくん、私は、レオンくんのことも、心配なんだからね！　フィーネちゃんたちを護るだけじゃなくて、自分も怪け我がとかしないでね！　そのくらいはレオンくんならできるって信じてるから、引き下がったんだから！　ししょーの期待を裏切るんじゃないよ、弟子！」

「……勝てないなぁ」

　小さく、小さく、口の中でだけそっと音にしたレオンの言葉は、エリーザベトには届かない。

　了承を示すように軽く手を振ったレオンの背を見つめ、無事を祈る彼女は、気づかない。レオンの頬ほおが、先ほどの自分のそれより、よほど赤く染まっていることにも。

　ずっと気づかれないままでその場から立ち去りたかったレオンは、その日、初めて転移の魔法に成功したのだった。

　結局、古いにしえの魔女もとい創世の女神リレナの土下座で終わってしまった決戦後。あまりにいたたまれなくなったレオンがエリーザベトへの報告をフィーネに押し付け逃走を果たすのにも、この新しい魔法は大いに役に立ったとか。







　そんな晩秋の感謝祭の数日後に邪神クオン封印の報が女神リレナよりもたらされた、そこから更に一ヶ月近くが経過した頃ころ。

　レオンは一人、師より受け継いだ学園の隠し部屋へと向かっていた。

　いつものように数多あまたの罠わなを避よけ、抑え、時には一時的に無効化し……ようとしたものの。

「……罠が、外されている……？　……まさかっ！」

　その事実に気が付いたレオンは、いつになく焦った表情で、奥へと走って向かう。

　師匠エリーザベトから受け継いだコレクション。禁呪に関連したそれらは、人に見られればマズイでは済まない。

　だから、厳重に厳重を重ね、隠していた。

　この場所は、知らなければそこにあるとすら気づけないはず。

　この道は、正しい手順を踏まなければ開かれないはず。

　この罠は、自分か、自分と同程度闇の魔法に精通している者でなければ、外せないはず。

　この結界は、事前に登録をしてある自分と師匠しか、通れないはず……！

　だからこの隠し部屋には、自分以外誰も入れるわけがない、はず、だったのに。

「やっほーレオンくーん、待ってたよー」

　レオンの師匠エリーザベトが、当たり前のように隠し部屋の中にいて、いやに軽い調子でそんなことを言ってきたので、レオンは、崩れ落ちた。

　侵入者が他ならぬエリーザベトだった安あん堵どと、ここまで焦らされ無駄に全力ダッシュをさせられた悔しさとで。

「なに、やってんですか……！　いやほんと、本当になに、なにをやってくれやがってんですか師匠……！」

　レオンは、怒りで震える声で、握りこぶしで床を叩たたきながら、そう訊きいた。

　それなのに部屋の中央のソファにだらりと座ったままのエリーザベトは、リラックスしきった気の抜けた声で、しゃあしゃあと答える。

「んー？　待ってた、って言ったじゃん。ちょっとこの前の感謝祭の事をレオンくんとお話ししたかったから、先にここに侵入して読書してたの。あ、罠のこと？　前回はまんまとひっかかったけど、何度も弟子に負けるわけにはいかないからね。ししょーとして、今回は、けっこうがんばっちゃった！」

「がんばったでどうにかされてしまうと、非常に困るんですけどね……」

「そう？　でもまあ、私は闇の魔法になじみがあるし。前回引っ掛かった罠と同じだったし。初めて見る普通の人間は、普通に死ぬんじゃない？」

　えらく気楽な調子でそう言ったエリーザベトに、レオンは、長い、長い、腹の中の疲れと怒りをどうにか追い出そうとするようなため息を吐き出し切った。

　それでようやく気を取り直せたらしい彼は、ゆらりと立ち上がり、ひたり、と師を見据え、低い声で告げる。

「今度は、師匠も死ぬくらいの罠を張っておきましょう。侵入者もろとも、部屋が爆発炎上するくらいの物を。この部屋の中身を他人に知られるくらいなら、全すべて燃やし尽くした方がマシだと、よくよく痛感したので。この部屋に用がある時は、事前に連絡をください」

　さすがに頬を引ひき攣つらせ、けれど声音はどうにか明るく保とうと頑張りながら、エリーザベトは笑う。

「あ、あはは、やだー、弟子が物騒ー。……え、本気でやるの？　できるの？　ここ一応、ギリギリ学園の敷地内なのに？　学園の諸もろ々もろのセキュリティ、出し抜けるってこと？　そんなことできるんじゃ、レオンくんその気になれば学園の人間殺したい放題じゃん。それもう、天才どころの話じゃなくない？　神様にご指名受けるって時点でそんな気はしてたけど、私の弟子、強すぎ……？」

「あなたが通っていた頃の学園とは、事情も違います。先日、ここのセキュリティが崩れたんですよ。古の魔女討伐のためにわざと緩めた部分もあるんですけど、魔女が前々から学園に潜んであれこれやっていたらしく、一部壊されていたとかで。直しはしましたが、復旧には我々教員も携わったので、僕なら可能かなと」

　レオンの説明を受けたエリーザベトは、ぽんと手を打った。

「ああ……、あの後学園がしばらく休暇になったの、そんな事情もあったんだ。いやに長いとは思った。あ、その長い休暇中に、うちのフィーネちゃんがバルドゥールくんと婚約したよ！」

「知ってます。教師が必死こいて駆けずり回ってたってのに、いいご身分で」

　はん、とシニカルに笑った弟子の肩を慰めるように叩きながら、エリーザベトは朗らかに笑う。

「あははっ、ごめんね！　……しかし、今以上の罠ってなると、もうさすがに無理だなぁ。レオンくん、優秀だねぇ」

　寂し気な表情に変わりそう呟いたエリーザベトに、今度はレオンが、明るく微笑ほほえんで見せる。

「ありがとうございます。なにせ、師匠の教えが良かったもので」

「やだー。嘘うそだよぉー。ししょー関係ないよー。私、実際、魔法のことはそんなにレオンくんに教えてあげてないしー。私直伝って言い張れるの、作り笑いのコツくらいだよー。私は実力が足りなくて禁呪にまで手を出したタイプだけどさ？　レオンくんはたぶんフツーに元々才能あったところに禁呪足しちゃったから……、こう……、割と人間辞めてるレベルにまで育っちゃった気がするんだよね……」

　遠い目になった師の泣き言に、レオンは呆あきれたように返す。

「そう思うんなら、僕に負けたくないとか言って人が仕掛けた罠に挑まないでくださいよ。前回と罠変わってたら、どうするつもりだったんです？　実際に今日、僕はここの防備の強化をするつもりで、ここに潜ったんですけど。師匠、明日来てたら死んでましたよ。次は絶対、事前連絡をください。ここじゃなくて僕に用があるのなら、ここ以外でお会いしましょう」

「うわぁ……。はい、罠を突破しようとするのは、止やめます。ここには、二度と勝手に侵入しません。っても、さすがにレオンくんと直接会うなんて……。あ、フィーネちゃんの保護者面談とか？　あの子そろそろ親呼び出されるくらいに成績ヤバイの？」

「いいえ。大変優秀な生徒であるリーゼロッテ・リーフェンシュタールさんの指導を受けている限り、卒業は約束されたようなものですよ」

　問われたレオンは、師匠譲りの綺き麗れいな笑顔で、そう述べた。

　聞いたエリーザベトは、堂に入った綺麗な笑みを返す。

「つまり、リーゼロッテちゃんに見捨てられたり、ちょっと油断したりしたら、卒業も危ういってことね。わかったわ。もうちょっと頑張るように言っておく」

　にこり、にこり、と綺麗な笑みを交わし合った師弟は、ほぼ同時に互いから視線を外し、肩の力を抜いた。

　エリーザベトは、小首をかしげて、尋ねる。

「けど、学園生の保護者と学園の教師として、でもなければ、私がレオンくんに表で会ったり手紙出したりしたら、変に注目されちゃうじゃない？　こちとら元妖よう精せい姫でしかも未亡人よ？　どんな噂うわさが立つか……。本当に、良いの？　レオンくん、目立ちたくないんでしょ？」

「良いですよ。手紙でもなんでも。そろそろ、【目立たない】は諦あきらめようかなって、思っていますから」

　レオンはさらりとそう言ったが、聞いたエリーザベトは驚きよう愕がくに目を見開き、わかりやすくオロオロする。

「えっ、なんで。ごめん。や、やっぱりあの日？　感謝祭の日の、古の魔女との戦い？　レオンくんが神様に指名されるレベルに優秀な魔導師だって、シャッヘ伯爵家にバレた？　やっぱりレオンくんじゃなくて、私が行けば……」

「違います師匠。落ち着いてください。父からも継まま母ははからも、特に刺客とかなにも届いてないので、それはないです。……まあ、今日は、そうかなって、焦りましたけど。誰かさんが、人の一番隠しておきたい場所に、端はなから罠無効化して侵入してくれやがったので。僕を利用したくなった父が僕の弱みを握るために盗賊でも寄よ越こしたか、僕を殺したくなった継母が暗殺者でも送り込んで来たかと」

　表情は微笑みなのに、目の奥は冷え切っていて、言葉は実にわかりやすい嫌味。

　それを受けたエリーザベトは、実に気まずそうに頭を下げる。

「それは……、ごめん。いやほんと、反省しています。二度としません。しないってば。できないし」

　レオンは軽いため息を吐ついた。

「いいですよ。まあ、そういう心配とかをずっと抱え続けているのに、そろそろ飽きてきたのもあって。あの家、どうにかしようかなと」

「……どうにか、できるの？」

　不安げに問うたエリーザベトに、レオンはなんでも無いように答える。

「しますよ。このままじゃ、堂々と惚ほれた女を口説くことも、表立って会うことすらできないので。そろそろ、本気を出します」

「私も手伝う……、って、言いづらいわねそれ。レオンくんが本気を出したら、なんか最終的に私が困ることになる気がする、というのは、うぬぼれかしら……？」

「さあ？　ま、惚れた女にいつまでも人に頼りきりの子どもだとは思われたくないので、これに関して、師匠の手を借りる気は一切ないと、宣言しておきましょうか」

「そ、そうなの……。え、でも、ほら、私、さすがに人脈くらいは、まだレオンくんに勝ってると思うんだけど……」

　心配そうにそう告げたエリーザベトに、レオンは実に良い笑顔を返す。

「師匠。この学園って、ありとあらゆる貴族や時に王族の子女が、通っているんですよ」

「そう、ね？」

「でもこの学園の生徒たちって、まだ未熟で、色々失敗もするんですよね。みんな思春期なので、色恋関連の揉もめ事ごとも、割と頻繁に起きます」

「まあ、そうでしょうねぇ」

「で、僕、ここの教師で、しかも師匠曰いわく割と人間辞めてるレベルの闇の魔法使いなんですよ」

「ええ、そうよね……、ってまさか」

「闇の魔法って便利ですよね。色々なあれこれの痕こん跡せきを消したり、人の心を歪ゆがめたり、人の記憶を探ったり弄いじったりできて」

「……そういうことぉ」

　最初は、ふしぎそうに。けれど段々と理解をした様子で相あい槌づちを打ったエリーザベトに、レオンはただ、にこりと微笑みを返した。

　それで全てを察した彼女は、しみじみとうなずく。

「そっか……、それで得た人脈は、妖精姫でもちょっと勝てないね。強度が違うもん。返し切れないほどの恩なのか、致命的なまでの弱みなのかは、わかんないけど。……本当に、おっきくなったねぇ、レオンくん！」

　負けた、とばかりにすがすがしく笑った師匠に、弟子は心底嬉うれしそうに笑って見せた。








幕まく間あい









　昨年の晩秋のことなどもはや懐かしさを感じる春、私とリーゼロッテの結婚式当日の午後。爽さわやかな風が吹き抜ける城の庭園で。

　晩秋の舞踏会からのレオン先生もといカールヒェンさんに関して、結局なにもわからなかった私たちは、首をかしげることしかできない。

　そんな中ふと、リーゼロッテが何かを思い出したかのようにぽんと手を打った。

「そういえば、夜会で見かけることは一切ないのですけれど……、レオン・シャッヘ伯爵は、リーフェンシュタール侯爵家には、たまにいらしているようですわ。なんでも、実は妖精姫の信奉者だったそうで。母の絵を見に来たり、……言い方は悪くなってしまうのですけれど、エリーザベト様に貢ぎに来たり、しているようです」

　リーゼロッテがそう言うと、小こ林ばやし様は嬉し気に笑う。

「へー、そっかー、推し活は良いよね！　じゃあ、とにかく、レオン先生は今は割と良い感じに日々を楽しんでいるっぽい、ってことで！」

「だな。よくわかんないけど、とにかくギスギスした実家の事が片付いたんだもんな。よかったな、おめでとう！　ってことで良いよな」

　遠えん藤どう様もそうまとめられたので、さて、次の話題は……、という空気になったところで、私はずっと気になっていたことを切り出す。

「そういえば、碧あお人とくんと小林さんは一度、冬にフィーネ嬢のところに行ったよね？」

「え、ジークなんで知って……、あ」

　うっかりとその事実を認めることを言ってしまったらしく、小林様は、はっと口を押さえた。

　別に、悪いことをしたわけではないのに。

　私は微笑んで告げる。

「フィーネ嬢がね、冬休みの直後に『自白しておいた方が罪が軽くなる気がするので……』と言って、教えてくれたんだ」

「ご、ごめんねジーク。私も、あ、ジークがいないなーとは、思ったんだけど、【道】が通じたのもほんと偶然だったし、その時は視点役の寵ちよう愛あい持ちが二人ともフィーネちゃんの傍そばにいたから……」

「そう、わざとじゃないんだ。でもごめん。ただ、その時にはもう、リレナがジークとリーゼロッテの結婚式には連れて行ってくれるって約束してくれてたんだよ。だから、まあ今日会えるしって思いが、正直あって……」

「ジークをないがしろにするつもりはなかったんだよ？　まあ、どうにかジークに会う努力をしなかったとか、せめて伝言くらい、とか、怒られても仕方ないんだけど……」

　心底申し訳なさそうに畳みかけてきた小林様と遠藤様に、笑い声が漏れてしまう。

「ふ、ふふふ。そんなに必死に言い訳をされてしまうと、まるでやましい部分があったかのようだよ？　わざとではなかったのだから、私は怒ってないよ」

「いや、怒るっていうか、拗すねちゃわなかった？　っていうか……」

「あー、そうそう冬休みの話な。リーフェンシュタール侯爵領で、雪が降った日のあれな。ファビアンとツェツィーリエがあんな風になってるなんて、ちょっとびっくりだったよなー」

　迂う闊かつに図星を突ついてきた小林様へのフォローか、拗ねる、などという恥ずかしい行動を看破された私へのフォローか。

　遠藤様は、えらく強引に小林様のお言葉を遮った。

「うん、【てちたん】ことツェツィーリエちゃんね。強かったよねぇ」

　小林様は遠藤様の誘導に従ってそう言いけらけらと笑ったが、ツェツィーリエ嬢の姉であるリーゼロッテは気まずげにため息を吐つく。

「お恥ずかしいですわ。あの子は、変にリーフェンシュタールの気質が強く出てしまったようで……。まあ、ファビアンくんと出会うまでは、何事にも無気力で、どこかぼーっとしていたあの子が、彼のためならばと、どんな努力でもできるようになったのは、良い事なのでしょうけど……」

「なにかと狙われやすいファビアンの隣に立つには、それなりの技量と覚悟が必要だからね。それほどの情熱を持ってくれる子がいてくれてよかったと、私は思うよ」

　何年後だろうと、絶対にファビアンのことを手放さないだろうし。

　家族思いのリーゼロッテが、妹君がそれほど想おもう相手と、どうこうなるわけがないし。

　なんて、心の狭い本音は、きちんと心の奥にしまっておいたのに。

「それもそうですわね。ファビアンくんが嫌にならない程度に気をつけるようにと釘くぎは刺さなければでしょうけど、二人の出会いは、良い物だった思いますわ」

　リーゼロッテは満足そうにそう返してくれたが、遠藤様と小林様の視線は、どこか呆れたようなものだった。……心が狭い自覚はあるので、その視線は止やめて欲しい。

「んんっ。さてそれじゃあ、その事も含め、王城での感謝祭が終わってから今日まで、どんなことがあったかの話をしようか」

　お二方の視線を払うように一つ咳せき払ばらいをしてから、私はそう切り出した。








◆◆◆　結婚式までのお話









【一二月／二学期】二人見上げた夜空の星は




　晩秋の感謝祭から、約一ヶ月。

　いよいよ本格的な冬の寒さの中、学園にて、とあるイベントが開催されている。

　星夜祭。冬の夜、澄んだ空に輝く星を眺めようという祭りだ。

　寒さの厳しくなる折の催し物のため、学園の庭の中央にはいくつもの焚たき火びが焚たかれ、そこで暖をとれるようになっている。

　そこに集う生徒たちの群れの中で、わいわいと行われる談笑に交じる気には、なんだかなれなくて。

　私は、一人誰もいない裏庭に行きベンチに腰掛け、キラキラと瞬く空の星を、その遥はるか彼方かなたにおられる異界の神々遠えん藤どう様と小こ林ばやし様の事を思いながら眺めていた。

　今日の星は美しい、はずなのだけれど。なんだか心が動かされず、ぼーっとしてしまう。

「ジークヴァルト殿下、こんなところにいらっしゃいましたのね」

　ふいにかけられた声に、びくりと肩を跳ねさせてしまった。

　慌てて声の主を見れば、私の婚約者のリーゼロッテだ。

「その……、私があちらにいると、皆に気を使わせてしまうからね」

　どうにかひねり出したそんな言い訳も、嘘うそではないのだけれども。

　それがすべてではないために気まずく視線を逸そらせた私を気にした様子もなく、すとんと私の隣に腰を掛けたリーゼロッテは、淡々と告げる。

「だとしても、供の一人も連れないでこんな所にいらっしゃるのは、不用心というものですわ。……せめて、私くらいは、常にお傍そばに置いておいた方がよろしいかと」

　そう言ったリーゼロッテの表情は、ツンと澄ましたものだったけれど。

　内容のあまりのかわいらしさに、私はくすりと笑ってしまった。

　春先の彼女であれば、後半の本音については、自分から言葉になどしてくれなかっただろうな。

　いや、彼女が本音を言葉にできる前に、私が謝罪をして、気まずい空気になってしまっていたかもしれない。春より前ならば、きっとそうだった。

　けれど、春から晩秋まで、私を支え続けてくれたあの二人の声が、私たちの関係を、ここまで良い状態に導いてくれたのだ。

　それなのに、今はもう……。

「……寂しいような気がしますわね」

　ぎくり。

　私の内心を見透かしたようなリーゼロッテの言葉に、身をすくませた私に気づいているのかいないのか。彼女はただ星々を見上げ、言葉を続ける。

「冬の澄んだ空気は心ここ地ちいいですが、やはりこの時期はどうしたって、動植物の気配が希薄になって、寂しいような心地になりますわ」

　ああ、私が神々のことを懐かしみ、その不在を寂しがっていることを、察されたのではなかったか。

　そう安あん堵どの息をこっそりと吐いた私にちらりと視線をやり、リーゼロッテは首をかしげる。

「ジークヴァルト殿下も、そうは思いませんこと？」

「そう、だね。……寂しい、気がするね」

　否定するのもおかしなことかと、本音のギリギリを突くような言葉に内心動揺しながらも、私はなんとかそう言った。

「ようやく、言葉にしてくださいましたわね」

　にこり、と、笑んだ彼女は、いったいどこまで見透かしているのか。

　硬直する私に、リーゼロッテはゆっくりと語り掛ける。

「感情は、たまには言葉にした方が良いのです。自分の中にだけ抱え込んでいると、澱よどんで、歪んで、捻ねじれて、……気が付いた時には、もうどうしようもなくなっていることもあるのです。私など、古いにしえの魔女にこの身を乗っ取られるところでしたわ」

　くすりと笑ったリーゼロッテの真意と気づかいに、泣きそうになるのを、ぐっと堪こらえる。

　やはり彼女は、私があの方々を恋しがっていることをわかっていた。

　けれどそれを言葉にはできない私をもわかって、内心を吐き出す言葉を、そうではない形で引き出してくれた。

　リーゼロッテは、ふうとため息を吐ついて、続ける。

「ジークヴァルト殿下も私も……、いえ、王侯貴族の子女すべてでしょうか。喜怒哀楽をあからさまに表に出すことは、良くないと教わってきましたわね。内心のどんな動揺だって押し隠し、いつでも優雅に微笑ほほえんで見せろと。職務の面ではそうすべきなのでしょう。貴族社会など、隙を見せた人間から蹴け落おとされますもの」

　そこまで言ったリーゼロッテは、ぴたりと私に視線を合わせ、真しん摯しに告げる。

「けれど……、私たちの関係は、家族あるいは家族になる間柄というのは、その原則の外にあるのではないかと。逆にそんな原則を持ち込んでは、息が詰まり、破は綻たんしてしまうのではないかと。そう愚考いたしますわ」

　そう、なのだろうか。

　ああでも、確かに春先までは、そのせいで破綻しかけていたのかもしれない。

　彼女の愛らしい本音が暴かれたことで、私たちの関係は著しく改善したと言える。

　私が確かな説得力を感じたのが伝わったのか、リーゼロッテはふわりと微笑む。

「つらいことは、共に背負いましょう。嬉うれしいことは、共に喜びましょう。心の内を吐露し合って、本音を告げ合いましょう。春までの私たちに足りていなかったのは、きっとそんなことなのですわ」

「……寂しいよ。寂しいんだ、リーゼ。……だって、大切な友との繋つながりが、切れてしまったんだ。大好きで、尊敬していて、ありがたくて、……ずっと、ずっと、ずっといっしょにありたかったのに」

　彼女の優しい笑みにつられるように、私は思わず、本音を吐き出していた。

「それほどの友と出会えたなど、素晴らしい幸運ですわね。さぞや、ステキな方々だったのでしょう」

　どこまでも穏やかな声音の応答に励まされるように、私はうなずく。

「ああ。それはもう、思慮深く知識は広く、心優しく、勇気も備えていらっしゃった。それに、そう、そうだね、感情表現の豊かな方々だったな。それはもう全力で、私たちの幸福に喜び笑い、私たちの不幸に嘆き泣き、私たちの敵には苛か烈れつな怒りも見せていたな……」

　ダメだ。

　あの方々の事を、もうこの一ヶ月もお声を聴けていない友の事を話していると、涙がこぼれてしまいそうだ。

　先ほどのリーゼロッテの助言に従えば、我慢しなくて良いのだろうけど。でもどうしてもまだ私の中に残っている抵抗感から、涙をこぼすまいと星を見上げる。

「そう、だね。私が表に出せない感情の分まで、彼と彼女は語ってくれていたみたいだ。おかげで、自分の中にだけ抱え込まずに済んでいたのだろう。そういう意味でも、大いに助けられていたんだな……」

　そう言った自分の声が、震えている自覚はある。

　それを落ち着ける様にゆっくりと息を吐いてから、言葉を紡ぐ。

「あの声がないことに、慣れなくてはと、彼らがいなくともやっていけるようにならなくてはと、わかってはいるのだけれど……。……それでも、やっぱりどうしても、寂しい、と、思ってしまう」

「当然ですわ。それだけ、その方々の存在が、ジークヴァルト殿下にとって、大きかったのでしょうから。……寂しいですわね……」

　柔らかく同意してくれたリーゼロッテの優しい声に、私の我慢は決壊した。

　どうしても止められず頬ほおを伝う涙が、この夜の闇やみで見えなければいい。

　明るすぎる程の月と星々の輝きから顔を逸らせうつむき、私はそう願う。

「……これは、古の魔女の手口の話、なのですけれども」

　……？

　リーゼロッテは、突然なんの話を始めたのだろう？

　よくわからない切り出し方に内心首をかしげる私に、リーゼロッテはゆっくりと告げる。

「自身の感情に寄り添った言葉をまずかけられてから、すいっと他の方向に誘導するような言葉を重ねられると、そちらに引きずられそうになるのです。私はあなた様の愛を得られないことに苦しみ、そこからフィーネへの逆恨みへと繋げられ、最後はこの世界までも敵と思い込むところでしたわ」

「リ、リーゼ」

　物騒な話に思わず顔と声を上げた私の視線の先のリーゼロッテは、けれど気にした風もなく、なんでもない事のように首を振る。

「ああ、大丈夫です。愛を得られない、の部分がどうやら間違っていたと、今はわかっているので。ただ、この、私もまんまとはめられそうになった手口を、真ま似ねさせていただきますわね、という、宣言です」

「……真似。えっと、それはどういう……？」

　首をかしげた私に、リーゼロッテはにこりと微笑む。

「ジークヴァルト殿下、そのご友人にお会いできないことは、この上なく寂しいですわね。……その分、再会が、とても楽しみですわね」

「……そう。そう、かもしれない。もし再び縁を繋げ、たら……」

「繋げますわよ！　まずジークがそう信じねば、繋がる物も繋がりませんわ！　再会が、楽しみですわね。次にそのご友人方と会えたら、どんなことを話しましょうか？」

　弱気な言葉も、再びうつむきそうになった私も遮って、リーゼロッテは楽し気にそう尋ねた。

　寂しい、に寄り添って、次の楽しみに、リーゼロッテは私を誘導しようとしてくれているのか。

　次。その時どうするかなんて、考えもしてなかったな……。

　ゆっくりと、言葉にしながら考えてみる。

「……そう、だなぁ……。これまで、会話、というか、こちらから質問をすることは許されていなかったから、色々と訊きいてみたい、かな……？」

「あら、良いですわね。具体的には、どんなことを？」

「……お二方は、なんだか距離が縮まったような気がするけれど、婚約でも結ばれたのかな、とか」

「それは確かに気になりますわね……。他には？」

「神々の世界の……、ああ、いや、そんなことはどうでもいいな。ただ、そう、友人、と、思って良いのならば、好きな物、苦手な事、そんな他愛のないあの方々についての……、いや、いっそ内容なんかどうでも良いか。ただ、あの方々とおしゃべりができれば。それだけで、楽しくて、しあわせだろうな」

　リーゼロッテの相あい槌づちに促される形で、私は考えを言葉にしていき、そう締めくくった。

「それは、もはや愛する人に対して言うことですわよ」

　少し不服そうにそう言ったリーゼロッテに、その愛らしい嫉しつ妬とに、思わず笑いが漏れる。

　ああ、かわいいな。

　そうだ。小林様は、リーゼロッテの事をとても好んでいたようだから、リーゼロッテがいかにかわいいかを、語り合ってもいいかもしれない。

　そして、それはとても……。

「……うん。とても楽しみだな」

「ええ、楽しみですわね」

　強がりではなく心からそう思えて言えば、リーゼロッテもすぐに同意してくれた。

　そうだな。寂しいけれど、その分楽しみだ。

　そう。また会おうと約束したのだ。

　再会を、楽しみにしておこうではないか。

　寂しい期間を共に寄り添い、嬉しい瞬間を共に待ってくれる、この愛いとしい人といっしょに。

「ありがとう、リーゼ」

「ええ、どういたしまして」

　そう思わせてくれた愛しい彼女へ感謝の言葉をかければ、リーゼロッテは、私の前向きに変わった心に寄り添うような、あたたかな笑みを返してくれた。

　二人見上げた星空が、この上なく美しく思えた夜だった。







【一二月／冬休み】リーフェンシュタールの流儀




　約一週間の学園の冬期休暇。

　フィーネは、バルドゥール、リーゼロッテ、リーフェンシュタール侯爵家の末娘ツェツィーリエとその婚約者であるファビアンとともに、リーフェンシュタール侯爵家領地の城に帰省していた。

　夜間にひどく雪の降ったその翌日。

　早朝から、リーフェンシュタール城はいつにない騒がしさに包まれつつある。

「おいおい、結婚準備にかまけているうちに、ちょっと鈍ったんじゃないか、リーゼロッテ？　それでよく『ジークヴァルト殿下のことは、私が一番側そば近くで生涯守ってみせる』だなどと言えたものだな」

「まあバルドゥール、見習いとはいえ王国の騎士であるあなたを簡単に打ち負かしては恥をかかせてしまうかと遠慮した私の優しさが、あなたには伝わらなかったようね？　……少しばかり本気で行くわよ！」

「はっ、手加減など無用だ。全力で来い！」

「ちょ、バル先輩、お姉様、いくらヒーラーの私がいるからって、あんまり無茶しないでくださいねー!?　……いやこれ聞いてないな。ダメっぽい」

　城裏手の演習場、その中央で睨にらみ合うバルドゥールとリーゼロッテは互いを挑発し合って苛烈に槍やりと剣をぶつけ合い、それを端で見守るフィーネは声を張り上げたが、ものの見事に無視された。

「ま、まあ、お姉様、急に復活した女神様のせいで結婚式急がなきゃいけなくなって、ここのところ忙しそうだったもんね。王都のお屋敷じゃ、いくら広くても街中だから、あんまり派手な音とかは出せないし……。だから、まあ、ようやくの息抜きとストレス解消に、バル先輩が思い切り付き合ってあげてる、的な……？」

　フィーネはそんな風に理屈をつけ、とは言えあまりに激しすぎてただ本気で喧けん嘩かをしているように見えるその現場を、どうにか納得しようと試みる。

「うん、お姉様、すっごいイキイキしてるし楽しそう！　だから、良い、……良いのかなぁ？　いくらけがは治せるって言っても、もうすぐ王太子妃になるお姉様が、あんなに大暴れして……。いやもしや、王太子妃になる前にしとけ、ってことかな？　……ていうか、問題は、こんなに楽しそうなお姉様の姿を、ジークヴァルト殿下が見られていないことな気がしてきた。あの人意外と心狭いんだよなぁ……」

　フィーネがそう呟つぶやく間にも、リーゼロッテとバルドゥールの手合わせは激化していく。

「あ。魔法まで使いだした。危ないなぁ。いやまあ最初っから真剣使ってたし、元々安全ではないだろうけど。二人とも互いの力量はわかっているだろうしそこまで無茶するタイプでもないけど、これ、万が一のときに私だけでどうにかできるのかな……？」

　恐々とそう呟いたフィーネは、ふと何かに気が付いたようにぽんと手を打った。

「っていうか、王城なら私以外にも治癒魔法得意な人いっぱいいるし、あそこでやればいいじゃん。あそこなら、リーフェンシュタールの別邸より庭広くて騎士団もいるからいくらでもごまかせるだろうし、ジークヴァルト殿下も見守れるし。まあお姉様は、むしろ殿下には見せたくないんだろうけど……」

　フィーネはぶつぶつと不満げに愚痴を漏らしてから、ふいに柔らかな笑みを浮かべた。

「でも、こんなにイキイキと綺き麗れいなお姉様を見たら、むしろ惚ほれ直すと思うんだけどな。はあ、本当に綺麗。私ももっと、こういう風に美しく戦えるようになりたいなぁ……」

　うっとりとしたため息とともにリーゼロッテを見つめたフィーネは、うんうんとうなずきながら一人呟く。

「やっぱり殿下も、この、苛烈で美しい戦うお姉様のお姿、見た方が良いよね。今回は学園卒業、成人王族としての仕事を始めるための準備、急きゆう遽きよの結婚式のための諸もろ々もろの調整と重なったせいで、こっちに来られなかったけど。今度お父様に、お城の騎士団の演習にお姉様が交ざれないか訊いてみようかな？　殿下拗すねそうだし」
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　そう結論を出したフィーネは、いよいよ互いに遠慮なしの魔法まで使い、正に全力でぶつかり合う二人から視線を外した。そして次はその反対側、演習場の端に残された手つかずの雪に群がる子どもたちを見る。

「私たちは雪だるまを作る。ファビアンが雪だるまって言ったんだから、それはもう決定事項」

「ツェツィーリエ、そりゃお客様の意見も大事だけど、こんなに人数いるんだからもっと派手に大胆に遊ぼうよ。どうせ作るなら、かまくらとか……」

「待ってカトリナ、ファビアンくんに魔法使ってもらえば、こうガーっと雪寄せて山作れるんじゃない？　みんなでソリかスキーでもしようよ」

「え、アデリナ天才！　城の表から持ってくれば、あっちの雪かきも終わるじゃん！」

「でしょー？」

「アデリナ、カトリナ、勝手にファビアンを利用しようとしないで。だいたい、ファビアンはリーフェンシュタールの野蛮人たちとは違うの。本物の天才であるファビアンがこれから作るだろう芸術作品の側で暴れようとしないでよ殺すぞ」

「いやっ、あの、僕はどっちでも……」

　フィーネの視線の先では、ツェツィーリエとアデリナとカトリナがそんな風に口論を交わし、ファビアンがおろおろしていた。

「うっわ、今殺すぞって言った？　まったく、野蛮なのは誰だれよてち」

　カトリナが顔をしかめながらそう言った瞬間、ツェツィーリエの瞳ひとみがぎっと吊つり上がる。

「てちって呼ばないでカトリナ。私は、ツェツィーリエ！」

「はいはい、そんなに怒らない怒らないてちたん」

「……アデリナ、喧嘩なら買うけど？」

　すとんと低く変じた声で姉たちを威嚇したツェツィーリエを、双子はハッと鼻で笑う。

「ねーカトリナ、ちょーっと前まで自分の名前もまともに言えなくて、てちだのてちたんだの自称していた小さな末っ子が、婚約者ができた途端にずいぶん生意気な口をきくようになったと思わない？」

「そうだねアデリナ。鍛錬からも勉強からも逃げて昼寝ばっかりしてた無気力で甘ったれのツェツィーリエちゃんが、惚れた相手の前だからってさっきからずいぶんかっこつけてるよねー？」

　うなずき合いながら嘲ちよう笑しようする姉たちを静かにまっすぐに睨み返し、ツェツィーリエは淡々と告げる。

「【護まもるもの】が定まったら変わるのが、リーフェンシュタールの性質。私はもう、てちじゃない。アデリナとカトリナより先にお父様と国王陛下に認められて騎士見習いになって、王都にも行ってる。過去の私にしか勝てないからってもう過ぎた過去ばかり持ち出すのは、みっともないんじゃない？」

「は？　さすがに調子づきすぎじゃない？　もしかして、王都のザコどもと遊んでいるうちに、リーフェンシュタール一門の強さ、忘れちゃった？」

「モンスターもろくに出ないようなぬるい環境で騎士ごっこしてるうちに、自分が特別強いとでも思いこんじゃったのかな？　今こそ偉大なお姉様たちが、その鼻っ柱へし折ってあげようか？」

　こちらもすんと冷たいまなざしに変わったアデリナとカトリナが、そう応じた。

　バチバチと、三姉妹がそれぞれ練り上げている魔力が中空でぶつかり合い、爆はぜる。

「うわぁ、あっちもか。血の気が多いなー、リーフェンシュタール。……でももしや、みんなああってことは、これが戦闘民族リーフェンシュタール流のコミュニケーション術？　拳こぶしと拳で語り合う、的な。喧嘩するほど仲がいい、みたいな。……本人たちはなんだかんだ楽しんでるっぽいけど、見てる方はこわいし、ヤダなぁ」

　フィーネはそんな独り言を口にしながら、引ひき攣つった笑みを浮かべた。

「雪合戦！　しましょう！」

　瞬間、ファビアンが三人の中に割って入っていき、そう叫んだ。

「魔法をぶつけあうのは、ダメです。喧嘩ならほら、ここにある雪で、決着つけましょう。僕はツェツィちゃんと組みますので、アデリナさんとカトリナさんはお二人で。雪合戦です。えっと、コートは確かこんな感じの……？　こんなもん、……かな？　あ、あと、確か旗がいる……？」

　ファビアンはそう言いながらサッ、サッと杖つえを振るい魔法を繰り広げ雪を踊らせ色を変え、手早く雪合戦用のコートを作り上げていく。

　左右対称に、センターライン、バックライン、エンドライン、いくつかのシェルターが次々に出現していく様を、ツェツィーリエは得意げな表情で、アデリナとカトリナは驚きよう愕がくの表情で眺めた。

　ファビアンが手を止めた途端にぱちぱちと拍手をするのは、ツェツィーリエ。

「さすがファビアンは天才。魔力量に恵まれているだけでなく、コントロールも繊細で美しい。愛してる」

「あ、ありがとツェツィちゃん。いや、今のはそんな大したことじゃないんだけど……」

「これを大したことないと言えるなんて、やっぱりファビアンは大天才。結婚して」

「うん、いつかしようね、結婚。この前両家で正式な婚約も結んだんだから、むしろしてくれなかったら困るかな」

「はいはいいちゃつかないそこの二人ー」

「あっちに旗あったよー。これでいい？」

　甘い空気を醸しつつあったツェツィーリエとファビアンに割って入るように、アデリナとカトリナがそう言った。

　二人の手には、演習場の備品庫の中にあったらしい赤と青の旗。

　それを受け取ったファビアンが、邪魔されてじとりと不機嫌な表情のツェツィーリエを背で遮り、魔法で雪合戦のコートを仕上げていく。

「あ、ちょうどいいですね！　ありがとうございます。えーと、……こうして、こう……。これで、完成、かな？　僕が作ったフィールドなので、どっちの陣地が良いかは、お姉さんたちが選んでください。両方同じように作ったつもりではありますが……」

「私たちもどっちでもいいけど……、どうする、カトリナ？」

「んー、じゃあ、なんとなく赤で！」

「じゃあ、私たちが青。ふふ、青はファビアンと私の目の色。いい感じ。この旗は、絶対に守り抜いてみせる……！」

「ツェツィちゃん、勝っても負けても、ここの使用人の方たちのためにも、僕雪かきするつもりだよ？　山にするよ？　雪だるまは、その後で作ればいいんだし」

「うん、もちろんファビアンのことも、私が守り抜いてみせるからね……！」

「うん、あんまり聞いてないね。いつものことだけど。ツェツィちゃんは僕のことになると、急に冷静さを失うなぁ……」

　決意に燃えるツェツィーリエに苦笑したファビアンは、くるりとアデリナとカトリナの方を向き、微笑ほほえむ。

「ツェツィちゃんはなんか燃えてるんですけど、そんなわけで、僕はこの雪合戦も遊びだと思っているので、仲良く楽しくやりましょう。攻撃魔法は禁止で」

「ええっ!?」

「それじゃツェツィーリエを叩たたきのめせないじゃん！」

　不満をあらわにした双子に、ファビアンは更ににっこりと微笑み、告げる。

「僕のかわいい婚約者を、叩きのめそうとしないでください。言っておきますけど、攻撃魔法を可とするなら、僕、ここら辺一体雪崩なだれで飲み込ませること、できますよ。瞬殺されるのは、アデリナさんとカトリナさんだと思いますが」

「はああファビアン、かっこいぃい！　大好き！　今すぐに私と結婚して！」

「ツェツィちゃんの気持ちは嬉うれしいけど、法律的に今すぐは無理かなぁ……」

「……なんっか腹立つね、アデリナ」

「そうだねカトリナ。てちたんだけじゃなく、ファビアンくんも、けっこう生意気」

「もう、ハンデくれやがったことを後悔するくらいまでボコボコにするしかなくない？」

「それ。うちらのこと侮り過ぎ。攻撃魔法禁止ってことは、身体強化はＯＫってことだよね？」

「ふっ、姉たちこそ、ファビアンを侮らない方が良い。私の最愛の旦だん那な様は、防御をさせても強い」

　この上ないドヤ顔でそう言い放ったツェツィーリエに、ファビアンは苦笑する。

「うん、まだ僕ら結婚してないよ、ツェツィちゃん。うーん、でも確かに、バリアを使っても瞬殺できちゃいそうだな。そしたら僕、杖は……、あ、フィーネお姉ちゃん、僕の杖、持っててもらっていい？」

「っはあー!?　クッソ生意気！　私たちの相手は、杖なしで十分って？　カトリナ、あいつら、ボコすよ！」

「了解アデリナ、徹底的にやろう！　その油断が命取りだと思え！」

「あははっ、杖がなくても直接触れば、ツェツィちゃんに魔力を分けることくらいはできますから！」

「むしろファビアンがなにもせずとも、そこにいてくれるだけで私は無敵。絶対に守り抜いてみせる。これは、私の生涯の誓い……！」

　突然ファビアンの杖を渡されたフィーネが目を白黒させているうちに、アデリナとカトリナとファビアンとツェツィーリエは各々そんなことを言い合い、コートに散っていく。

「おおお……、すごい。ファビアンきゅんが、杖を置いて遊んでますね……！」

　その瞬間に聞こえてきた異界の女神こと小こ林ばやし詩し帆ほ乃のの声に、フィーネは硬直した。

「うえっ、え、ヤバ！　神様、めっちゃ久しぶりでは!?　ってか、なんでこっちに……、あ、お姉様もバル先輩もここにいるから!?　えっ、どうしよ。ジークヴァルト殿下、ここ、来れないんですが！　絶対バレたら殿下が拗ねるやつじゃん、これ！」

　それこそ、ジークヴァルトの知らないリーゼロッテの美しさどころではないその事態。

　晩秋、女神リレナの復活と邪神クオンの封印後しばらく聞こえてこなかった神々の声。

　フィーネよりも付き合いの長かったジークヴァルトが、失った以後、日々切なげに中空を見上げては祈りを捧ささげるほどに、大切にし渇望している、それ。

　それが突然再び聞こえてきたフィーネはわたわたとうろたえているが、そんなのは聞いているのかいないのか、実に軽快に、あまりにかつてのいつもの通りに、まるでなんの感慨もないかのように、碧あお人とと詩帆乃の声は、響き続ける。

「ファビアンの杖って、今フィーネが持ってる、あの弓みたいなやつか？」

「そうそう。あれ、ちょっと変形の杖なんだよね。そもそもファビアンきゅんの火力に合わせたら杖が自然とあの大きさになった、ってのもあるんだけど。ほら、ファビアンきゅんって、誘拐犯ホイホイでしょ？　だから、ああいうあからさまに武器ですってわかる弓っぽい形状にして、周囲を威嚇することにしたというわけ」

「……へー……、そうなんだ」

　今聞いて初めて知ったその事実に、感心したように、フィーネはそう漏らした。

　ちらりと手元のファビアンの杖を見た彼女に、詩帆乃と碧人は語りかけ続けていく。

「ファビアンきゅんの全力を引き出せる大切な武器である上に、その形状の杖を持つようになってからずいぶん誘拐も減ったから、ファビアンきゅんにとってそれは、大切なお守りでもあるんです。ゲームで見た限り、警戒してる相手の前では絶対に脇わきに置くことすらしないで、むしろいつでも炎の矢を放てるようしっかり手に持っているはず。彼がそれを手放すなんて、相当安心している証拠ですね」

「リーゼロッテとは、初対面の時から弓から手を放して会話してなかったっけ？」

「あれはかなり異例なの。ゲームだと終盤、相当好感度上がってからだし。でもその時だって、手の届く範囲には置いていたから……。つまりここが、ファビアンきゅんにとってこの上なく安心できる場所なんですね！」

　感慨深げにそうまとめた詩帆乃の言葉を聞いたフィーネは、考える。

　まず、リーフェンシュタール家は国の守護者であり、その居城であるここは、護りが固い。

　加えてこの場には、ファビアンをかわいがっているリーゼロッテと、絶対に生涯守りきると豪語する婚約者であるツェツィーリエがいる。

　まだ少しだけ遠慮はあるようだが、アデリナとカトリナのことも、苦手だったり怖かったりはしないのだろう。

　フィーネ自身も、決戦のはずだったのに女神の土下座で終わったあの日をともに乗り越えた仲間同士になってからは、言われてみれば杖を持たずに会話するようになっている。互いに少しずつ敬語も抜けてきた。

　だから、ファビアンにとってここは、お守りがなくとものびのびと年相応にはしゃぎ遊べる場所なのだろう。

「あ、待って。そういやもう一人いたな……？」

　考えながら気づいたその懸念事項をフィーネが口にした、正にその瞬間。

「お、雪合戦か。ずいぶん盛り上がっているみたいだな」

「楽しそうなことをしているわね」

　先ほどまで、鍛錬という名の殺し合いでもしていたかのような様だったもう一人バルドゥールとリーゼロッテが、フィーネの背後から歩みを進めてきた。意外なことに、一見した限りではあるが、双方怪け我がなどはしていない。

「バル兄は、ファビアンに近づかないでっ！」

「ちょっとバル兄、縮んでから来なよ！」

「ファビアンくんは背の高い男は無理だって、知ってるでしょ!?」

　途端に、もはや誰だれが勝ち負けを判定できるのかという勢いでしっちゃかめっちゃかに雪玉を投げ合っていたツェツィーリエとアデリナとカトリナが揃そろって飛び出し、一斉にファビアンをかばうようにバルドゥールの前に立ちはだかりながら、叫んだ。

　ファビアンは度重なる誘拐事件のトラウマで、背の高い成人男性を苦手としている。

　そんな彼の心の支えでもある杖は、今自分が、預かってしまっている。

　体格がよく正にファビアンが苦手とするタイプの人間そのものであるバルドゥールに近寄られている今、バルドゥールに悪意はなくとも、ファビアンはさぞ、恐ろしい思いをしているのではないだろうか。

　そう思い至ったフィーネは顔色を変え、杖を持ってファビアンに駆け寄った。

「ファビアンくん、これ、返すから……！」

「ううん、大丈夫。雪合戦終わるまではそのまま持ってて、フィーネお姉ちゃん。バルドゥール、さん、は、ツェツィちゃんの、お兄さんみたいな人だから。こわくない、です」

　当のファビアンが、控えめな笑顔でそう言って杖を受け取らなかった瞬間、フィーネとツェツィーリエ、アデリナとカトリナ、それからマズイことをしてしまったと硬直していたバルドゥールが、一斉にほっと息を吐いた。

「ありがとね、ツェツィちゃん、アデリナさん、カトリナさん、フィーネお姉ちゃん。僕を、守ろうとしてくれて。ここには、そういうみんながいてくれるから、僕は杖がなくても、平気」

「ファビアンさすが！　日々成長してるファビアンに負けないよう、私も努力しなきゃ……！」

　すかさず褒め称たたえたツェツィーリエに苦笑するファビアンは、首をかしげる。

「うーん、成長、できてるのかな？　できてたら、いいんだけど。怖くないって頭でわかっていても、バルドゥールさんみたいに体格のいい人の前に立つと、まだどうにも自分が小さく無力に思えて、体が勝手に震えちゃうし……」

　次の瞬間、ファビアンは自分が発した弱気な言葉を振り払うように頭を振ると、きりっと引き締まった表情に変わり、告げる。

「でも、そう、僕は日々成長するからね！　そのうち、絶対、バルドゥールさんだって追い抜くくらい大きくなって、そしたらきっと怖いものなんかなくなって……、ツェツィちゃんの理想の、【世界で一番強い旦那様】に、なってみせるよ。それで、そしたら、結婚しよう？」

「今すぐしたい……！　今、すぐ、ファビアンと、結婚したい！　どうしよう、一日だって離れがたいくらい、今すぐ永遠にいっしょに暮らしたいぐらい、ファビアンが愛しすぎる……！」

　ツェツィーリエはそう言って、呻うめいた。

「うーん、今すぐは無理なんだ。ごめんね？」

　そう言ってファビアンがツェツィーリエの頭をなだめるように撫なでると、ぐっと気を取り直したらしいツェツィーリエは、キリリとこたえる。

「大丈夫。ファビアンが言うなら、私は待てる。待つ。がんばる。私も、【世界で一番強い旦那様】にふさわしい私に、成長していかなきゃだし。そこもがんばる」

「やっぱこいつら、イラつくね？　ボコすよ、カトリナ」

「結局、いちゃついてるもんね？　ボコそう、アデリナ」

　アデリナとカトリナはそう言うなり、飛び出てきた雪合戦のコート、その自分たちの陣地へと、ひょいっと舞い戻っていく。

「ふむ、試合再開か。それなら俺は、アディとカティの陣営に加わろう。ファビアン、遠慮はいらない。お前の苦手な俺を、打倒してみせろ」

　バルドゥールがそう言って不敵に笑えば、リーゼロッテが横からそれを上回る堂々たる笑みを返す。

「ならば私は、ツェツィーリエとファビアンくんにつきましょう。覚悟なさい。体格だけはそちらが勝っているようだけれど、それだけで勝てるものではないことを、私が教えてさしあげますわ」

　それぞれの宣言した陣地に入っていく二人を見たツェツィーリエとファビアンは、目と目を見合わせくすぐったそうに笑うと、リーゼロッテの待つ自分たちの陣地へと戻っていく。

「任せてファビアン。バル兄は身長がある分、足元のガードが甘い。膝ひざか脛すねを狙ねらってへし折ってしまえば、こわくない。私がへし折る。ファビアンの敵は、全部私が倒す」

「ツェツィちゃん、気持ちは嬉しいけど、へし折っちゃダメだよ。あくまで遊びなんだから。まあ、全力でやった方が、楽しいとは思うけど……」

　そんなファビアンの意見にうんうんとうなずくフィーネの耳に、碧人と詩帆乃の声が、軽快に届く。

「フィーネならそのくらい、余裕で治せるだろ？」

「本物の敵が出た時にビビッてへし折れないよりは、練習しておいた方がいいかもしれませんね。ファビアンきゅん、もはや誘拐犯が出るのが日常ってくらい、狙われまくってさらわれそうになるので」

「……なるほど」

　フィーネは納得したようにひとつうなずくと、それぞれチームでの作戦会議をしているらしい両陣営に向かって、声を張る。

「あのー、どこかへし折れたくらいなら、私が治しますよー。双方、全力でがんばってくださいねー。私、ここで待機してるのでー」

　瞬間、リーフェンシュタール一同の瞳ひとみの色が、変わった。

　それから、唯一瞳の色が変わらなかった、急に殺気をまとう自分以外のコート内の全員に戸惑うファビアンに、フィーネは微笑ほほえんで見せる。

「ファビアンくん、私も身長が低いので、大きい人に身がすくむ感じは、わかりますよ。でもだからこそ、バル先輩の胸を借りて、ツェツィーリエちゃんたちの動きを見て、小さいからこその勝ち方を覚えましょう。なんなら私も、後で教えます。それはきっとあなたの自信になって、あなたの世界を、少し広げてくれるから。ファビアンくんの言う通り、これは遊びで、命の取り合いじゃない。でもだからこそ、今思い切りやっておこう。いざというとき、ちゃんと動けるように」

「……うん！　ありがとうフィーネお姉ちゃん、僕、全力で、やってみる！」

　そう言ってファビアンは、その場の全員と同じような、好戦的な笑みを浮かべた。

「いやーよかった。ファビアンきゅんも、すっかりここの家族の一員になれたみたいですね。フィーネちゃんも、さっきの、実に未来のリーフェンシュタール当主らしかったですよ！」

　そう詩帆乃の声で聞こえたのを最後に、雪のように解けて消えた声の神々に、フィーネは誓う。

　そうだ。へし折れたぐらいならすぐに治せるんだから、喧けん嘩かがリーフェンシュタールのコミュニケーションだというなら、それで生じた怪我を、全すべて治そう。

　きっと身内で全力でやり合うのは、身内以外の、命まで奪おうとする敵と対たい峙じしたときに、全力を出せるようにだ。

　こうやって一つずつ折り合いをつけて、ファビアンが杖つえを手放せたように成長して、リーフェンシュタールの当主に、なってみせよう。

　リーフェンシュタールの血を引いてはいても、ここで育ってはいないから戸惑うこともあるけれど、ここで、みんなと、生きていこう。

「負傷は治すにしても……、あたたかい飲み物とお風ふ呂ろの準備がいるよね。……私が直接するんじゃなくて、誰かに指示を出した方がいいか。この人数だし。私はここから離れるわけにいかないし。人を使うことにも、慣れなきゃ」

　さっそくその誓いを守るべく動き出すフィーネは、柔らかな笑顔で、異世界の神々に、感謝の祈りを捧げる。

「ありがとうございました、小林様、遠藤様。また、今日みたいに、フラッと声を聴かせに来てください。……次はできれば、殿下のところに。あの人、絶対拗すねるんで。私時々、お姉様に近づきすぎて睨にらまれてるくらいなんで。案外心が狭いんですよ。神様たちは『今日のことなんて、わざわざ言わなければ気づかれないんじゃない？』って思うかもしれません。でも、なんか黙っててもバレそうな気が、しなくもないので。……いや心が狭い上に、勘が鋭すぎる。質たち悪い」

　そんなフィーネの愚痴っぽくなってしまった独白に、どこか遠く遠く、世界が異なるほどに遠くで、二人の笑い声が、響いたようだった。







【二月／三学期】こちらとあちらのバレンタイン




　クオンを前に想おもいが通じ合ってから初めて迎えたバレンタイン当日の放課後。遠藤碧人は小林詩帆乃とともに、小林家のリビングにいた。

「さてさて、今日はバレンタインってことで、チョコレートブラウニーでーす！　食べてー！」

　詩帆乃がそう言いながら冷蔵庫から皿に載せてあったブラウニーを取り出すと、碧人はそれを拍手で迎える。

「おおー、ありがとうございまーす。……って、もしや、これ手作り？」

「一応ねー。去年は碧人のついでに部員全員にばらまいたから、市販品だったけど」

「……俺、去年のあれ、実はまだもらったときのままでとってある」

　碧人がぽつりと打ち明けると、詩帆乃は驚きよう愕がくに目を見開いた。

「え、なんで!?　確かに一応本命っちゃ本命だったけど、本命だってバレないように、あえてみんなといっしょにしたのに!?」

「いや、その、【片思い相手の小林さん】からだったし、ラッピングもかわいかったし。開けるのすらもったいない気がして……。だから、今年は保存きかなそうである意味安心した」

　気恥ずかし気にそう言った碧人にフォークごと皿を手渡し、詩帆乃はうんうんとうなずきながら口を開く。

「そうそう。これは今食べてってよ。っていうか、昨日きのう作った端から食べられてたし、たぶんこれ置いといたらうちの誰かが食べちゃうと思うから」

「あー、お父さんとか？」

「お父さんは確かに『遠藤にはやらん！　お父さんが全部食べる！』とか言ってたけど、絶対にひとつしかあげなかったから大丈夫。あ、ただまだ狙ってるかも？　この前もごめんね。せっかくうちの家族に挨あい拶さつしてくれたのに、うちのお父さんってば、大人げなく碧人に嫌味ばっかり言って……」

「っつっても殴られなかったし、割と温厚な方じゃない？」

「いやいやいや。あの後、私とお姉ちゃんとお母さんで、『遠藤くんいびるのやめてよ、みっともない』ってめっちゃ叱しかったからね。このブラウニーも、三人でしっかりガードしたから。でもむしろ、味方のはずのお姉ちゃんとお母さんの味見の勢いがすごくて、もうこれしかないんだ……」

　しょんぼりとした様子の詩帆乃に、碧人は笑みを漏らした。

「はは、そんなにおいしいなら、二人で半分にして食べようか。どうせなら、まじこいも起動しながらさ」

「いいねそれ！　記念日だもんね。ハッピーバレンタイン！」

　ぱっと明るい表情になった詩帆乃はそう言いながら、慣れた手つきでゲームを起動させていく。

「うん、今日もリーゼロッテたちの顔見ながら乾杯しよう。あっちの世界観に揃えて、紅茶で。……まあ、ペットボトルのだけど」

　碧人はそう言いながら、グラスに道中で購入してきた紅茶を注ぐ。

「お、ありがとー。……で、まじこいは……、うん、いつものー！　知ってたー！」

　奇妙なセーブデータの存在しない、普通の乙女ゲームの起動画面。

　あちらの世界に繋つながらないこの画面に、ようやく少しだけ慣れてきた詩帆乃はそう言いながら、彼女の分のグラスを受け取った。

　空元気であることがありありとわかるハイテンションのまま、彼女は続ける。

「ま、一応リゼたんの顔見ながら、かんぱーいってことで！　いやぁ、この悪役令嬢の不機嫌フェイスの中身があんなにカワイイとか、もはや奇跡だよね！」

　グラスを掲げてそう言った詩帆乃に合わせるように、碧人も軽くグラスを持ち上げた。

「はいかんぱーい。リーゼロッテは美人だからこそ、怒ってるとすげーこわいんだよなぁ……」

「言ってることは回りくどくてわかりにくいだけの、ど正論なんだけどね。あ、多少は嫉しつ妬とのこもった嫌味もあったか。……そういえば、まじこいにも謎のバレンタインイベントあったなー。なんかミニゲームでフィーネちゃんがお菓子つくって、舞踏会でパートナーになったキャラに渡すやつ」

　ぽつりと詩帆乃が漏らした言葉に、碧人は怪け訝げんな表情になった。

「……んんん？　それって、舞踏会後……、つまり、古いにしえの魔女がリーゼロッテの体を乗っ取った後……、ってこと？」

「うん、時系列的には、マックスシリアスの真まっ只ただ中なかだね」

「いや余裕！　意外と余裕あるな!?」

　思わずそう叫んだ碧人を、詩帆乃は同意を示すようにぴっと指さす。

「そう、それ！　いや今はできあがった菓子のクオリティで一喜一憂してる場合じゃなくない!?　うまくできたらあーんスチルとか正気!?　リーゼロッテ絶望して魔女化して、バルドゥール死んで、国内外で色々混乱起きてるんですけどー!?　みたいな。中々衝撃だったよ……」

「乙女ゲーム世界こえぇ……」

　詩帆乃と碧人は、そろってうつむいた。

　しばらく沈黙の後、ふっと顔をあげた詩帆乃は首をかしげながら、一応の理屈を口にする。

「まあ、でも、愛で強くなる乙女ゲーム世界としては、最終決戦までにパートナーキャラとの絆きずなを深めることが大切だから……？」

「ああ、一応最終決戦に向けての戦力の増強的な……？」

「って言えなくもないけど、やっぱりなんで今菓子よとは思ったよね。このやたらかわいいミニゲーム、今じゃなきゃだめ？　って。一応、保存してある甘いものでも食って厳しい冬の後半も耐えようぜ的な庶民の祭りらしいんだけど……。制作サイドがねじ込んだ実在しないイベントだったりしないだろうかってフィーネちゃんに確認してみたら、マジであるお祭りらしくて」

　そんな話は、いつしていただろうか。そんなひっかかりを感じた碧人に気づかない詩帆乃は、ぶつぶつと続ける。

「だから実は、ジークにささやいておいたんだよね。二月一四日は愛の日だぞーって。海外式の、男性から女性に花とか贈るのがジークには似合いそうだったし、そっちを教えておいたの。これであの謎イベント、なんか変化したりしないかなって。あ、私は日本式のチョコでホワイトデーのやつがやりたかったし今後もこれでいきたいから、碧人がいないときに、こっそりとね」

　やはり、知らない話だった。そう確信を得た碧人は首をかしげながら口を開く。

「え、いつ？　俺ら二人が揃そろってないと、あのデータって開けなかったんじゃ……？」

「いやほらリレナの出現直前、舞踏会イベントのとき。途中で碧人が『なぜか俺が緊張で腹痛くなってきた』って少しだけ離席したじゃん。あのとき」

「いや余裕！　あの場面でそんなことジークに仕込めるとか、詩帆乃けっこう余裕あったな!?」

　再び驚愕で叫んだ碧人に、詩帆乃はけらけらと笑い返す。

「あはは、いやほら、ジークもけっこう緊張してたっぽいからさー、この先の楽しい話をした方がいいかなーって」

「あー、それは確かに。でも、あのときの俺にはできなかったな……」

「まあつまり……、恋する乙女はときにしたたかで、案外図太いってこと、かなー？」

　くすくすと笑いながらそう言った詩帆乃は、もう一人の恋する乙女であるリーゼロッテの立ち絵を眺めながら、あちらの世界の友人たちに思いをはせた。




　　　　────




「ああ、今日は二月一四日なのか……」

　私は、そう口にしながら、かつての小林様のお言葉を思い出していた。

　今日は、愛を記念し、花を贈る日だとか。

　冬も終盤の二月、その半ば。この時期の花は、基本的に高級品だ。

　元々二月に咲く花は少ない。うちやいくつかの貴族家では一応温室を所有しているが、希少な温室で育てられる花も限られている。

　しかし、だからこそ種類も数も少ないこの時期に、あえて入手困難な花を贈ることで己の愛の深さを示す。

　なるほど、と、感心したことを、昨日のことのように覚えている。

　ただ、あの時は既に晩秋、秋の終わりだった。

　この風習を神の世界のものとして周知しては、花の奪い合いとまではいかずとも、間違いなく混乱が起きただろう。

　だから、次の二月一四日を迎えたすぐ後にでも告知し、約一年をかけて準備していく方がいいだろうと決めたことも、同時に思い出した。

「でも、今年、私が個人的にリーゼロッテに花を贈るというのであれば、いい、かな……？」

　そう独り言を漏らすと、自分の唇が笑みの形に持ち上がったのを感じた。







「失礼いたします、ジークヴァルト殿下。なにか私に御用がある、とのことでしたが……？」

「ああ、来てくれてありがとう。そしてごめんね、リーゼロッテ。私が君を訪ねるつもりだったのに……」

「いえ、殿下がお忙しい御身であることは、重々承知しておりますから。警備の都合もございます。私がこちらに馳はせ参さんじる方が、合理的と思ったまでです」

　そうすました表情で言いながら優雅な礼をする生き真面目まじめな婚約者に、私は苦笑を浮かべるしかなかった。

　今日は学園の休暇日。

　私はリーゼロッテを訪問する事前確認のために使いを出したのだが、返事の代わりにリーゼロッテが城の私の部屋まで来てしまったのだった。

　さて、どこから話したものか。

　思いがけない彼女の訪問にわずかにペースを乱されてしまった私は、考え考え言葉を紡ぐ。

「ええと……、以前小林様に聴いたことがあってね。今日、二月一四日は、あちらでは、愛を司つかさどる聖人の殉教の日で、バレンタインデーというお祭りの日なんだそうだよ」

「あら、そうなのでございますか？　では、この国としても、当然記念日として祝うべきでしょうね」

「もちろんそのつもりなんだけれど、少しだけ問題があって……、……ああ、神殿に話を通すためにはアルに言った方が良いのだろうけれど、あいつにだけは今日のうちに知られるわけにいかないな……」

　気の多い我が親友は、こんな話を知れば、あちらこちらに花を撒まいて歩きそうだ。

　ただでさえ入手困難なこの時期の花を、彼に無為に買い占められたら、それはあまり良いことではないだろう。たぶん。

「……問題、ですか？」

　少し考え込んでうつむいてしまった私に、リーゼロッテがいぶかし気にそう問うてきた。

　私ははっと顔をあげて、彼女の問いに答える。

「ああ、そういったわけで、今日は愛を告げ愛を祝う日、なんだそうだ。けれど、神々の世界でのこの日の祝い方が、少し困難を伴うものでね……」

「困難、ですか……」

　私の言葉に固い表情と暗い声音でそう呟つぶやいたリーゼロッテに、私は慌てて笑顔を向けた。

「いや、私一人にとっては、そう困難なことではないんだよ。けれども、多くの国民にとっては少し難しいだろうし、皆がそうしようとしたら市場が混乱しそうであるのが問題なんだ」

　今度はきょとんと小首をかしげたリーゼロッテに笑みを深めながら、私は続ける。

「今日は……、己の愛を示すために、男性から女性に、自分の思いを込めた花を贈る日、なんだそうだ」

「……！」

　言葉と同時に私が差し出した花束を見て取ったリーゼロッテは、瞬時に真まっ赤かになって沈黙した。

「受け取って、くれるかな……？」

　私がおそるおそるそう尋ねると、リーゼロッテはわずかに震える手を、花に伸ばす。

「…………嬉うれしい、です」

　小さな小さな、かろうじてそんな風に聞き取れた気がする程度のか細い声でそう言ったリーゼロッテは、花を受け取るや否や、突如猛然とした勢いで語りだす。

「こ、この入手困難な時期にあえての花だなんて、さすがは神々の発想にございますわね！　そうでなくとも花を贈られて嫌な女性などおりませんし、なのになにかきっかけや理由がなければ花を贈ることなどしないのが殿方ですもの！　非常にすばらしい風習かと思います！　ああきっと、来年は花の争奪戦が起こりますわ！　貴族男性の間ではより珍しい花をと見得の張り合いが生じて希少な花の価格が高騰するかもしれませんから……」

　神々のお声が無くとも、わかる。

　これはリーゼロッテの、全力の照れ隠しだ。

　思わず忍び笑いをしてしまった私を、リーゼロッテがキッと睨にらみ上げる。

「聞いておりますの殿下？　ですから私としては、野生植物の乱獲を厳しく取り締まる法整備を……」

「うんうん、わかった。きちんと各所と協議をしてから、この話は公表しようね」

　そう言って私が笑うと、リーゼロッテはむくれてうつむいてしまった。

「政務の話より、今はまず、個人的な感想を聞かせてよ。ねぇ、その花束は気に入ってくれたかな、未来の王太子妃殿下？」

　ぼふん、と、そんな音がしたのではないかと心配になるほど瞬時に赤面したリーゼロッテは、下唇をきゅっとかみしめている。

「……レナの花が、ベース、ですのね」

　やがてぼそぼそと、微妙に視線を逸そらせながら、リーゼロッテはそう言った。

「そう、レナの花を中心に、白でまとめたんだ。ええと、もう少し珍しい花がいいかなとも思ったんだけど……」

　私の言い訳めいた言葉に、リーゼロッテは小さく首を振った。

「レナの花は、十二分に珍しいですわ。私など、王妃様にいただくまで、見たことがありませんでした。他では見ない花ですもの」

「逆にうちの城だと、ふしぎと季節関係なく、あちこちに咲いているけれどね」

　私がくすくすと笑うと、リーゼロッテもようやく、ふっと笑いを返してくれた。

「私はこの花を、君がいつも髪にさしてくれていることが、なんだか誇らしいんだ」

　私がそう言ってリーゼロッテの髪に触れると、彼女はぴしりと硬直してしまった。

「君にとっては私のシンボルマークとの一致は偶然ということだし、母は魔ま除よけのつもりで大切な君にこれを贈ったんだろうね。でも、私を示す花が君を守ってるということが、誇らしい。君は私の大切な人だと周囲に誇示できているようで、嬉しい。私は君の髪の花を見るたび、そんな気持ちになるんだ」

　相変わらず赤面し硬直したまま、リーゼロッテはなんの言葉も返してはくれない。

　そんな彼女の髪をゆっくりと撫なでながら、私は続ける。

「だから、私の気持ちを君に贈るなら、この花しかない。そう思ったんだ。代わり映えしなくて申し訳ないかなとも思ったんだけれど……」

　がしり、と。

　突然力強くリーゼロッテを撫でていた手を彼女に掴つかまれ、私の思考は中断された。

「……偶然、では、ございませんわ」

　低い声で、彼女は言った。

　ええと、なんの話だったか。

　偶然……？

「私が、ジークの婚約者である私が、わざわざジークの花を髪に飾ってますのよ……？　そんなの、そんなの……」

　ふるふると震えながら、リーゼロッテは叫ぶ。

「そんなの、ジークのことを愛しているからに、決まってますでしょう！」

　力強くそう宣言した彼女が、ぐっと私の手を引いた。

　そのままの勢いでぎゅっと抱きつかれたので、とっさに私も、彼女の背中に手を回す。

「そんなの、ジーク以外全員わかっていたことです！　もちろんこの花だってとても嬉しいし、大切にします！　……ああ、もう、好き!!」

　リーゼロッテは「もう！　もう！」と繰り返しながら、ぎゅうぎゅうと私を抱き締める。

　そのわずかに見える耳は、ひどく真っ赤だ。

　相も変わらず照れ屋でひどく愛らしい婚約者を抱き締めながら、私はこの幸福をもたらしてくださった異界の女神に、こっそりと感謝の念を捧ささげた。








第３章　神様たちの祝福









「……さて、あと話に出ていないのは……、アルトゥルくらい、か？」

　今日までの一通りの話を終えた頃ころ、遠えん藤どう様はそう切り出した。

　アルか……。

「アルトゥル・リヒターは結局、私どもの結婚式に連れてくるパートナーとやらは、定まらなかったようですわね？」

　どうしてかアルとの相性があまり良くない様子のリーゼロッテは、そう言って鼻で笑った。

　まあ、リーフェンシュタールのまっすぐで一いち途ずな気質とは、アルのスタンスは相いれないのだろうけど……。

「まあ、ただアルの場合、今は恋よりも仕事に打ち込んでいる、という感じがするけど……」

　なんとなく、親友として。フォローを入れなければいけない気がした私は、そう言ってみた。

　いや実際、学園を卒業後、アルは神官としての仕事に実に真しん摯しに取り組んでいるのだから、嘘うそではない。たぶん。

　私が弱気になりつつあったところで、小こ林ばやし様が笑顔でうなずいてくれる。

「ああそうそう。アルって、けっこう仕事にのめり込むタイプらしくて、基本めっちゃ神殿で出世するんだよね。元々神官としての能力高いし、家が家だし。しかも、女神リレナ様にけっこう気に入られてるっぽい今となっては、向かう所敵なしって感じじゃない？」

「だよな。俺が思うに、アルトゥルが女の子とうまくいかないのって、仕事が忙しすぎるってのも、あるんじゃないか？　こっちの世界だと、神官って医者的な役割もあるんだろ？　急患対応とか、ヤバそう」

　遠藤様のご指摘に、さすがのリーゼロッテもうなずく。

「……そういった面があることは否定しません。彼でなければ救えない患者がいるのは事実ですし、あれはそういった場合、絶対に救いに行きます。それに、大規模な災害や疫病の流行があれば、神殿はすぐに優秀な神官たちを現地に送りますから」

　私も続く。

「アルは、まず呼ばれるんだよね。極めて、それはもう突出して優秀だから。それでまた、意外と責任感が強いから、絶対に要請を断ることはないし。成績は良い方なのに、神官としての活動日が公欠として認められなければ、とても卒業できなかっただろうな……」

「そこにプラス、ポンコツ女神のお守り？　恋愛してる暇なんかなかったっつーか、過労死すら見えんじゃん」

　ぼそり、と、遠藤様がおっしゃった言葉で、気まずい沈黙が場を支配する。

　そう。女神リレナのことは、復活後から今日の公表まで、アルが密ひそかに保護しかいがいしく世話していたのだ。

　いや、彼はあれで意外とまじめでまともな神官なので、女神のためにと嬉き々きとして任務にあたったのだけれども。

　まだ表に出ることのできないリレナの手足となり、あっちこっちに飛び回り、あれこれと活躍していた印象がある。

　あの女神、保護されている身のくせに、世界のあらゆる問題に気づいて、その解決をアルに要求していたんだよなぁ……。ここ数ヶ月。ずっと。

　そこに、急きゆう遽きよねじ込まれた王太子の結婚式。神殿にも、苦労をかけた。特にアル。

　……今度、王家の強権を発動して、アルに休暇を取らせようかな。いや神殿への働きかけなら、女神にさせた方がいいだろうか。

　私がそんなことを考えていると、ふいにひゅうとうすら寒い風が吹いた。

　その冷たさでその事実に気が付いたらしいリーゼロッテが、ぽつりと呟つぶやく。

「少し、日が陰って参りましたわね」

　確かに、空の色はだいぶ夕刻に寄っている様相だ。

　私はうなずいて、今の時刻を確認すべく、時と計けい塔に視線をやる。

「そうだね、もうこんな時間か。楽しい時間というのは、あっという間だな。……そうだ。少し早いけれど、このままここにいては冷えてしまうかもしれないし、そろそろ屋内に入ってもいいな」

「え……」

　私の言葉で、この会が終わってしまうと思ったのだろう。寂し気な表情を見せた小林様に、私はにこりと微笑ほほえんで見せる。

「小林さんは、リーゼロッテのもう一つのウェディングドレスも、見たいのでしょう？　早めに夜会の支度に変えるよ。それで、改めてもう少し話をしようじゃないか」

「ジークさすが。気づかい上手の王子様。リゼたんの最愛は伊達だてじゃない。めーちゃくちゃ最高の提案してくれるじゃん！」

「ジーク、あんまり詩し帆ほ乃のを魅了しないでくれ。詩帆乃、あんまりジークを褒めないでくれ。拗すねるぞ、俺が。……まあ、それは冗談として。ありがとな、ジーク」

　喜びをあらわに小林様が、冗談と言いつつあまり冗談ではなさそうな表情で遠藤様が、とにかく私の提案に賛同してくれたようだ。

「では、そういたしましょうか。遠藤様、詩帆乃様、一度、御前を下がらせていただきます。ジークも、ですわよね？」

「そうだね。私も着替えてしまおう。二人には、先に部屋に行ってもらおうか。侍従に案内させるよ」

　リーゼロッテと私の言葉を聞いた小林様は、はっと何かに気づいて顔色を悪くする。

「え、待ってジーク。なんか嫌な予感がするんだけど。部屋とか言って、どうせまた普通の部屋じゃないんでしょ……？　座るのが怖い芸術品みたいなソファとか、近くを通るのも怖い高そうな壺つぼとか……、あ、踏むのが申し訳ないような床もありそう。絨じゆう毯たんとか」

「えっと、まあその。二人が緊張しないよう、できるだけ小さな部屋にするつもりだけど……、調度品の質に関しては、仮にも王城だから、そう恥ずかしい物ではない、かな」

「けれども、城の一室程度、たとえ御み心こころのままに破壊し尽くされましても問題ありませんわ。神々のなさることですから」

　気まずく認めた私の言葉を、リーゼロッテがすかさず補足してくれた。

　まあ確かに。異界の神々、それも大恩ある彼女たちなら、そうしたところでなんの問題もない。部屋を恐れる必要はないということだ。

「いや、わざと壊しはしないけどさぁ。ううー、緊張する……」

「まあまあ落ち着け詩帆乃。ここまで言ってくれてるんだから、どんなうっかりも許容範囲ってことだろ。二人が着替え終わるまで、ソレでも読んで待ってなよ」

　まだ呑のみ込めない様子の小林様の肩を、遠藤様が優しく励ますように叩たたいた。

　遠藤様がもう一つの手で指さした先は、ソレ、すなわち、リーゼロッテの日記帳。

「ソレ？　……はっ！　私ってば、ずっとお話に夢中になってて、せっかく許可をもらったのに【リーゼロッテの手記】がちっとも読み進められてないじゃん！」

　その存在を思い出したらしい小林様のご興味は、部屋から日記帳へと移ったようだ。よかった。

「うん、先にお部屋に行って、これ読んで待ってるね！」

　そわそわしながらそう宣言した小林様を、なんとも優しい瞳ひとみで見つめながら遠藤様は微笑む。

「俺は、手記読んでる詩帆乃を見てるわ。コロコロ表情が変わって、見てて飽きるってことがないだろうからな。俺たちのことは気にせず、ゆっくり着替えてきてくれ」

「なんかそれ、複雑。私、そんなに百面相してるかなぁ……。いや確かに、この手記には、めちゃくちゃ心を揺さぶられる予感がしてるけど。まあでも、こっちは気にしないでってのは私も同意。いってらっしゃーい」

　小林様は苦笑いしながらそう言って、私たちに手を振った。

　実に仲なか睦むつまじいことだ。単に表情の変化が面白いのではなく、愛いとしい人の顔ならば、何時間眺めていても飽きやしないということだろう。

　お二方の様子に揃そろって笑んで、私とリーゼロッテは中座するため席を立つ。

　見る許可を得られなかった【リーゼロッテの手記】の中身は、大いに気になるけれど。今はリーゼロッテ本人のエスコートに集中しよう。




　　　　────




　……

　四月七日

　今日はジークヴァルト殿下のお誕生日！

　めでたく一八歳となられた殿下は、今日も輝くばかりに麗しかった。

　学園を卒業されるまでは成人と認められない部分も多いが、年齢的な要件は満たした。そんな殿下は最近また大人の魅力がぐっと増されたような、落ち着きと頼りがいが確固たるものとなったような雰囲気で、所作表情そのすべてがますます洗練されてきたように思う。

　特にあの笑顔は反則だ。正面からまともに見れば、まぶしすぎて気を失いそうになるくらいだ。

　式典用の正礼装を身にまとわれた殿下はまさしく物語の王子様のごとき輝きで、正に次代の王にふさわしい気品と威厳と魅力に溢あふれておられた。

　だから私は、緊張のあまりあんなことを、

　私は、どうしてあんなことを言ってしまったのか……。

　式典で型どおりのエスコートを受けながら婚約者として並び立つのは、何事もなくこなせたのだ。何事もなかった、と思う。

　ジークヴァルト殿下を直視はできなかったが、パートナーは隣にいればいいわけで。終始ひどくドキドキはしていたが、特に問題はなかったはずだ。たぶん。

　問題は、その後ご家族での私的な歓談の場に参加させていただいた時だ。

　常からジークヴァルト殿下はかっこいいのに、あの場の彼は、更に輝いて見えた。

　外向きのキリリと引き締まった表情もステキだったけれど、ふわりとリラックスした微笑みに変わっていて、また違う魅力というかその差でどちらも鮮烈な印象を感じたのだろう。

　彼への好意があふれ出しそうなほど、私はなんだかいっぱいいっぱいになっていた。

　そこにいきなりティアナ王妃陛下が「そろそろ二人は結婚してもいい歳としなのよね」などとおっしゃるから！

　照れと羞しゆう恥ち、混乱の重なった私──は、

「まだ年齢以外の条件が整っておりませんでしょう」などと言って、場を凍り付かせてしまった。

　違う。私が、未熟という意味だ。私には、まだジークヴァルト殿下に並び立てるだけの実力がないと、そういう意図だった。

　だってだって彼は、あんなにかっこよくて穏やかで誠実で人々に好かれ学園での成績もずっと優秀なのだ。対して私は、まだ個別の教育を受けたことしかなく、殿下のように同年代の他の貴族から頭一つとびぬけているとはまだ証明できていない。振る舞いだって、彼に比べればあまりにも子どもじみている。

　とにかく、こんなにも素晴らしい方と結婚するのに今の私でふさわしいのかしら!?　と、ただそういう意味で、反射的に出た言葉。

　だったのに。

「私はまだ、神の声を聴くことができていないからね。このままでは、私に王の資格はないとされるだろう。そしたら、君との婚約も見直さなければならないのかな……。リーフェンシュタール家としては、そんな男に君を嫁がせるわけにいかないだろうから……」

　そう弱々しい笑みで殿下がおっしゃった瞬間、この首を掻かっ切きりたい衝動を抑えるのが大変だった。

　殿下のめでたい日に王城で流血沙ざ汰たはいけない。そう思う理性はあった。でも死にたくて仕方なかった。

　言い訳は、した。したはずだ。そんな意図ではなかったと言葉を尽くしたつもりではある。

　条件には、殿下のご意思や諸もろ々もろの準備やら調整やらも含まれると訴えた。

　けれど、凍り付いた場の空気は私が退出するまでそのままであったので、やはり私は死んで詫わびるべきだろう。

　どうして私はこうなのか……。

　明日は、王立魔導学園の入学式。これまで以上に殿下にお目通りが叶かなう機会も多くなるだろうに、これから先が思いやられる。

　今日の謝罪は、きちんとできるだろうか。







　……

　四月一八日

　今日は、なんだかおかしな日だった。

　まず、放課後、フィーネさんが殿下に勉強を教わっていたのを目撃した。

　場所も開かれた中庭で、校舎からよく様子の見える、そう、なんの問題もない場所で、状況で、それなのに。

　ジークヴァルト殿下とフィーネさんが並んでいるのを見た瞬間、【盗とられた】と、感じた。

【彼は私のものなのに】と、そればかりが私を支配して、【怒り】が、【怨えん嗟さ】が、【積年の】、そう彼女と出会ったのはほんの数日前で積年だなんてあり得ないのに積年のとしか思えない、【何年も何百年も何千年も踏みにじられ続けたような屈辱】が、去来した。

　苦しくて、苦しくて、どうにかなってしまいそうだった。

　どうして？

　殿下もおっしゃっていたではないか。私が心配するようなことはなにもないと。

　そもそも、殿下は私のものなどではない。私はわきまえている。彼の心までは望まない。

　ただ、彼を支えたい。それだけだ。そのはずだ。

　もちろん、彼のことは愛している。好きで好きで好きで仕方がない。

　彼に近づく輩やからはすべて八つ裂きにしてやりたいくらいの嫉しつ妬とは、いつだって抱えている。

　けれど、そのすべてを私は飲み込むべきだし、飲み込んできた。

　それなのに、今日の私は、なぜかそうできなかった。

　私は、ジークヴァルト殿下はもちろんのこと、フィーネさんともできれば親しくなりたい。

　ならば、「同輩として、私も彼女の学習を助けたい」と伝えればよかっただけのことだ。

　また、フィーネさんに対する陰口が、殿下が懸念した通り広がりつつあった。

　この状況で異性であるジークヴァルト殿下と二人きりになってはまたも妙な勘繰りをされるかもしれない。そう伝えなければとも思った。

　けれど、「見目麗しい殿方からしか、教わりたくはないのかしら？」なんて、厭いや味みったらしい言い方をする必要は少しもなかった。

　だというのに私は、【あの子の味方をするあの人】が、【憎くて、許せなくて、愛しくて、やるせなくて】、全部、全部、■■■■■と。

　そんな風に、私が■■■■■に飲み込まれ、【自分でも不思議なくらい攻撃的な気持ちのままに】暴言を重ねそうになった、正にその瞬間。

　そう、ふっと、《さわやかな風》が駆け抜けたような心ここ地ちがしたのだ。

　呼吸が楽になるような、心落ち着くような、新緑の森を思わせるような、清らかでさわやかで活力に満ちた《風》が。

　それで【憑つき物もの】が落ちたかのように、私は少し冷静になった。

　そして、なんとその時、ジークヴァルト殿下は神のお声を聞いたのだそうだ。

　神々のお声を聴いたという殿下は、実に不可解な行為をなさった。

　いや、私たちは婚約者同士であるのだから、別に悪い事ではないし、決して嫌だったというわけではない。

　けれど、あんな。

　いきなり私の頬ほおに口づけをするなんて、少なくとも自然な行動ではないだろう。

　不可解と言っていいはずだ。そんなことが不可解となってしまう程冷め切った私たちの関係に、仮にも婚約者同士なのにと忸じく怩じたるものはあるが、今はそれはおいておいて。

　とにかく、不可解な行為があったのだ。

　いったい、なにがあったというのか。神々はなんとおっしゃって、そしてなぜ、殿下はあのようなお振る舞いを……？

　もしや実際に、私が、悪あしきモノにとりつかれていた、のだろうか。

　今は、頭がはっきりしている。そう、《風》の吹く前は、確かに私は、【なにか】の影響を受けていたのだと思う。

　どろどろと何か嫌な物がこびりついていたと、それが剥はがれ落ちてようやく気づいたような感覚とでも表現すればいいのだろうか。

　わからない。どうにもはっきりととらえきれない。気のせいだったと言えばそれまでの気もする。

　ではなぜ、神は現れ、そして、殿下は……。

　あんな悪あく魔ま祓ばらいの手法は聞いたことがないが、殿下を通して神々から祝福のようなものを与えていただき、私は正気を取り戻したということ、だろうか。

　そう、冷静になって考えてみれば、ジークヴァルト殿下が、なんの理由もなく私にあのようなことなどするわけがない。きっと、そういったことだったのだ。

　その後フィーネさんと勉強を再開した後のことだってきっと、なにかの理由があったはずだ。あったはず？　だと、思うのだけれども。あれはいったい……？

　頬へのキスはなにがしかの儀式だった。今は確かにそう思う。

　あれはあまりに突然で、殿下自身戸惑いながら、誰かおそらくは神々のご指示に従って無理矢理したことのように感じた。

　けれど、その後の殿下のご様子は、意地の悪い楽しみ方のようではあったが、心から楽しんでいるようで。誰だれに何を言われたわけでもない行動に思えた。

　人目もある中庭で、あんなことを、殿下が自らなさるなんて。

　誰よりも王子であることを誇りに思い、それにふさわしくあろうとあり続けているあの方があんな、あんな。

　わからない。もうなにもかもわからない。

　明日、確認をしよう。殿下に真意を訊きいて……訊けるだろうか。

　今日のことを？　私が自分で？　訊くからには、当然今日のことを蒸し返さなければならないわけだ。

　……平常心を保てる気がしない。

　いえでも、とにかく。明日、殿下に話をしよう。

　今日のところは、ジークヴァルト殿下がめでたく王族として覚かく醒せいなさり、神の声を聴くことができるようになったことをただ喜んでいよう。

　本当に、良かった。あの方の努力が、神に、この世界に、裏切られるようなことがなくて。

　もしずっとジークヴァルト殿下が覚醒なさらないままであれば、神がかの方にお声を聴かせてくれないままであったら、私は神とこの世界を、憎んでしまっていただろうな。







　……

　九月一三日

　大変なことをしでかしてしまった。もう、どう償えば良いのかわからない。

　きっかけは、フィーネとバルドゥールに、【悪夢】について問い詰められたことだった。

　認めたくなかった自分の弱さを、知られたくなかった己の苦悩を、見られたくなかった私の劣勢を。すべて問い詰められ白日の下に晒さらされた私は、みっともなく取り乱してしまったというのに。

　ジークヴァルト殿下は、私を心配して、慰めようとされたのだろう。

　頬に、私の頬に、唇で触れたのだった。

　世界に、光が溢れた心地がした。ここのところ悩まされていた【闇やみ】の気配なんて、すっかり遠くへやられてしまったかのように。

　同時に触れあったところから伝わってきたあの方の慈愛に、泣きたいくらいの感動を覚えた。

　でもだからと言って、気絶なんてしてしまうなど、己の惰弱さが嫌になる。

　それも、ジークヴァルト殿下に運ばせてしまっていたというのに、そのまま呑のん気きに眠りこけるなど……！

　大変なことをしでかしてしまったとしか表現できない。

　殿下は、私が目を覚ました後も、まるで気にしていないように優しく微笑ほほえんでくださったけれど。そのまなざしは「もしかして私は、もしやそれなりにジークヴァルト殿下に愛していただいているのでは……？」とうぬぼれてしまいそうなほどに、あたたかいものだったけれど。

　しかし、これほどの迷惑をかけた身で、そうまで思いあがることなどできはしない。

　あまりにも、都合の良いように捉とらえすぎているのだろう。

　今日の様子を見ていたフィーネや父はなにやら私と同じような思い違いをしていたようだが、そんな、あり得ないほどの幸福が、実際にあるわけがないだろう。

　しかし、ジークヴァルト殿下が真しん摯しに私のことを思い、心配してくださっていることは事実だと思う。

　今日のことは、私が殿下に多大な迷惑をかけてしまった事件ではあるのだが、殿下がここまでしてくださるほど私の事を気にかけてくださっている、というのは、やはり、嬉うれしい。

　なんだか心が軽い。

　ずっと恐れていた【闇】の気配が、希薄になったような心地がする。

　まるで、あたたかくて優しくて、そしてどこか力強い大いなる存在が、それも複数、私を守ってくださるような……？　なんて、これこそは本当に、思い上がりというものだろう。

　でもなんだか、とにかく今日は呼吸が楽だ。

　なにかを、乗り越えられたような気がする。

　今日の件をどう殿下に謝罪したものかと思うと、気が重い、はずなのに。なんだか私は今、変に落ち着いている。

　なんだか、まあ大丈夫だろうと思ってしまう私が、最悪の状況は抜けた気がしている自分が、ふしぎだ。

　今日、私の意識の外でなにか変化があったのを、第六感で感じ取っているのだろうか……？

　不可解な部分はあるが、とにかくなんだか前を向けた気がする。

　明日からは【悪夢】になど囚とらわれ過ぎず、慈愛を示してくださったジークヴァルト殿下のため、できることをしていこうと思う。

　今日ご迷惑をおかけしてしまった分を、少しでも償うためにも。







　……

　一〇月六日

　今日、私は、ジークヴァルト殿下と、心が通じ合った。

　こう書いてしまってから、ほんとうにそんな信じがたいほどの奇跡がこの身に起こったのだろうかと、不安になって来る。けれど、確かに、今日あったことだ。

　こんなに良いことが起きるなんて、今日は幸運の女神の生誕祭かなにかかしら？

　始まりは、昨晩からの【悪夢】だった。いつもの通り、実に不快な、けれど所しよ詮せんは夢でしかないと今なら鼻で笑ってしまえる、【古いにしえの魔女による悪夢】。

　ジークヴァルト殿下への愛ゆえにそれを打ち払うことに成功した私は、その勢いのままに、殿下に、……ジーク、と、書いても良いだろうか。まだ本人に向かってそう呼ぶ勇気は出ないが、許可は得たのだし。練習というか。ああ、脱線してしまった。

　そう、私は勢いのままにジークに愛を告げ、そしてあの方は、同じだけの想おもいを、私に告げ返してくれたのだ。

　なんてこと！

　嬉しすぎて、今すぐに叫び出したい。跳ねて、飛んで、この世界のすべてに自慢して回りたい。

　私、ジークヴァルト殿下に、愛していただいているのよって！

　こんな幸福があるだなんて。もう、どう表現したら良いのかもわからないほどの、喜び。

　世界に、神に感謝を。

　生まれてきてよかった。私は今日のこの幸福だけで、どんな苦難だって越えられる。

　古の魔女？　それがどうした。

　世界を滅ぼさんとする巨悪？　その程度が、なんだというのか。

　ちっとも怖くない。

　こっちは、最愛のあの方との両想いに至った、しかも正式な婚約者なのよ？

　どちらが強いかなんて、考えるまでもない。

　当然、生きとし生けるもの皆すべてが羨うらやむ、私の方だ。

　今の私ならば、なんだってできる。なんだってしてみせよう。

　いけない。ちょっと昂たかぶり過ぎているかもしれない。この状態の私を、ジークヴァルト殿下はなんだか心配そうに見ていた。少し自重しなくては。

　いえでも、だって。

　それぐらい、私がこんな風になってしまうくらい、望外の喜びだったのだ。今日の事は。

　だって、私のちっとも素直になれない性格のせいで、自分でも呆あきれるほどの不器用さのせいで、私がこれまでどれほどジークに迷惑をかけて、どれほど私たちの関係がこじれてきたか。

　愛を乞こわずとも魅了すれば良いと、普通ならば考えられるのに。好かれるように努力するどころか、私は彼に、笑顔を振りまくことすらできなかった。不器用という単語で括くくって良い物か悩む程の、不器用さだ。

　それもこれも、私の想いが、大きすぎたのだろうと今は思う。

　近づき過ぎて、拒否をされたら。正面から見つめて、嫌悪の色を見つけてしまったら。

　そんな恐れもあったし、なにより、ジークが直視できないほどにかっこいいのだもの！

　出会ってから、約一〇年。それなりに長い付き合いの中で、嫌な部分なんて一つも見つけられなかった。

　日々、成長とともにステキになるばかりの彼に、苦しい程に心を掴つかまれ続けるばかりだった。

　だから私は、日を追うごとに、年月を重ねるごとに、どんどんどうやってジークに接したら良いのかわからなくなっていったのだろう。

　それで、今日とうとう私の想いが爆発して、あのような捨て鉢めいた告白に至ってしまった。

　加減というものを知らないのか、と、自分で思う。極端から極端に走りすぎだろう。

　それでも、ジークはそれを受け止めてくれた。ありがたいことだ。

　彼のためにも、私は、古の魔女を討ち滅ぼそうと思う。今後彼が治める国の邪魔となる悪など、滅ぼすしかない。

　奴やつが私を狙ねらうというなら、好都合だ。かかってきたところを、捕らえて滅してやろう。

　改めて決意を固めた今、なんだか【闇】が、怯おびえるように震えた気がした。いや、外の風による空気の揺らぎを、そう捉えただけだとは思うが。

　ああもう夜も遅い。そろそろ寝よう。今日の幸福を、この胸に抱いて。

【悪夢】など、もうちっとも怖くない。私には光がついている。







　……

　四月六日

　明日はいよいよ、ジークと私の、結婚式の日。

　今日がリーゼロッテ・リーフェンシュタールとしての最後の日だと思うと、なんだか感慨深い。

　思えば一年前の今いま頃ごろは、王立魔導学園への入学を、そして殿下との関係を、不安に思っていた。

　長年婚約関係にあったというのに、あの頃の私たちは、うまくいっていたとはとても言えなくて。

　かわいげのない私は、ジークヴァルト殿下に見捨てられる日が来るのではと。

　日々魅力的になる彼は、私などではなく、もっと素晴らしい人の手を、いつかは取るのではと。

　とても不安に思っていた。

　けれど、違った。

　昨年の春、殿下は王族の力を目覚めさせ、そこからしばらく神々のお声を聴いたという。

　実況の遠藤くんと解説の小林さん。
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　なんだか笑ってしまうような名だけれど、御自身のご希望ということなので、これが正式な名。

　そんな彼らがもたらしてくれたのは、目め眩まいがするような、信じがたいくらいの、底抜けに幸福な日々。

　ジークは戸惑う程に私を理解し、神の如ごとき余裕でもって、私の虚勢を打ち破ってくれた。

　時折からかい過ぎなのではと思う時もあったけれど、私はずっと、幸せだった。嬉しかった。とてもとても、楽しい一年だった。

　ジークとも、フィーネとも、誰だれとも波風の立つことのない、そう、こんな私が、自分でもどうかと思うくらいわけのわからない意地を張ることのある私が、反発されることも、疎まれることすらない日々。

　それどころか、今でも夢なのではと時折思うのだけれど、どうやら私は、ジークたちに愛してもらえたらしい。

　ジークへの愛は、ずっと片思いだと思っていた。それでいいと思っていた。けれど愛を返してもらえることの、なんと幸福で、甘やかなことか！

　そこに影を落とす存在もあったけれど、それすらも、ジークと神々は、振り払ってくれた。

　闇やみの中から私を救い出し、そして、強くあれと、導いてくださった。

　ああ、しあわせだ。

　明日からは、ずっとジークの隣に立っていられる。

　孤高であらねばならないあの方の、唯一の対等。ずっと憧あこがれていたその座に、明日、手が届く。

　とても、とてもとてもとても、嬉しい。

　けれど、それで終わりではない。

　明日はむしろ、始まりの日。

　これから、（こう書くのはとてもとても書きづらいところなのだけれども、絶対にそうだろうなと思うので仕方なしに書く）主に私のせいで、夫ふう婦ふ喧げん嘩かをする日も、きっとあるだろう。

　それでも、その程度では揺るがない関係を、愛を、家庭を、築き上げていこうと思う。

　一年前から今日までは、神々のお導きに従い、ジークがたくさんの努力と苦労をしてくれたようだ。

　これからはその分私が、いや、違う。二人で、この神々が導いてくださった最高を越えた最高とでも評すべき、この上なき幸福を、護まもっていこう。護ってみせる。

　だからどうか、天上より見守っていてください、実況の遠藤くんと解説の小林さん。

　こうやって書くと、いくら御自身のご希望とはいえ、この呼び名は、ちょっとどうかと思うのだけれど。




　　　　────




「うっうっううう……、よがった。よがっだねぇ、リゼたん。よがっだよぉお」

　着替えを終え戻った私たちを迎えたのは、二人並んで部屋のソファに腰掛けハンカチで顔を覆いながらそう号泣されている小林様と、そんな彼女の背中を優しくなでる、遠藤様だった。

　私たちに気が付いた遠藤様は、ちらりと視線をこちらにやり、苦笑しながら軽く頭を下げる。

「あー、ごめんな、二人とも。いきなりこの状態は、びっくりするよな。手記を読んでいる途中から、詩帆乃号泣しちゃって。まあ、嬉し涙だからそんなに気にしないでくれ」

「びっくり、したのは事実ではありますが。私どものことを、こうまで思っていてくださったなんて。幸福を、そこまで喜んでくださっているなんて。嬉しい限りですわ」

　ふふ、と微笑ほほえむリーゼロッテに、私も同意する。

「そうだね。『よかった』と言っていただける今にたどり着けたのは、ここまで心を砕いてくれた、君たちの導きのおかげだ。碧あお人とくん、小林さん、改めて、ありがとう」

「ありがとうございます。今日の日をこうして揃そろって迎えられたこと、偉大なるお二方に感謝いたしますわ」

「いや、も、ちょ、ありがとうはむしろこっちのセリフだよぉ……」

　私とリーゼロッテに礼を言われた小林様はそう呻うめいて、ますます深くハンカチに顔を沈めてしまった。

「詩帆乃、泣きすぎ。頭痛くなっちゃうぞー？　……まあ、思い入れがあるのは知ってるから、仕方ないと思うけど。普通にゲームしてるときから、どうにかもっといいハッピーエンドがないものかって探して探して、意味わかんねーソロクリアまでするくらいありとあらゆることを試したんだもんな？」

「そうだよぉ……。それでも公式がしてくれないなら私がリゼたんをしあわせにするしかないって思って、二次創作に走ったくらいで。だから、本物のリゼたんが、リーゼロッテの手記が、こんな、こんなにもハッピーエンドで……、よかったぁああ……」

「あーあーあーあー。更に泣いちゃって……。詩帆乃、下手へたしたら新郎新婦の両親よりも泣いてるくらいじゃん。ほら、せっかく二人が着替えてきてくれたんだから、そろそろ泣き止やまないともったいないんじゃないか？」

　遠藤様のお言葉を受けた小林様は、ぐっと顔をあげられたが、その瞳ひとみは真まっ赤かで、堪こらえようとしたらしい涙が、ほろほろとこぼれてきている。

「……本当に、ありがとう」

「ありがとうございます。どうお礼をしたら良いかわからないくらい、感謝しておりますわ」

　顔を上げた小林様と、これほどに私たちの幸福を喜んでくれている彼女と視線が交わった私とリーゼロッテは、再び感謝の言葉を告げた。告げたというか、自然に出ていた。

　ひっくひっくと涙のせいでしゃくりあげながらも、小林様にはふにゃりと笑う。

「やだぁ。良いのに、私たちに感謝なんて。二人がしあわせならね、もうぜーんぶいーの！　むしろ、二人のしあわせを見せてくれて、こっちがありがとうだよ！　ああ、その衣装もステキだねぇ、二人とも」

「そうだな。詩帆乃の言う通り。俺ら友だちなんだし、そんな気にすんな」

　そう明るく告げてくれた遠藤様の瞳も、じわりと赤く潤んでいた。わずかに震える声で、彼は続ける。

「ただ、二人が迎えた最高を越えた最高のハッピーエンドは、詩帆乃がこんなになるくらいの、とんでもない奇跡なんだって、覚えておいて欲しい。……ジーク、大事にしろよ」

「……ああ、もちろんだ、碧人。私は永えい劫ごう変わらぬ愛を、リーゼロッテに注ぐ。君たちがくれたこの幸福を、決して壊さないように、生涯慈しんでいくよ」

「り、リゼたんも、あんまり意地張り過ぎないでね。いやそういうとこがかわいいんだけど、ツンデレはデレも大事なので！　たまには素直に甘えてあげたら、ジークだってメロメロの骨抜きにできるよ、リゼたんなら」

「なにせ、異界の女神がこんなにもしあわせを願ったくらい、ステキな女の子だもんな？」

「ほんとそれぇ……。もう、ずっとしあわせでいてぇ……」

　遠藤様にまぜっかえされながら、そしてますます涙にぬれたお声で小林様が下さったお言葉に、リーゼロッテはしっかりとうなずき返す。

「ええ。お二方が繋つないでくれたこの縁を、もたらしてくれたこの幸福を、……さ、最愛のジークを、いつまでも護り抜いてみせることを、ここに誓いますわ」

　途中、おそらくは照れのためにだろう、言葉を詰まらせながらも、リーフェンシュタールの娘らしく、気高くそう誓ったリーゼロッテ。思わず、強く強く抱きしめる。

「嬉うれしいよ、リーゼロッテ。……ふふ、なんだか、改めての、結婚の誓いのようだったね。いや、ようだ、ではなく、これも確かに結婚の誓いだ。新婦がいて新郎がいて、神々に宣誓したのだもの。それも、これほど近くで、直接」

「まあ、では、決して破ることのできない誓いですわね」

　そう言いくすりと笑ったリーゼロッテの背後には、遠藤様に肩を抱かれながら涙を拭ぬぐう小林様が、……えっ？

「いやもうめっちゃ祝福する！　何度だってする！　私たちに神様パワーがあるなら、今の誓いが永遠に叶かなうように、それを邪魔するなにかにずっと負けないように、願いたい！」

「詩帆乃詩帆乃、マジでなんか出てる。なんかっつか、光が、天？　から。そんでその光がリーゼロッテたちに降り注いでる。なにこれ。天井貫通してきてる……？　こわ」

　小林様のお言葉に呼応するように、天から私とリーゼロッテに降り注ぐ祝福の光。呆ぼう然ぜんとそれを見つめる、遠藤様。

　この光は、あの日、約一年前、あのときは学園の食堂でだったけれども、リーゼロッテとバルドゥールが寵ちよう愛あいを与えられたその日見た光のような……。

　優しくやわらかな小林様の気配に満ちた光と、同じく優しさに満ちているがどこか力強さも感じる、遠藤様の光。それらが丁度合わさったような、神秘的で、どこまでもあたたかな光に包まれた私とリーゼロッテは、ぼうっとそれを見つめることしかできない。

「なに？　光？　うわほんとだ光ってる。きれー……。いやでも、なんかわかんないけど、めでたい感じだからいいんじゃない？　二人の結婚の誓いは神々に認められて、祝福されたんだよ、きっと」

　一拍遅れて顔を上げた小林様は、しあわせそうに満足そうに笑ってそう言った。

「おそらく祝福したらしい詩帆乃、と、俺もか？　は、なにが起きてるのかさっぱりわかってないのにな……」

　呆然としたまま遠藤様はそうおっしゃったが、リーゼロッテが私の腕からするりと抜け出し、声を張る。

「ええと、お二方が無自覚であっても、認めてくださったとおっしゃっていただけると、私とジークの誓いに横やりを入れる輩やからは背信者ということになります。……魔女と同化しかけるほどに嫉しつ妬と深ぶかい私としましては、公式に記録に残させていただけると、嬉しいのですが……」

「じゃ、そういうことで！」

「私も異議なーし！」

　すかさず同意を示した遠藤様と小林様は、確かに私たちと同世代らしい、まだ子どもの無邪気さではあったのだけれども。

　それでも、私にとってはどの神々よりも偉大で、好ましくて、そして大切な存在だ。彼らに誓うことができて、良かった。

　リーゼロッテは自分が嫉妬深いと言ったが、私だって、彼女に関してだけは、心が狭い自覚がある。

　それに、ただの王太子でしかない私よりも、創世の女神リレナの復活を成し遂げた聖女であり、異界の神小林様の祝福を持つリーゼロッテの方が、引く手あまただ。

　その牽けん制せいに、先ほどの祝福の光は使えるだろう。城内で起こった奇跡。証人はいるはずだ。創世の女神やそれについてきた神官たちは、神秘の気配に敏感であるし。

　そんな打算もなくはない。

　でも祝福の光などあってもなくても、お二方がご自分で仰おつしやる通り『神様なんかじゃない至ってふつーの高校生』だとしても。

　この最高を越えた最高のハッピーエンドの立役者であり、私たちの大切な友人であることは、揺るがない事実だ。

　だから、今日のこの日を、今のこの瞬間を、ともに迎えられたことが、なにより嬉しく、誇らしく、喜ばしく、そしてなんだか縁起がいいような気がして。

　私は、先ほどの誓いを胸に、リーゼロッテと手を取り合って、この幸福を大切に歩んでいくのだという決意を、新たにした。








終章　実況の遠えん藤どうくんと解説の小こ林ばやしさん









　王太子ジークヴァルトと聖女リーゼロッテの結婚式。その締めくくりである舞踏会の、会場の喧けん騒そうから隔絶されたバルコニーで。

　彼らに異界の神【実況の遠藤くんと解説の小林さん】と親しまれている二人は、今日の事を振り返って語り合っていた。

「もう、会場の中はいいんですか？」

　そこに、ふわりと、夜闇の中からバルコニーに降り立った創世の女神リレナは、そう問うた。

　問われた碧あお人とと詩し帆ほ乃のは、心底満足そうにうなずく。

「ああ。俺らがいると、主役の二人が俺らにかかりきりになっちゃうからな。さすがに申し訳ないかなって」

「そうそう。むしろ、こんな終盤までこっちにいられると思ってなかったし。リゼたんとジークのダンス、ステキだったなぁ……。動きが洗練されているのはもちろん、ぴったり息があってて。それも見れたし、こっちのみんなへの挨あい拶さつも済ませておいたし、私はもう、大満足！　……そろそろ、タイムリミット？」

「ええ。お二人をこちらに顕現させ続けているのが、難しくなってきました。間もなく、あちらに戻ってしまうでしょう。申し訳ありません。今日は、色んな人の喜びとか、私への復活おめでとうの念とかいっぱい取り込めたので、もうちょっと頑張れるかなって、思ったんですけど……」
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　詩帆乃に問い返されたリレナは、申し訳なさそうに首肯した。

　そのまますっ……、と、慣れた様子で膝ひざを突き土下座に移行しようとする女神を遮り、碧人と詩帆乃は笑う。

「なに言ってんだ。謝る必要なんかないだろ。十分頑張ってくれたって！　連れて来てもらっただけでもありがたかったのに、こんな時間まで。ありがとな、リレナ」

「ほんとだよ！　それに、色々気を使ってくれたみたいだし。本当にありがとうね、リレナ」

　詩帆乃にきゅっとその手を握られ土下座を封じられたリレナは、その黄金の瞳を感動と申し訳なさから潤ませた。

　リレナはうつむき、そっと囁ささやく。

「ありがとう、と、言わなければいけないのは私の方でしょう。私がこうして復活できたのも、この世界が私に滅ぼされずに済んだのも、全すべて遠藤様と小林様のおかげです。まだほんの子どものお二方に、すっかり頼って、クオンと揃って多大な迷惑もかけてしまって、この程度ではとても足らないかと……」

「あーもーリレナはすぐ謝ろうとするー。なに、そんなに好きなの？　土下座」

　うつむくを通り越して頭を下げつつあったリレナを遮り、詩帆乃は苦笑した。

「はい。なんか、落ち着くんですよね。私、この星そのものみたいな側面もあるので、額まで地面と触れ合っていると、いるべきところにいる感じがするんです。土下座こそが私のデフォルトと言って良いかもしれません。あ、もちろん第一にあるのは、申し訳なさと謝意ですけど」

　真顔で認めたリレナに対し、碧人と詩帆乃は、引ひき攣つった笑みを浮かべる。

「いやもうちょっと威厳を大事にしろよ、創世の女神。もう高校三年生の俺らをほんの子どもとか言っちゃうくらい、悠久の時を生きてる偉大な存在なんだろ、リレナって」

「古いにしえの魔女の件で責め過ぎたのかなぁ……。土下座がデフォとか末期だよ。思いなおしてリレナ。受験生の私たち、これからリレナがくれた運の良さに、めちゃくちゃ感謝する予定だし。今までのことなんて、それで充分お釣り来るよ」

　二人にそこまで励まされたリレナはようやく背筋を伸ばし、やわらかく微笑ほほえむ。

「そう言っていただけると、心が軽くなりますね。では、最後に、もう一度これだけ。本当に、ありがとうございました。この世界に代わって、私から感謝を申し上げます」

「こちらこそ、ありがとう」

「うん、ありがとね。……そっか、いよいよ最後か」

　碧人はしんみりとうなずき、詩帆乃は寂し気に微笑んだ。

「まあ、最後といっても、今日のところは、です。それに、私この後もうひとがんばりしちゃいますよ！　帰ったら【ゲーム】を開いてみてください！」

　得意げな顔でそう告げたリレナに、詩帆乃と碧人は首をかしげる。

「？　よくわかんないけど、わかった。開いてみるね。あ……」

「ああ、俺らなんか薄くなってきたな。元の世界で、そろそろ目覚めるってことかな」

「正に、夢のような時間だった
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　ね……」

　詩帆乃がその言葉を言い終える前に、二人の意識は、現実の世界へと戻っていた。

　小林家のリビング。リレナの指示で、二人並んでソファに腰掛け昼寝の姿勢をとっていた、正にそのまま。

　あちらは夜になっていたというのに、こちらは二人が出発した時間と同じような、昼の明るさだった。

「う、お、戻ってきたか。どれぐらい経たって……、え。まだ一〇分くらい？」

　ごそごそと取り出した携帯端末でその事実を確認した碧人は、狐につままれたかのように戸惑いをあらわにした。

「いやー、びっくり。あっち行った時もけっこういきなりだったけど、帰路もなにが起きたかわかんなかったね。時間経過も摩ま訶か不ふ思し議ぎ。……あ。そうだ。【ゲーム】開かなきゃ！」

　言っているうちに意識がはっきりとしてきた詩帆乃は、ぽんと手を打つと、テレビに繋つながれているゲーム機へと近づいていく。

「あー、リレナがなんか言ってたな。なんだろうな？」

　首をかしげた碧人もいっしょになって、二人はいつもの通りにゲームを起動していく。

「なんだろね？　うーん、あっちに繋がる時の、変な中断セーブデータはないっぽいなぁ……。まさか『新しく始める』は関係ないだろうし、ライブラリーか、普通のセーブデータを見ればいいのかな？　……あれ、これって……」

「普通のってことは、何回でもロードできるセーブデータの枠だよな。こっちにこんな変なの、なかったよな……？」

「うん。……開いてみるね」

　普段とは違うゲームの様子にごくりと唾つばを飲み込み、詩帆乃はゆっくりとボタンを押した。

　やけに長いロード時間。その間にソファに座りなおし、固かた唾ずを呑のんで見守る二人の視線の先で、それは始まる。

　徐々に明るくなる画面。

　場所は、ジークヴァルトとリーゼロッテの結婚式が行われた神殿の中。神秘的な光が天上より降り注いでいる。

　中央には、神々しい美び貌ぼうの女性、創世の女神リレナが立っていた。

　こほん、とひとつ咳せきばらいをしてから、リレナは口を開く。

「お二方にとってはほんのさっきぶりなのでしょうけれど、こちらでは、あれから何日か経っています。私の力が少し回復したのと、先日遠藤様と小林様がこちらに顕現なさり多くの人に神として認知されたおかげで、今日、なんとかそちらに繋げることができました」

　繋がった。その喜びに思わず画面のむこうに声をかけようとした詩帆乃の眼前で、しかしリレナは申し訳なさそうにうつむいた。

「ただ、私の力が足りなくて、これは一方的なビデオメッセージみたいな状態なんです。それでも、何回でも見られるようにはしておくので、その点はご安心ください。……それでは、こちらからのメッセージを、まずは、私から贈ります」

　気持ちを切り替えるように一つ深呼吸をした後、リレナはにこりと笑う。

「改めて、ありがとうございました。もう、感謝することが多すぎて、何を言ったら良いかわかってないんですけど、とにかく、すごく、感謝しています。それと、こう、言い続けて祈り続ければ本当になるものなので、再会の約束もさせてもらいます。また、お会いしましょう！」

　そう言って爽さわやかに手を振ったリレナはぺこりと一礼をすると、自分と入れ替わるように仕草で促すようにしながら、画面外へと歩いて消えていく。

「えっと、ここ？　ここに立てばあっちから見える感じです？」

　戸惑うようにそう言いながら、ぴょこりとフレームインしてきたのは、フィーネだった。彼女の手を引いていっしょに立つのは、身長差のせいで顔が見切れてはいるものの、おそらくはバルドゥールと思われる、しっかりとした体格の男性。

　気を取り直すように背筋を伸ばし、照れくさそうに笑って、フィーネは告げる。

「えへへ。こう、改めてってなると、なんかちょっとこそばゆい感じがしますね。でも、遠藤様、小林様、ありがとうございました！　色々教えてくれて、そして、私の大好きなリーゼロッテお姉様を、護まもってくださって！」

　元気いっぱいのはじける笑顔から一転、しゅんと視線を下げたフィーネは、今度は幾分静かに続ける。

「……あんなにかわいくて、美しくて、優しくて、なんだってできるようで恋だけには不器用で、やっぱりかわいいステキなお姉様と、私は対立していたかもしれないんだって、すごく怖かったです。その運命を変えてくださって、ありがとうございます。また会いましょう！　あ、でも、次の時は、もうちょっと声の大きさ抑えてくれるとありがたいです！」

「俺ら、割と叫んだりしてたもんな……。ずっと聞かされてる方としては、困ったか。うん、次の時は、もうちょい声量気をつけるわ」

「ジークは動じてる感じ出さなかったけど、フィーネちゃんは『うるさっ！』みたいな顔してるとき、けっこうあったもんねー」

　フィーネがおどけたように締めくくると、碧人と詩帆乃はくすくすと笑った。

　そこで画面はフィーネの斜め上に移り、映し出されたのは、やはりバルドゥール。

「ん。次は俺か。神々よ、いとこリーゼロッテを、そして婚約者であるフィーネの心を守っていただき、感謝いたします。なんでも、俺の命が今あるのも、神々のおかげだとか。与えていただいた寵ちよう愛あいに恥じぬよう精進を続け、フィーネとともに王太子夫妻を守っていくと……」

「バル先輩、かったいです！　あと、なんか、お礼の言葉って趣旨からズレてきてません？」

「そうか。すまない」

　斜め下から響いたフィーネの声に、バルドゥールはすまなげに苦笑した。

「どうもこういうのは苦手でな……。リーゼロッテには小言を言われてばかりだし、自分でもどうにも武骨だという自覚はある。そんな俺が、何を失うこともなく、こうして愛いとしい人の手を取れているなんて、なんという奇跡か。ありがとうございます。あなた方の慈愛と導きに、感謝を。再会の日を待ち望みます」

　深々と頭を下げたバルドゥールに、詩帆乃は温かい瞳ひとみで微笑む。

「バルらしいなぁ。まっすぐで、不器用で。死にたがりをやめられた点は、【ゲーム】のバルとは違うけど」

「確かに。ま、いい変化だから、それは進化ってやつだな。お。次はアルか」

　碧人の言葉通り、二人が去った画面に静かに入り込んで来たのは、神官アルトゥル。

「異界の神々、遠藤様小林様。お二方がもたらした奇跡に、感謝申し上げます。……あと、小林様っていうか、詩帆乃ちゃん。めっっっちゃかわいかったよね！　底抜けに明るいタイプっぽいのにどこか神秘的な雰囲気もあって、こう、目を引かれるっていうか、きゅんときちゃったよ！　遠藤様がめちゃくちゃガードしてたからあんま話せなかったけど、次会えたらもっとおしゃべりしたいな～」

「ガードもなにも、お二方は恋人同士ですわ。あなたの入り込む余地などございませんのよ、アルトゥル・リヒター」

　画面外から、リーゼロッテの冷え切った声が響いた。

　アルトゥルは、ぱしりと額に手をやり嘆くように天を仰ぐ。

「うわー、そうなの。そんな気はしたけど。世の中かわいい子はすーぐ誰かのものになっちゃうんだなぁ、やっぱ。……どうか俺にも良い出会いをお与えください、異界の神々よ」

　神官らしく堂に入った仕草で祈りを捧ささげたアルトゥルに、祈られた碧人と詩帆乃は苦笑する。

「相変わらずチャラいなこいつ！　真面目まじめな神官モード、一〇秒も持たなかったんじゃないか？」

「まあ、これでこそアルだよ。うん、アルにも良い出会いがあるように祈ってるよ！」

「それはそう。うん、こいつにも良い出会いがあると良いな。一つだけ、もう、絶対ってやつ。詩帆乃によそ見なんかしなくなるくらいの」

「あははっ。文字通り住む世界が違うんだから、そんな気にすることないのにー。アルも本気で言ったわけじゃないでしょ」

「だってあいつ、まず顔がいいじゃん……！　なんだかんだエリートだし、良い奴やつだし。世界が違ったって勝てる気がしないから、詩帆乃を口説かないで欲しい……」

「えー。私にとって一番かっこいいのは、碧人だよ？」

「詩帆乃……」

「異界の神々、遠藤様小林様、ありがとうございますっ！　リーゼお姉ちゃんのことはもちろん、僕がツェツィちゃんと出会えたのも、お二人のおかげって聞いてます！　ありがとうございました！」

　アルトゥルをほっぽって甘い空気を醸しつつあったこちらの世界の二人に割って入ったのは、そんな元気いっぱいの声だった。

　視線を戻せば、緊張した面持ちで画面に映っているのは、ファビアン。

　その隣には、当然のような顔でツェツィーリエがいる。

「ファビアンと出会わせてくれたこと、それから姉様の妹を代表して、私からも礼を言う。ファビアンのことは一生私が守るから、安心して欲しい。心配せず、姉様たちとの再会を待っていると良い」

「ツェツィーリエ、騎士として身を立てるつもりなら、もう少し言葉遣いにも気を配りなさい……」

　ツェツィーリエの声に重なるように、どこか疲れたリーゼロッテの声が響いた。

　けれどツェツィーリエは肩をすくめただけで、なにも言わずファビアンの手を引いて画面の中からフェードアウトしていった。

「ちょっとツェツィーリエ、詩帆乃様たちに失礼でしょう！」

　画面外で響くリーゼロッテが説教をする声に、詩帆乃はぶんぶんと首を振る。

「お人形カップルかわいい……！　最強……！　失礼なんかじゃないよ、いるだけで眼福でありがたい存在だよこの二人は……！」

「最強かー、物理的にも最強な気がするな、この二人。なにせ、超火力ショタとリーフェンシュタールの秘蔵っ子なんだから。外見詐欺にも程がある」

「んー。でも、ファビアンきゅんはそんな好戦的なタイプじゃないし、てちたんはファビアンきゅん以外どうでもよさげだから、わざわざ武功を立てようとはしなそう。そういう意味では、フィーネちゃんとバルの方がわかりやすく強いんじゃないかな」

「あー確かに。……って、おいおい。マジか。この人来るのか」

　驚きよう愕がくに目を見開く碧人の視線の先には、猫の仮面をつけた一人の男が登場していた。

「僕、なんでここに呼び出されたんです？　異界の神々とか知ったこっちゃないんですけど……」

　嫌そうにそう言ったのは、仮面の魔導師カールヒェンこと、レオン。

「あちらのお二方があなたのことを気にかけていたので、呼びました。それに、いっしょに古いにしえの魔女打倒に立ち上がった仲じゃないですか！」

　画面外から響いたリレナの声に、仮面から出ている範囲だけでもありありとわかるくらいに、レオンは嫌そうな表情を浮かべた。

「はあ。まあ、じゃあ、古の魔女を無力化していただいてありがとうございます。ってとこですか？　……いや、正直あまりにひどい肩透かしだったんで、むしろちょっと恨み言言いたいくらいなんですけど……。再会、も、特に望んでいません。僕はもういい加減いい大人なので。勝手にやりますよ。ああでも、卒業したばかりの子たち含め、生徒たちのことは、今後ともよろしくお願いします、ですかね」

　無気力にそう言い切って、はあ、とため息を吐ついて、レオンはすたすたと歩き始めてしまう。

「……僕が僕の最愛と再会できたのは、神様が僕を指名してくれたおかげみたいですからね。その点だけは、感謝してますよ。ありがとうございました」

「えっえっ、最愛!?　と再会!?　なにそれめっちゃ気になるんですけど！」

「ゲームでそんな設定なかった、よな!?　レオン、言うだけ言って去ってかないでちゃんと説明してくれよ……！　ちょっとは俺らに感謝してるならさぁ！」

　カメラの外へ姿が移ってしまって、確かにレオンが言ったとは断言できない状態で。絶対に彼だとは言い切れないくらい小さな声で漏らされた言葉に、詩帆乃と碧人はわたわたとうろたえた。

　ところがレオンは戻って来ることなく、次いで画面に現れたのは、ブルーノ・リーフェンシュタール侯爵。

「ありがとう存じます、遠藤様、小林様。この国の守護の一翼を担うリーフェンシュタールの家長として、なにより、リーゼロッテの父として。心より、感謝申し上げます。……そして、申し訳ございません。私は、ふがいない父でした。将軍と、侯爵。私の志した道と、兄が辿たどるはずだった将来。どちらも私が担ってやると躍起になって、家庭のことまでは、手が回っておりませんでした。そのせいで、リーゼロッテは……」

　生き真面目まじめにそう告げ深く頭を下げたブルーノは、その顔は画面に映し出されていないが、ぐい、と、おそらくは目元の涙を拭ぬぐった。

　キリリと胸を張り、ブルーノは宣言する。

「このままでは、孫の養育にかかわる時間もなさそうですからな！　国の仕事は、徐々に後進に引き継いでいこうと思っております。今後は、今度こそ、リーゼロッテを、私の大切な家族を、護っていきます。そう、あなた方に誓わせてください」

「なっ、まっ、孫、だなんて！　お、お父様、気が早すぎますわ！」

「侯爵に将軍職を辞されるのは困るけど、そういうことなら仕方ないね」

　うろたえるリーゼロッテと、くすくすと笑うジークヴァルト。

　顔は見えないけれどどういう表情をしているかはっきりとわかる二人の声に、碧人と詩帆乃と、そしてブルーノまでもが楽し気に笑った。

「まったくもう、お父様ってば……」

　画面の外に歩みを進めたブルーノと入れ替わるように、リーゼロッテの不服そうな声が近づく。

　そんな彼女の愛らしさに止められない笑いを纏まとったまま、姿勢よく画面中央へと歩いて来たのは、タキシード姿のジークヴァルト。

　ほぼ同時に彼のエスコートを受けながら画面に入ったリーゼロッテは、この神殿で行われた式の時と同じ、ウェディングドレス姿だ。

　ジークヴァルトは、恥ずかしそうに頬ほおを染めた彼女をなんとも愛し気な瞳でしばし見つめてから、画面のこちらへと向き直る。

「先日の茶会で、二人に話したかった事は直接話させてもらったから、私は手短に言うね。本当にありがとう、二人とも。私たちと出会ってくれて、優しく見守ってくれて、ここまで導いてくれて、そして、私たちの結婚式に駆けつけてくれて。またいつか会おう、友よ」

　晴れやかな笑顔でそう告げたジークヴァルトは、自分の立っていた位置、画面の中央をリーゼロッテに譲り、去って行った。

　残された彼女は気を取り直すようにドレスの裾すその位置を直してから、背筋を伸ばしてふわりと笑う。

「さて、私が最後の番を勤めさせていただくのですが……。私など、日記まで見ていただきましたもの。言いたかったことは、全すべて伝わっておるかと思います。ですから私も、手短に。あの佳よき日をもたらしてくださったあなた方に、この晴れ姿を見ていただくことができて、嬉うれしゅうございました。本当に、ありがとうございます。またの再会を楽しみにしておりますわ」

　リーゼロッテは一度深く頭を下げた後、詩帆乃が『何時間でも見ていたい』と言って目に焼き付けるように眺めていたウェディングドレスを改めて披露するように、くるりとその場で回って見せた。

　しばらく後、ドレスの裾が落ち着いた頃ころ、彼女がしあわせそうに甘く見つめる先にいたらしいジークヴァルトが、そちらから画面の中へと戻って来る。

　並んだ二人の少し後方に、リレナ、フィーネ、バルドゥール、アルトゥル、ファビアン、ツェツィーリエ、ブルーノも。

「レオンだけいないな……。もう帰ったのか？」

「かなー。レオン先生らしいなぁ」

　唯一戻って来なかったレオンに苦笑した碧人と詩帆乃に、画面の中に揃そろった一同は、頭を下げた。カーテンコールのようなそれに、二人は終わりの気配を感じ取る。

「みんな、こっちこそありがとう！　また会おうね！」

「ありがとな。うん、また会おう！」

　一方通行とは言われたが、それでも告げずにはいられなかった感謝と再会を願う言葉。

　詩帆乃と碧人のそれがまるで聞こえたかのようにタイミング良くうなずいたジークヴァルトに、詩帆乃は堪こらえきれなくなる。

「……うっ、ううっ、さびしいよぉ……」

「まあ、どうしたって、寂しいは寂しいな」

　しくしくと涙を流し始めた詩帆乃の肩を慰めるように抱いた碧人は、けれど彼自身、涙をこぼさないように必死に上を向いていた。




　あちらを映していた画面は、暗転。

【ゲーム】の終わりを告げる、エンドロールが流れ出す。




「……あれ？　え？　し、詩帆乃、画面、画面見て！」

　最初にそれに気が付いたのは、碧人だった。

「画面？　べつにふつーの、何回も見たエンドロール……、じゃ、ない！」

　詩帆乃がこれまで幾度も、それこそ暗記するほど見てきた【マジカルに恋して】のエンドロール。

　ゲームの開発に関わった者たちの役職と名が下から上へと流れていき、常ならばとっくに、最後の『Thank You』の文字列にまでたどり着いているはずのそれ。

《異界の神々》

《実況で世界を救った勇者》《解説で全てを護まもった賢者》

《親切で的確なアドバイザー》

《最高を越えた最高のハッピーエンドの立役者》

《私たちの大切な友人》

　そんな、今まで見たこともなかった役職表記が、まるで最初からそこにあったかのように重ねて流れて行っている。

　ゆっくりと流れる画面、やがて現れたのは──

《実況の遠藤くんと解説の小林さん》

　そんな、どう考えてもふざけているとしか思えないのに、とある世界のとある国の、正式な歴史書にこのまましっかりと記されている名前。

　それを見た二人、実況の遠藤くんと解説の小林さんは、寂せき寥りようと感動の涙に濡ぬれながらも、大いに笑ったのだった。
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あとがき









　まずは、この本をお手にとっていただきありがとうございます。恵えノ島しますずです。




　ツンデレ悪役令嬢リーゼロッテと実況の遠えん藤どうくんと解説の小こ林ばやしさん（略称：ツンリゼ）、実に三年四ヶ月ぶりの新刊です。お久しぶりです。

　あんなに完膚なきまでに綺き麗れいに完結したシリーズに、まさかの新刊。普通なら、まずあり得ないかと。正直私も驚きました。

　二〇二三年一月からのツンリゼアニメ放送（予定）、なにより読者の皆様方の応援のおかげかと思います。ありがとうございます。




　この本は、主にこれまでに書店特典等で出してきたＳＳをまとめた本、だったはずなのに。なんやかんやで三分の二くらいが書き下ろしで構成されることになったふしぎな本です。

　なんやかんやの説明をしましょう。

　二巻完結のツンリゼ本編。後から考えると（なにせ三年四ヶ月ありました）、書ききれなかったと感じる部分がありました。

　この伏線っぽいのはいったいなんだったの？　ここ、話飛んでない？　本編後のあのキャラはどうなったの？　等々気になっていた方もおられると思います。

　その疑問に答えたい！　あれもこれも書きたい！　という私の想おもいが暴走。結果、なんやかんや書き下ろしが増えました。なんやかんや。




　また、この本に関する説明を、もう一つ付け加えさせてください。

　この本に書かれている「リーゼロッテの手記」における黒っぽい部分、【　】内部や■は古いにしえの魔女の力が働いていて、《　》内部は《異界の神々》の力が働いています。

　ただ、リーゼロッテの手記以外ではそれほどこのルールを気にせずに書いたので、その点もご承知おきください。




　ところで、この本の表紙のリーゼロッテのウェディングドレス姿、すごくステキですよね。

　最初に見た時、あまりの麗しさにちょっと泣きました。

　表紙絵をはじめ、たくさんのステキなイラストでこの本を彩ってくださったえいひ先生、ありがとうございました。

　担当Ｏ様をはじめとするカドカワＢＯＯＫＳ関係者の皆様には、今回もたくさんご迷惑をおかけし、とても助けていただきました。ありがとうございます。

　アニメの制作関係者の皆様、逆さか木き先生はじめコミカライズ関連の方々にも心よりの感謝を。

　ツンリゼ、関係者の方々がずいぶん増えましたね。

　いっしょに盛り上げようとしてくださる方がこんなにいるなんて、なんてしあわせな作品なのかと震えております。

　古こ森もりきりちゃん先生、あるるん、エンシェントみさん、美味おいしそうなにくまんちゃん、ジェームズ・リッチマンさん、しんごさん、どったん、他友人たちもいつもありがとう。

　家族、愛犬ミルクにも、最大級の感謝を。




　それではまた。どこかで。
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